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＃01【俺おれが彼かれ氏しで彼氏が俺でヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　誰だれかに見られているような気がする。

　俺、鷺さぎ宮みや慧けい太たはまずそう感じた。

　たまにはちゃんと睡すい眠みんも取らないとなー。

　そう思って今日は早めにゼクスを切り上げ、こうして自室のベッドに寝ね転ころがったわけだが、さっきからどうにも嫌いやな感じがするのだ。

　室内は電気も消えていて暗く、ひっそりとしている。もちろん俺以外誰もいない。

　でもなぜだか人の気配を感じるのだ。

　これには一いつ緒しよに住んでいる我わが妹、理り央おこと【リコッタ】をまず最初に疑ったが、彼かの女じよとはさっきゼクス上で一緒にログアウトしたばかりだし、隣りん室しつでおとなしくしている様子。

　だって、「にゃにゃにゃ～ん♪　にゃにゃにゃ～ん♪」という鼻歌が薄うすい壁かべを通して聞こえてきていたから。

　じゃあ、この身の毛がよだつようなぞわぞわ感は一体なんなんだ？

　俺はベッドに仰あお向むけで寝ねながら、ふと天てん井じようを見み詰つめる。

　そこには木目調の安っぽいクロスが張はり巡めぐらされていた。

　見慣れた天井ではあるが……こういうのってよく人の顔に見えたりとかするよねー。古い家とかだと変な染しみとかあって、幼い頃ころ妙みように怖こわかったりしてさー。

　なんて、他た愛あいもない思い出に浸ひたる。

　たとえばあそこの節目模様の部分とか人の目玉に見えたりとか――――

　見えたりとか――

　とか――

　そこまでで俺は思考を止め、音もなくベッドから立ち上がる。そして机の横に立て掛かけてあったＴＶアニメ【侵しん略りやく!?　海王ポセイドン娘むすめ】の主人公、【ポゥたん】がいつも手にしている矛ほこ（劇中設定を忠実に再現した１／１スケール、全長約１５０センチ）をおもむろに手にし、切っ先を天井に向ける。

　狙ねらいは先さき程ほどの節目模様。

　すぅー……っと息を吸うと、俺はなんの躊躇ためらいもなく、思い切りそいつを突つき刺さした。

「っつ、ふんぬぎゃあああああああああぁぁっ!?　めっ、目がぁぁぁぁっ！　目がぁあぁぁあぁ!!　痛いっっっ！　痛いいぃぃぃぃぃぃっ!!」

　突とつ如じよ、天てん井じよう裏うらでそんな悲鳴が上がったかと思ったら、

　ガッ、ゴンッ、ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロ……ズガッ、ガッ、ズシンッ!!

　てな具合で何か大きなものが頭の上を転がっていって、最終的にクローゼットの中に落っこちたみたいだった。

　あ、あれ……ちょっとやり過ぎたかな……。

　さて、まるでピンボールのように天井裏を跳はね回まわり、悶もん絶ぜつしながら転がっていった物体の正体だが……俺には予想がついていた。

　すたすたとクローゼットに近付き、取っ手に指をかけるもそこまで。

　どうにも開ける気にはならないのだ。

　だってさあ……ねえ？

　そんなふうに逡しゆん巡じゆんしていると、不意に部屋のドアが勢いよく開かれた。

「にぃ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶかにゃん!!」

　血相を変えた顔でそこに立っていたのは銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの理央だった。どうやら物音に驚おどろいてすっ飛んできたっぽい。

　まあ、あれだけでかい音がすれば誰だって何事かと思うわな。

　ちなみに彼女、肉球模様のパジャマ姿である。子供っぽい感じだが、そいつが妙みように似合ってて可愛かわいらしい。

　そんな彼女に向かって俺は、クローゼットに背中から凭もたれかかり、作り笑いを浮うかべる。

「あ、ああ……大丈夫、大丈夫！　ちょっとクローゼットの中を整理しようとしたら色々中の物が崩くずれてきちゃってさー。そういう事だから。驚かせてすまん」

　俺は咄とつ嗟さに嘘うそを吐ついた。

　それは、この中に居るであろう人物と理央が顔を合わせたら色々と面めん倒どうな事になるからだ。無用な争いとか、そういうのは避さけたいし。

「にゃーんだ、そういう事だったにゃりかー。心配したにゃん。あんまり大きい音だったから、にぃがリコッタのことを思ってハァハァしてたのかと思ったにゃりよー」

「そうそう、このふさふさの猫耳がなんとも手て触ざわりが良くてハァハァってしねえよバカっ!!」
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「にゅふふ♡　夜も遅おそいし、ほどほどににぇ。ご近所さんにも迷めい惑わくがかかるにゃりから」

「はいはい、それじゃあご近所さんどころか、お前にも迷惑がかかるだろうからこのまま静かに引ひき籠こもることにするよ。だからもう俺には干かん渉しようしなくていいからね。じゃ、ま、そういう事で」

　俺はここぞとばかりに部屋のドアを閉める。

「えっ？」

　理央は小さな口を開いたまま、ぽかーんとしていた。

　だが、閉まりかけた数センチの隙すき間まに指がガッと差し込まれてくる。

「何がそういう事にゃりか！」

「何がって何が？」

「とぼけにゃいで！　さっきちゃんと聞こえたにゃりよ。大きい音にまざって女の人の声がしたにゃん」

「そ、そうかなー？　気のせいだよ、きっと」

「そんなはずは無いにゃん。だって〝目がぁぁっ！　目がぁぁっ！〟ってはっきり聞こえたにゃり」

「ああ、それはあれだ。隣となりの家で飼ってる猫のミィが最近風か邪ぜを引いたみたいで、みぃえがぁー！　みぃえがぁー！　って鳴いてるから多分それだろ。ありゃ喉のどにきてるな」

「にゃーんだ、猫かー」

「そうそう猫、猫」

「それなら安心したにゃん。じゃあリコッタはこれで寝るにゃん。にぃも今こ宵よいは良い夢を（シャキーン）」

　理央は詰つまりが無くなったようなすっきりとした顔で自室に戻もどっていった。

　あっさり信じてしまう素す直なおな妹で良かった。

　さてと……俺の方はクローゼットの中のものをなんとかしなくちゃいけない。気が重いが、あのままにしておくわけにはいかないからな。

　俺は取っ手に指をかけ、やる気の無い手付きで扉とびらを全開にする。

　中には案の定というか……なんというか……俺の服に埋うもれて恍こう惚こつの表情を浮かべている女の子がいた。

「スゥーハァー……ここは天国なの？　美み咲さき、楽園に来てしまったの？　それとも……」

「ここは桃とう源げん郷きようでもエデンの園でもねえ！　いいから早くそこを出ろ！」

　俺が強く言うと、彼女は悪びれる様子もなく笑え顔がおで中から出てくる。しかもさっきまでの痛がりようだとか、苦く悶もんの声だとか、すでにどっかに飛んで行ってしまっているようで、やたらと身が軽い。

　すっくと立ち上がって俺の目の前を通り過ぎる。その際、長めの巻まき髪がみが俺の鼻先をくすぐって、むず痒がゆいながらもいい匂においがしてくる。

　彼女の名前は工く藤どう美咲。俺のクラスメイトで、最近俺の事をやたらとつけ回しているスーパーストーカーさんだ。

　美咲さんはそのまま勝手に俺のベッドに腰こしを下ろし、はぁーっと息を吐いた。

「もう酷ひどいなあ、鷺さぎ宮みやくんはー。なにもいきなり矛で突かなくてもいいじゃない？」

「あのなあ、天井裏に不ふ審しんな人間が潜ひそんでたら突きたくもなるだろ普ふ通つう。それと今、中から出てくる際、こっそり俺のトランクスをポケットにねじ込んだだろ。見えてないと思ったら大おお間ま違ちがいだ。返せ、今すぐ返せ」

「ケチー」

　彼女はむくれながらスカートのポケットからトランクスを取り出だす。しかもハンカチ手品のように次から次へと……って一体何枚盗とってんだよ！

「もう持ってないだろうな」

「無いよ、ほら」

　彼女はポケットの裏地を返して見せる。

「ならいいんだけど……。それにしても美咲さん、どこから天井裏なんかに入ったの？　って落ちてきたわけだから素直に考えればそこか」

　俺は言いながらクローゼットの中に頭を突っ込み、上をのぞいてみる。

　すると内部の天板が四角く切きり抜ぬかれていた。恐おそらく留守中にここから天井裏へと侵しん入にゆうしたのだろう。

　あーあーこんなにしちゃって……これどうすんだよ。後で修理代請せい求きゆうしなくちゃだな。

「で、一応聞くけど……屋根裏で何やってたんだ？」

「何って、決まってるじゃない。鷺さぎ宮みやくんの寝ね顔がおを見てたんだよ」

「それっていつから……？　まさか今晩からじゃなくて……」

「えーと、かれこれ一週間になるかなあ？」

「っ!?」

　気づかなかった！　気づかなかったよー!!　まさか俺が【トトカルこのはちゃん】のフィギュアをキャストオフして、フガフガ言いながら眺ながめてたのまで見られてしまってる!?　これは一生の不覚！

「大丈夫、ずっとそこにこもってたわけじゃなくて、お風ふ呂ろとかもちゃんと入ってるし、トイレも行ってるよー？」

「そういう心配をしているわけじゃないんだが！」

　まさかその風呂とかトイレとか、知らぬところで密ひそかに俺ん家の使ってるんじゃあるまいな？　そんな事を想像したら……。

　ゾゾゾゾワァァァァ

　なんか寒気がしてきた。

「あのね、美咲さんがやってること不法侵入だから。お巡まわりさん呼んじゃうよ？」

「ぷふっ」

「何？　何がおかしいの？」

「だって、美咲達たちって彼かれ氏し彼かの女じよの関係じゃない？　なのに不法侵入って、ぷふっ、鷺宮くんったら冗じよう談だんが上う手まいんだから」

「どこをどう取ったらこれが冗談に聞こえるよ！　それにいつ俺が美咲さんの彼氏になったんだ。って、こんなやり取り前にもやった気がするけど!?」

「それはほら、同じ屋根の下に住んでるわけだからー……あれ？　ってことは、もしかして美咲達ってそれ以上の関係だったりする？」

「んなわけない。確かに屋根の下っちゃあ下だけどな。そもそも住んでるうちに入らないから」

「そんなわけだから美咲と一緒に旅行に行こうよ」

「なんでだよ！」

「もうすぐ夏休みが終わりじゃない？　だから夏の最後の思い出作りに温泉旅行に行こうってこと」

「いやあねえ……俺は旅行に行く理由が知りたいわけじゃなくて、旅行の話自体がなんの脈みやく絡らくも無く唐とう突とつすぎんだろって言ってんの」

「別に唐突でもないよ？　うちのクラスのサッチー知ってるでしょ？　あとヨーコとマナミも。彼女達と約束しててー、みんな彼氏同どう伴はんで旅行に行こうって約束してるの。だから」

「だから……と言われても、俺にとっては唐突な事には変わりは無いんですが！　あとこれはもっと大事な事だけど、俺には全然関係も無さそうなイベントなんですが！」

　サッチーってあれだろ？　美咲さんがクラスでいつも一緒にいる友達。他ほかの二人もよくつるんでる仲間だ。学校で一緒にいるのをよく見かけるし、たまに携けい帯たいで話してる時とかあった。とにかく美咲さんに三重くらい輪をかけて、超ちようギャルっぽい感じの子達だ。

　あーゆうの苦手なんだよねえ、俺。

　そもそも、なぜに彼氏彼女持ちリア充じゆうどもと一緒に旅行など行かなければならないのか。息が詰まるわ！

「ともかく、俺は行かないよ」

「行かないって……そんなわけにはいかないよぉ」

「それはそっちの事情だろ。それに見み栄えの為ためだけにそんな場所に引っ張り出されるなんてごめんだ。彼氏役なら別に俺じゃなくてもいいだろ」

　そこで突とつ然ぜん、にこやかだった美咲さんの顔が沈ちん鬱うつなものに変わった。

「ひどい、ひどいよ。彼氏役とか……別に美咲は見栄とかそういう事の為に言ってるんじゃないんだから。美咲の彼氏は真実最初から鷺さぎ宮みやくんだけだよ」

　妄もう想そう癖へきが酷いとは思ってたけど、これはかなりの……重傷だった！

　知ってたけど！

「だからそれは何度も言ってるけど、俺は彼氏になんかになった覚えは……」

「美咲に〝あんな事〟したのに？」

「えっ？」

「入学式の日のこと」

「っ!?」

〝入学式の日〟その言葉を彼女の口から聞いた途と端たん、俺は固まってしまった。

　そんな俺とは正反対に美咲さんは頬ほおを染めて恥はずかしそうにしている。

　こうなるのもお互たがいにその日に起きた出来事を知っているから。

　今通っている高校の入学式。

　その日の朝に起きた、あの事件の事を忘れるわけがない。だってそれは、俺が女性Ｆ耐性Ｅ不全症候群ＤＳを自覚した初めての日だから。

　俺は登校中、道筋にある橋から川へ落ちる美咲さんに遭そう遇ぐう。一刻の猶ゆう予よも許さない状じよう況きようだと判断した俺は、すぐに溺おぼれている彼女のもとへ向かい、助けた。

　その助けた方法がまずかったわけだが……でも、ああするしかなかったし、仕方がない状況だったし、救出方法としては至し極ごく真っ当で、普通だと思うんだが？

　しかし〝あんな事〟とか言われると、何か間ま違ちがってたのかなあと今さらながらに不安に思ってしまったり。

「あんな事したんだから……もう彼氏も同然だよ。ていうか、彼氏どころかもう夫ふう婦ふだよね」

　美咲さんは俺のベッドの上で体をクネクネとさせている。

「どんな道理だ」

「じゃあ責任取ってよ」

「そっちが礼を言うのは分かるが、なんで俺が責任取らなきゃいけないんだ？」

　ったく、俺が動どう揺ようしている隙すきに危あやうくつけ込まれるところだった。

　そうだ。

　つけ込むで思い出した。

「そんな事より俺、美咲さんに聞きたい事があったんだよね」

「なあに？」

「この前、ゼクス内メールを俺によこしたでしょ？　その中に〝自分が【ユーグ】だから〟って書いてあったからさ」

「ああ、あれ」

　彼女は特に目立った反応をするわけでもなく、さらりと返す。

　ユーグ。男アバターのそいつはうちのギルドメンバーの誰かがなりすましで使用してたキャラ。そいつが前に【リエル】の俺に向かって〝好きだ〟って告白してきたんだよね。

　結局中の人は分からずじまいで、今は奴からのメールだけがずっと届いている状態。

　そのユーグの正体が自分だ！　って美咲さんが突然言い出したのだ。

「あれってさ、あり得ないよね？」

「ええ、どうして？」

「だって、まだその頃ころは美咲さんゼクスやってなかったし」

「そうかなー？　でも美咲がユーグだよ」

　すっとぼけキター！

「いやいやいや、嘘をついてもダメだよ。ちゃんと証しよう拠こがあるんだから」

「証拠??」

「そう、俺のところに本物のユーグからメールがあったんだ。誰かが自分のメール履り歴れきを〝盗ぬすみ見た〟形けい跡せきがあるってね」

　そんな事ができるのはスーパーストーカーの美咲さんくらいしかいないだろ。

　なにしろタンスの奥おく深ふかくにしまってあって、本人すら忘れていた小学校の時の俺のリコーダーをいつの間にか盗み出してたくらいだから。

　これにはさすがの美咲さんも反論できないだろう。そう思っていたのだが……。

「でもそのメールの主が本物のユーグだっていう確証もどこにも無いでしょ？」

「う……。い、いや、騙だまされないぞ！　そもそも美咲さんがユーグだなんて一番最初に消える事なんだ」

「そんな事ないもん」

　美咲さんは子供っぽく頬を膨ふくらませる。

「じゃあ聞くけど、ユーグの職業ジヨブって何？」

「え……」

　彼女の表情が戸と惑まどいに変わる。

「ユーグの容姿は？　どんな装備？　レベルは？　なんにも答えられないでしょ？」

「ぐっ……ぐぬぬぅ」

　美咲さんは完全に押おし黙だまってしまった。

　それもそのはず、ユーグのアカウントは今、俺が所有している上に、美咲さんがゼクスを始めて以降、彼女の前でアカウントチェンジしたことは一度も無いのだから。

　メールしか見てない美咲さんは、ユーグっていうアバター名しか知らないのだ。

　ということは彼女は白。

　でもこれで新たな事こと柄がらが判明した。

　美咲さんはユーグが書いたメールの内容を盗み見て、自分がユーグだと言い出した。

　ということは、美咲さんはリアルでのユーグを知ってるって事だ。今まで俺にメールを送り続けてきたユーグの正体を。

　そういえば、盗み見されたっていう内容のメールがきて以来、パタリとユーグからの連れん絡らくが無くなったなあ。どうしたんだろ。

「あ、あのさあ……それでユーグの正体って誰なのかなあ……？　美咲さん知ってるんでしょ？」

　俺は恐る恐る聞いてみた。すると、

　キッと睨にらみ返かえされた。

　なんでーっ!?

　しかしすぐに彼女は企たくらみに満ちた笑えみを見せ、

「じゃあじゃあ、一緒に旅行に行ってくれる？」

　この時すでに悪い予感がしていた。

「一緒に行ってくれたら、ユーグが誰か教えてあげるよ？」

「そ、そんな誘さそいにのるか！」

　そうだ、のってたまるか。だって彼女と一緒に旅行なんて行ってしまったら色々と終わりな気がするし。ユーグの事は自力で調べればいい。

「そう、じゃあそれに女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの治ち療りよう法ほうを付けちゃうってのはどう？」

「治療法!?　な、なに、治るのかこれ!?」

　意想外の条件に思わず食い付いてしまっていた。

　なぜなら、これが治ったら、あんなにリアルでヒヤヒヤする心配も無くなるし、なにより苦痛がぐんと減る。これに食い付かないわけがない。

　ちょっと前のめり気味の俺のことを美咲さんは嬉うれしそうに見ている。

「だってーきっかけが美咲だったわけじゃない？　ってことは、治るきっかけもまた美咲にあるのが必然だと思うんだよね」

　それには一理あると普通に思ってしまった俺。

「で、どうすれば治るのさ」

「それは旅行に行った後じゃないと教えられないよー」

　美咲さんは唇くちびるの前に人差し指を当て、〝ひ・み・ちゅっ♡〟みたいなポーズを決めている。

　くそう、これは完全に相手に舵かじを持ってかれてしまってるぞ。

　でも、旅行に行くだけで〝ユーグの正体〟と〝女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの治療法〟二つも手に入るなんて、結構お得じゃね？　なんて思ってしまった自分がいた。

「わかった……行くよ」

「ホントに!?　やった」

　ベッドの上で腰を揺ゆらして喜ぶ美咲さん。

　しかし、このまま調子にのらせちゃいけない。俺は真しん剣けんな面おも持もちで、

「でも、これだけは言っておく。あくまで俺は旅行の間だけの仮かり初そめの彼氏だからな」

「わかってるよー。美咲、そういうところはちゃんとわきまえてるつもりだよ？　あれだよね？　表向きは仮初めの彼氏って事にしておいて、みんなには本当の彼氏だってことを隠かくしておきたいんだよねー。もうっ、照れ屋さんなんだからっ」

「全然わかってねーじゃねえか!!」

　なんか俺、もしかして……判断マズったのか!?

　なんて思いながら一人有う頂ちよう天てんの美咲さんを呆ぼう然ぜんと眺めていると、突然部屋のドアが勢いよく開け放たれた。

「ちょっと、にぃ！　隣の家に猫なんかいないにゃりよ！」

　大声を張り上げて乱入してきたのは理央だった。口を尖とがらせてプンプンしてる。

「よくよく考えてみたら隣の家で猫飼ってるなんて話、聞いたことないにゃん！　しれっとウソついたにゃりね!?」

　どうやらバレてしまったようだ。

「まったく、リコッタがそんな簡単な嘘にだまされると思ったら大間違いにゃりよ。どうしてまたそんな嘘を――」

　理央はそこまで言って、ベッドに座すわっている美咲さんに気が付き、固まる。

　僅わずかな間が空いて――。

「あああああああああああああああああああああああああぁっ!!」

　美咲さんを指差しながら叫さけぶ理央。そして、

「って、誰だっけ？」

「ふがっ!?」

　美咲さんはベッドからずり落ちた。でもすぐに怒いかりが込み上げてきたようで、拳こぶしを震ふるわせている。

「それはあんまりじゃない!?　美咲だよ、美咲！　ゼクスでは【まり緒お】！」

「そんな事言っても、リアルであんまり顔合わせないから覚えられないにゃりよー……」

　そういえば理央はコミカの最終日に美咲さんと初めて顔を合わせたくらいで、それほど多くリアルでは会ってないなーと思い出す。普ふ段だんは忍にん者じや並みの隠おん密みつ行動だし。

　俺がそんな事を考えていると、理央は目の前の状況がおかしい事を思い出したようだった。

「っていうか、そんな事より、なんで美咲がにぃの部屋にいるにゃりかっ!!」

　すると美咲さんは立ち上がって誇ほこらしげに胸を張る。

「彼氏の家にお泊とまりするのは普通のことでしょ？」

「にゃにっ!?」

　理央は猫耳を立たせて驚いているが、ただのストーカーだからね？

「お泊まりなんて許さないにゃん！　あと、にぃの彼女はリコッタだけにゃりよ」

「でもぉー鷺さぎ宮みやくんが泊まっていいって言ったしー」

「言ってねえよ！」

「言うわけないにゃん！」

　俺おれ達たち兄きよう妹だいは声を合わせて反論した。こういう時だけナイスコンビネーション。

「ほらパジャマもちゃんと用意してあるんだよ？」

「用意よすぎるだろ！　って……んぼふっ!?」

　俺は呼吸が止まりそうになった。だって、美咲さんがその場で広げてみせたパジャマっていうのが……まるでヒモみたいなパンツだったから。

「それはパジャマじゃねえだろ！」

「美咲はいつもこれだよ？」

「嘘をつけ！」

　見た目ギャルっぽい感じの美咲さん。しかしこれでも中身は結構〝ピュア〟なんだよね。俺が前に彼女の下着を見ちゃった時の反応なんかそんな感じだった。だから、そんなパ、パパパ……ンツとか、絶対穿はかなそう。

　とか思ってるうちに、理央は部屋に転がっていた矛を拾い上げ、美咲さんに向かって構えていた。無論その矛は俺がさっき天井を突いたやつだけど。

「にぃ、この女をこのままにしておくと鷺宮家の空気が下品になるにゃん。今すぐ追い出すにゃん」

「おう、そうだな」

　珍めずらしく意見が合ったな。

　とりあえず家の中で俺を脅おびやかす存在が二人から一人に減るのはありがたい。普段は理央だけでも大変なんだから。

　俺も理央みたく手に持つものを探すが、周囲にめぼしいものが見つからなかったので素す手でで構えを取る。

「ちょっ、鷺さぎ宮みやくんまで……な、なんのつもり!?」

「「お帰り下さいませ」」

　俺達が声を揃そろえてそう言うと、美咲さんはたじろいで僅かに後退。その際に脚あしがもつれてベッドの上に転がった。

　これはチャンス！　とばかりに理央は薄うす掛がけ布ぶ団とんごと彼女を簀す巻まきにする。

「えっ、な、なにこれ!?　ちょっ、ちょっと！　ぐるぐるするー!!」

　俺はその間、ベランダへと続く窓を全開にして準備。

　簀巻きが出来上がったところで二人して外まで運び、迫せり出している一階の屋根部分に転がす。

　ゴロゴロゴロゴロゴロ……

「ぎゃっ!?」

　下の方で悲鳴が聞こえたので多分生きてるだろう。

　これでひとまずの平和が戻ってきた………………のか？

　俺の隣で「これで二人きりね」みたいに目をキラキラさせ始めた理央に不安を感じながらも、結局美咲さんと旅行に行くことは決まってしまったんだよなあ……と、ちょっと先の未来の事にも不安を感じ始めていた。







＃02【料理スキルが超ちよう次じ元げんすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　翌日の晩、【ゼクスヴェルトオンライン】にログインした俺は王都【フィルムス】の中央広場に来ていた。

　様々な露ろ店てんが軒のきを連ねるこの場所は、武器や防具、アイテムなどが木箱の上に並べられ、簡素な店先にもかかわらず多くの人で賑にぎわっている。

　これらの店の主人はみんな一いつ般ぱんプレイヤーで、自分で作ったアイテムを販はん売ばいしていたり、狩かりで得たドロップ品なんかを売ってたりする。

　中央広場はパーティを組む際の待ち合わせに使われたりするから、自然とそこに人が集まるようになり、それに合わせてプレイヤーの露店も増えていって今のこの状態になったという感じだ。

　そんなわけで俺がとあるアクセサリー店の前を通りかかった時だった。

　そこの店主であるちょっと厳いかつい感じの男が声をかけてきた。

「ちょっとそこの可愛いお嬢じようちゃん。見てってちょうだいよ。いい物揃えてるからさー」

　無論、今の俺は【リエル】の姿。

　そして、たとえ自分がネカマであっても可愛いと言われて嫌な気はしない。

　思わず足を止めてしまっていた。

「これなんかどうだい？　お嬢ちゃんのＣＨＲ魅力値がぐんとアップするよ」

　彼かれが手にしていたのはピアスや指輪などの貴金属類。店先の方にはペンダントや帽ぼう子しなんかも置いてあった。

　どうやら彼は彫ちよう金きんと工芸のスキルを専門に上げているっぽい。こう言っては失礼だが、見た目に似合わないものに手を出したんだなあと思ってしまった。

　それはさておき、店頭をざっと見た限りでは、それほど能力値の高いアイテムは見当たらない。どちらかっていうとビジュアル重視の品しな揃ぞろえだ。

　アクセサリー系は今装備しているブローチとケープ付き帽が、ステータスの底上げにベストな組み合わせだから、わざわざ弱くなるような物に買かい換かえるメリットは無いなあ。

　まあ街中で、お洒しや落れとしてお遊び的に身につけるなら問題ないと思うけど、そこまで手を出すお金の余よ裕ゆうも無い。なのでここは丁てい重ちように断りを入れる。

「すみません、今は間に合ってますので……。また今度機会があったら……」

「ええええぇーっ、もったいない！　もったいないよー！」

「ふぇ!?」

　突然店主の男が大きな声を張り上げたのでちょっとビックリした。

「だってよお、お嬢ちゃんみたいなのは可愛い物を身に付けてこそ、更さらにその可愛さが引き立つってもんだよ。ああそうだ、お嬢ちゃんにはあれが似合うかもしれない。結構素材集めから苦労して作った品なんで、それに相応ふさわしい人に身に付けて欲ほしかったんだが、とうとうその主あるじが現れたようだ。今出すから待ってな」

　そう言って彼はステータス画面をごそごそいじりはじめた。

　なんだかおかしな事になってきたぞ……。

「ほいきた、これだ」

　店主が出してきたのは長いウサ耳の生えたバニーさんカチューシャだった。

「さ、さすがにこれはちょっと……恥ずかしいというか……勇気がいるというか……聖職者クレリツクの装備とも合わなそうだし……」

「何を言ってんだ！　ぜってぇー似合うって！　ちょっとでいいから装備してみなよー。いやもうお代とかいいからさー。というか、お願いだから装備してみて下さい！　ウサ耳の生えたお嬢ちゃんが見たいんです！　正直言うとアバターの見た目が俺好みなんです！　アイテムの売り上げとかどうでもいいんです！　一目見た時から、ウサちゃんの耳が生えたお嬢ちゃんを見ながら、ハァハァしてえなあーと思っただけなんす!!　実はバニーさんの装備もあってですね、できればこっちも着ていただきたく……」

　ただの変態だったー!!

「個人的な趣しゆ味みには付き合えません！」

「そこをなんとかぁーっ」

　店主は男泣きしながら俺おれのローブにすがりついてくる。

「わあっ!?　裾すそを掴つかむなって！」

「おなっしゃぁーっす！」

「ちょっ、無理だって！　は、離はなしてぇぇぇぇぇっ！」

　俺が悲鳴を上げてコンマ数秒の出来事だった。

　何か丸いものが飛んできて店主の顔面にぶち当たったのだ。

「ほぎゃ!!」

　と、踏ふまれた猫のような声を上げて尻しり餅もちをついた店主。その店主の横で、飛んできた丸いものが細い目を開け、俺のことを見上げていた。

　これはこれは……お久しぶりです……【すあま】さん。

　俺の心の声を読んだように、毛玉みたいなモンスター、すあまは「ふきゅっ」と答えた。

　でも、こいつがここにいるってことは……使し役えき者である彼かの女じよも近くにいるはず。

「私のリエルに気安く触ふれるな、馬ば鹿か者もの！」

　ほらね。

　白い美び脚きやくでつかつか歩きながら、長い黒くろ髪かみを揺らして近付いてくる少女がいた。

　我わがギルドのリーダーである【雫しずく】だ。

　彼女は眉まゆを吊つり上あげ、店主をにらみ付けている。

　店主の方はというとその威い圧あつに負けておろおろとするばかりだ。

　ちなみにここは街の中なので攻こう撃げき判定は無い。なので先さき程ほどのすあまアタックで店主のＨＰが減っている様子もなかった。

「サ、サ、サーセンでしたーっ」

　思わず謝あやまってしまう店主。そんな彼に向かって雫は、

「分かればいい。だが、今度リエルに手を出したら容よう赦しやはしないぞ？　いいな？　まあそれは取とり敢あえず置いといてだ。先程のウサ耳を一つ貰もらおうか。いくらだ？」

「何さり気なく買おうとしてんのっ！」

　俺は突っ込まずにはいられなかった。そんなん買って何するつもりなんだよ。

「へい、２５０００Ｇグランになりやす」

「あんたも売る気満々だね！」

　俺が突っ込んだ傍そばで、雫は顎あごに手を当て真剣に悩なやんでいる。

「意外に高いな……」

「結構手て間ま暇ひまかかってやすからね」

　悩むほどの事では無いと思う。だって、そんなにお金持ってないだろうし。

　それに店主の方も、俺にはタダでくれるって言ったくせに……雫からは金取るんだな。

　おい、足あし下もと見られてるぞ。

「無理して買う必要ないでしょ？　それに何に使うつもり？」

「何って、リエルに装備するに決まってるだろ」

「はあ!?」

「きっと似合うぞ」

　ニヤッと笑う雫。その背後で店主もニヤッと顔を綻ほころばせていた。

「ちなみにこれはリエルのギルドハウス内専用装備とする」

　雫の追加発言に、さっきまでの店主の喜びようはどこへやら、涙なみだを流して項うな垂だれていた。

　その後すぐに彼が「それなら売らんぞー」って言い出して、雫と大おお揉もめ。

「急に売らないとは、どういうことだ？」

「お嬢ちゃんが装備した姿を見られんのなら、売る意味がないじゃろがーっ」

　あーあ、ぶっちゃけちゃったよ……。

「いいから売れ」

「売らん」

　そんな応おう酬しゆうが繰くり返されていた。

　なにこれ……。

　そうしてる間に、騒さわぎを聞きつけた人が周りに集まりだしたので、俺はなんとか雫をなだめて店先から引き剥はがしたのだった。

「こんな人通りの多い所で騒ぎを起こさないでよー」

「なら人通りの少ない所で騒ぎを起こせば問題ないな。では、あの店主をそこの路地裏に」

「そういうこと言ってんじゃなくて！」

「ではどういう事を言ってるんだ？」

「むむ……」

　相変わらず面めん倒どう臭くさい人だなあ、もう。

　そこで雫は腰に手を当て、胸を張り、すぅーっと息を吸い込んだ。

「私はただ、バニーさん姿のリエルが見たいだけなのだっ」

「ちょっ、声大きいって！」

　また周囲の人の注目を集めてしまっていた。

　恥ずかしいからやめてー！

『リエル＋バニーさん＝食べちゃいたい♡』

「文字ならいいってわけじゃないからねっ！」

　雫は、そんな文字が書かれた手持ち看板を公衆の面前で堂々と掲かかげていた。

　身長よりも高いこの看板は、前にギルド勧かん誘ゆうの時にも使っていたアイテムだな。自由に文字を書かき換えられるのがこのアイテムの特とく徴ちようなんだが……て今はそんな事を説明してる場合じゃなかった。

「はい降ろして降ろして！　みんな見てるでしょ」

「私自身の正直な気持ちを書いたまでだが？」

「個人的な感情を書かれても困るんですが！」

　こんなんだからいつまで経たってもフレンドが増えないんだよ。

　何事かと足を止めて注目していた周囲の人達も、今や冷ややかな視線を送ってきている。

　ああ、早くここから立ち去りたい！

　そんなふうにそわそわしていると、

「バニーさんなら持ってますよー」

　なんていう声が人ひと集だかりの中から上がった。

「あっ、すみませーん。ちょっと通りますよー」

　そう言いながら群衆を掻かき分わけてくる少女。

　その人は、うちのギルドのほんわか暗殺者アサシン、【ましゅー】だった。

「お二人共こちらにいたんですねー。エリアチャット並の大きな声が聞こえたので驚おどろいちゃいましたー」

　メイド服姿の彼女は俺達の前までやってくると、見ているこっちがほっこりしてしまいそうになるほどの柔にゆう和わな笑みを向けてくる。

　ってか、どこまで届いたんだよ、さっきの声。

　ましゅーが合流して会話が始まると、周囲で足を止めていた人も興味を失ったようで、各おの々おのの目的地に向かって歩き出していた。

　それを見計らってなのか、どうなのか、雫はましゅーに向かって尋たずねる。

「そんな事よりも先程、聞き捨てならない言葉を聞いたのだが？」

「聞き捨て？　はあ、何でしょう？」

　首を傾かしげるましゅー。

　あんた何しに出てきたんだ！

　雫も同じ事を思ったようで、ちょっとイラつきながらも続ける。

「バニーさんの事だ。さっき持っていると言っただろ」

「ああ、コレの事ですかー」

　やっと自分の言った事を思い出だしたようで、彼女は手に持っていたアイテムを俺達に見せてきた――――のだが……。

　その手の上に載のっていたものは、見た目１ｋｇほどの赤い生肉の塊かたまりで……。

　正直言って……

　グロかった！

「「ぎゃああああああああああああああああ」」

　雫と俺は思わず悲鳴を上げてしまった。

　突然そんなもん見せられれば誰だれだってそうなる。でもましゅーは不思議そうな顔で俺達を見てる。

「あれれ、どうしましたー？」

「どうしましたーじゃなくて！　それ何!?」

「何って、食材アイテムの【砂ウサギの肉】ですよ？」

　なるほど……食材アイテムか。

　あれ？　そう言われてみるとグロくない気もしてきた??

　砂ウサギってーと、【シティス砂さ漠ばく】でよく見かけるモンスターだな。そんなには強くなかったはず。恐おそらくそいつからドロップするアイテムだ。

　このゼクスには料理スキルというものが存在するから、自おのずとそういった食材アイテムも存在する。食材が採取できる対象は、モンスターの他にフィールド上の植物とか、川や海にいる魚なんかもそうだ。食材の種類は無数にあるらしいから料理スキルだけを極きわめているプレイヤーもいるらしい。

「で、まさか……そのバニーさんというのは、もしかして……」

「はい、コレですが？」

「そりゃまーそうだけどもーっ！」

　最早、どうやって突っ込んでいいのか分からない。

　雫に至っては、まだ体を硬こう直ちよくさせて青ざめたままだった。

「にしても、何でそんなの持ってるわけ？」

「その辺に何かギルド勧誘の良いアイデアが転がっていないかなーなんて思いながらぶらぶらしてたんですよー。そうしたらこの〝可愛かわいらしいお肉〟が目に入りましてー、思わず買っちゃいました♪」

　衝しよう動どう買がいしてしまったのはいいとして、〝可愛らしいお肉〟という感覚がよー分からん。

　だけどましゅーのその発言で、俺がこの中央広場でうろうろしていたのはギルド勧誘の為だったことを今さらながらに思い出す。

　ログイン早々、雫がギルメンに向かって、

「今日は中央広場に赴おもむき、ギルド勧誘の為のアイデアを絞しぼり出す」

　とか言い出したんだった。

　多くの人や物が行き交う中で過ごせば、何か良いアイデアが生まれてくるのでは？　といういつも通りの代かわり映ばえのない案。

　広場に到とう着ちやくすると、メンバーはアイデア探しの為に散り散りになっていったが、俺はみんなほど気合い入れて取り組んでなかったから、そういえば……という感じだった。

「リエルちゃんは何か良いアイデア見つかりましたー？」

「えっ……いや……なにも」

「そうですかー。なかなか大変ですよねー」

　少し憂うれい気味な表情をする、ましゅー。

　そんな顔をされると、本気で取り組んでいない俺が申し訳なくなってくるじゃないか。

「はぁー……誰か向こうからギルドに入りたいっていう人、現れませんかねー」

　ましゅーが溜ため息いきを吐つきながらそう呟つぶやいた時だった。

「はいはいはいはい、ここにいるよ！　入りたい入りたい」

　元気良く、手を挙げながら駆かけ寄よってくるピンクのお団子頭があった。

　あれは間違いなく、そう……まり緒お。

　中の人は言わずもがな、あの美み咲さきさんだ。

　相変わらずレベルはあまり上げていないのか、貧びん乏ぼう装備のまま。

　そんな彼かの女じよは、目の前までやってくると真っ先に俺に笑え顔がおを見せる。しかしその顔はすぐにましゅーに向き直り、厳しい表情へと変わる。鋭するどい視線がましゅーを突つき刺さしているのが傍はた目めからでも良く分かった。

　そのせいでましゅーはちょっと戸惑い気味だ。

「あわわわ……」

　と言いながら涙目になってるし。

「わ、わたし……まり緒ちゃんに、な、何か悪い事でもしましたかー？」

「あれ？　身に覚えがない。まさかねえ？　あんな所であんな事をしでかしておいて、それでしらばっくれるなんて、あり得ないよねー？」

「えっ？　ええ??」

　ましゅーは本当に何の事だか分からないようで、ただ困こん惑わくを深めていた。

「ああそうくる？　じゃあはっきりと言ってあげる。この前、リアルで鷺さぎ宮みやくんと――」

「あーーーーーーーーーーーーーーーーあぁああああぁああ、あ、あ、あ、あー!!」

　俺は焦あせって声をかぶせた。

　多分彼女が言おうとしていたのは、この前のあの事だろう。

　ましゅーとのキス現場を彼女に目もく撃げきされてしまった事。

　あれは不ふ意い討うちみたいなもんだったから、どうにもならなかったんだよ。

【姫ひめ】やリコッタとも同じ様な事になってしまっていたし、今はこの場にいないけれど、どこかで彼女達たちの耳に入りでもしたら話がこじれて厄介な事になりかねない。

　雫だって聞いてるしね。

「どうしたんだ？　急に」

　いつの間にか回復していた雫が怪け訝げんな表情で俺に聞いてくる。

「え、いや、なんでもない！　なんでも！　ははは……」

　俺はすぐにまり緒の傍に駆け寄り、身を屈かがめて小声で彼女に言う。

（そんな事、ここでバラして何になるって言うのー）

（だって、本人を目の前にしたらムカムカしてきちゃったんだもん。あいつ殺す！）

（殺すとか物ぶつ騒そうなこと言わないでーっ！　とにかくその事はまり緒の胸の中にしまっておいて、お願いだから）

（まあリエルがそういうなら。それに言われてみれば、まり緒にとっても得な事は何もないし）

　俺はそこでホッと安あん堵どの息を吐いた。

　まり緒は逆に意い気き揚よう々ようとした感じで、さっきの続きを適当にでっち上げる。

「この前リアルで鷺さぎ宮みやくんと山積みのＢＬ本読よみ耽ふけってたでしょ？　あんた」

　言われたましゅーは目を丸くしていた。

　そういえば買ってきたＢＬ同人誌を俺のバイト先のテーブルにぶちまけて、好みを聞かれた事があったなーと思い出す。

　ってか、見てたのかよ！

「あり得ないよねー、あんな所でそういうものを広げるなんて。ただ、それを言いたかっただけ」
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「は、はあ……すみませんー」

　なんだか良く分からないが思わず謝ってしまう、ましゅー。

　ともかくうまく誤ご魔ま化かすことができたようだ。

　まり緒はそのまま、ましゅーに尋ねる。

「そういえば、まり緒このギルドに入りたいんだけど。さっきそんな人が現れないかなーって言ってたよね？」

「え……ええ、はい確かに……」

「じゃあ早く入れてよ」

　まり緒は以前からうちのギルドに入りたがっていた。でも、前の時もそうだったけど、入隊許可権限を持ってるリーダーの雫が、まり緒に対しては思いっ切り断るから結局入れないんだよね。

　多分今回も雫が「お前はいらん」とか言って追い返すのが目に見えている。

　ほら今も嫌いやそうな顔をしながら、まり緒のことを手招きして呼んで――――ん？

　呼んでる？

　なんで??

　見れば雫はメンバーのリスト画面を自分の前に開いて、設定をちょこちょこいじり始めていた。

　ま、まさか……まり緒をギルドに入れる気なのか？

「えっ、やっとまり緒を入れてくれる気になったの!?　わあ、やった！」

　パァッと顔を明るくしたまり緒は、軽い足取りで雫のもとに歩み寄ってゆく。

　気になった俺もそろーりと近付いて、後ろの方から様子をうかがった。

　ここから名前がいっぱい並んだリスト画面が見える。その画面の前に重なるように、このリストにまり緒を加えるかどうかのＹＥＳ／ＮＯダイアログが表示されていた。

　雫の指先がＹＥＳをタップしようと伸のびる。

「このリストにちゃんとお前を加えたという確かく認にんだ。嘘うそ偽いつわりが無ないか自分の目でしっかりと見ておけ」

「うんうんいいよー。さっさと入れちゃってー」

「本当にいいんだな？」

「もちろん。これでまり緒もリエルと同じギルドの――――……」

　そこで突とつ然ぜん、まり緒の声が途と絶だえた。

　それは雫がダイアログをタップした直後の出来事だった。

　えーと……これはもしや？

　俺は改めて雫が広げているリスト画面の項こう目もくを確認する。

　それはギルド全体の設定を行うメニューで間ま違ちがい無かったが、開いていた項目はギルドメンバーリストでもなんでもなく、

〝迷めい惑わくプレイヤーフィルタリングリスト〟だった！

　こいつはその名の通り、迷惑なプレイヤーの音声を個別に遮しや断だんする為ためのリスト。

　当のまり緒も様子がおかしいことに今いま頃ごろになって気づいたようで、手足をバタバタさせて騒いでいる。

　といっても、なんにも聞こえないけど。

「これは静かでいいな。もっと早くにこうするべきだった」

　雫はぼそりとそう呟いた。

　いつもの事だけど、酷ひどいな！

「さて、うるさいのを片付けたところで、アイデア探たん索さくを再開するとしよう」

　あっさりとまり緒のことを捨て置き、広場をあてもなく歩き出す雫。

　なんとなく俺とましゅーもその後についてゆく。

　もちろん視界の端はしに、何かを伝えようとジェスチャーしながらついてくるまり緒の姿もうかがえたが、何を言ってるのかはさっぱり分からない。

　なんだか気の毒になってきたな……。

　しばらくそのままの状態で歩いていると、燻いぶされたような芳こうばしい香かおりが鼻び腔こうに入り込んできた。

　ＥＳＧに搭とう載さいされた神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスが伝えてくる擬ぎ似じ的てきな香りだが、実にうまく再現できている。

　これは……リアルに近い食べ物で言い表すならば……

〝焼やき鳥〟だな。

　甘あま辛からい醤しよう油ゆダレが炭火に炙あぶられて、小さな気き泡ほうを弾はじかせながらジリジリと焼けるあの匂においに近い。

　その匂いに思わず引き寄せられてしまう俺達。

　そこには一軒の露店があって、店先にたくさんの串くし焼きが並べられていた。

　リアルの焼き鳥よりも一つ一つの肉が大きく、非常にボリューミーな食べ物だ。

　こいつは【シティス風串焼き】だな。

　食べるとＳＴＲ腕力とＶＩＴ体力が一時的に＋５アップする品で、ボス戦前や、迷めい宮きゆう攻こう略りやくなんかには持ってこい。特に前衛系職業ジヨブには重宝される結構メジャーな食品アイテムだ。

　まあ、後衛系の俺はあんまり使ったことは無いんだけどね。

　この串焼きはそれはもう良く売れるらしく、店主は目の前で食材アイテムを合成しては店頭に補ほ充じゆうしている。

　リアルの串焼きと違ちがってその場で焼いてる光景は無く、スキル発動エフェクトだけの味気ない調理シーンが繰り広ひろげられているわけだが、それでもまあ出来上がった物はうまそうではある。

　なんだかちょっと食べたくなってきちゃったなあ。

　そんな事を思っていると、店先に見慣れた二人の姿があることに気づく。

　一人は金きん髪ぱつが美しい盗賊シーフ。

　もう一人は銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの錬金術士アルケミスト。

　言うまでもなく姫とリコッタなわけだけど、彼女達は両手に串焼きを持っていて、一心不乱にそいつにかぶりついていたのだ。

「何これ、以外においひいじゃないング……どうして今まで気づかなかったのかしら……モグモグ」

「ホントにゃり。んぐもぐ……これなら毎日食べてもいいにゃりよ、んふぐもぐ……」

　俺は串焼きに夢中な二人に近付いて声をかける。

「そんなに食べてどうするの？」

「!?」

　過か剰じように反応したのは姫だった。

　彼女は俺が現れたことに驚いて、慌あわてて両手の串焼きを背後に隠かくし、頬ほおを紅潮させた。

「なっ、そ、そんなにって今食べてたこれだけよ！」

　するとその横で串焼きを頬ほお張ばっている途と中ちゆうのリコッタが、

「ウソは良くないにゃん。姫はそれで五本目にゃりよー」

「ちょっ!?　何いい加減なこと言ってんのよ！　あたしがそんな卑いやしい真ま似ねするわけないじゃない」

「でもアイテム画面に食べ終わった後にできる【ただの串くし】っていうアイテムが生成されてるはずにゃん。それが証しよう拠こだにゃん」

「余計なこと言わないでよ、そんなのあたしにしか見えないんだから！　って……あっ」

　墓ぼ穴けつを掘ほってしまった姫はさらに顔を赤くして縮こまってしまった。

　俺はフォローの意味で続ける。

「いや別にたくさん食べてることを責めてるわけじゃなくて。串焼きの効果って二に重じゆう掛がけできないじゃない？　何本食べてもステータスアップの値は変わらないわけだから意味無いんじゃないかと思って……」

　するとリコッタは猫耳をピコピコと震ふるわせて、ニヤリと笑った。

「それがそうでもないにゃりよ。もちろんアイテムとしての効果は何本食べても一いつ緒しよにゃん。ゼクスオープン以来、みんなそうやって食材・食品アイテムをステータス効果を得るものとして〝だけ〟使ってきたにょだけど、最近では神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスによる味覚再現の優ゆう秀しゆうさが見直されて、食品アイテムの効果は度外視で味のみを楽しむっていう流れが一部で起きつつあるのにゃ」

「へーそんな事が流行はやり始めてるんだー。そういえば結構ゼクスの食品っておいしいもんね」

　しかもいくら食べてもリアルでは太らない！　新しいダイエット法としてブレイクしてもいいんじゃない？

　そこへ不ふ機き嫌げんそうな表情をした姫が付け加える。

「もっともらしく言ってるけど、リコッタが言ってる事は、さっきそこで立ち話をしていたプレイヤーの受け売りなんだからね」

「むぅ……それを聞いて真っ先に串焼きを買おうって言い出したのは姫にゃりよ」

「なっ、なによ……なんか悪い？」

　二人が言い合う中、俺は思う。

　これはコミュニケーション不全からくる情弱ってやつだな。

　実際、俺もそんなの知らなかったし。特にこんな閉へい鎖さ的てきなギルドにいたら尚なお更さらだ。

「なるほど、言われてみればこれは中々だな」

　そんな声が背後でしたと思ったら、雫が串焼きを買って食べていた。

「あーっ、いつの間に!?」

「あっ、あっ、雫ちゃんずるいですー。わたしも買いますー」

　ましゅーは慌てて串焼きを買いに走る。

　こうなると俺も当然食べたくなってくる。

　買っちゃおーっと。

　シティス風串焼きは一本４５０Ｇグランと結構値が張るアイテムだ。

　一本にしておこう……。

　俺は串焼きを手に入れると早さつ速そく頬張る。

「おいしい！」

　なんだこれ、こんなにうまかったんだ。というか、あんまり食品アイテムを買った事無かったからなー……。

「ほんとですねー。お肉も柔やわらかくてジューシーですー」

「いやそれも評価すべき点なのだが、このタレも甘あまみが上品で格別だ」

　なんか、ましゅーと雫が串焼きについて語りだしちゃったぞ。姫とリコッタも残りの串焼きを食べ始めている。

　ギルドのみんなで一箇か所しよに固まって黙もく々もくと串焼きを食べる光景。

　ちょっと異様な姿でもある。

　こんな広場の真ん中じゃなく、端の方にあるベンチとかで座すわって食べようよ。

　と言おうとしたが、メンバーの合間をちょろちょろと動き回るまり緒の姿が先に目に入ってきてしまった。

　俺達の興味を惹ひこうとしてるのか、ちょっとウザいくらいのアピールだ。

　これにはさすがの雫もイライラ。たまらず迷惑リストから外したようで、突とつ然ぜん彼かの女じよの声が復活した。

「ちょっと！　まり緒抜ぬきでみんな楽しそうに食べないでくれる？　ねえ、聞いてる？　まあどうせ聞こえてないんだろうけど。あれ？　ってことは何言っても問題無いってこと？　ふふっ、なら言ってやるわ。雫！　この……えーと……ぺちゃぱい！　やーい、やーい」

　程度の低い悪口だった。

「誰がぺちゃぱいだと？」

「うわあぁああっ!?　きっ、聞こえてる!?」

　急に雫との会話が噛かみ合あったもんだから、まり緒は驚いて思わず飛び退いた。

「まったく、ちょろちょろと目め障ざわりでいけない。これならまだ聞こえてた方がましだ」

「そう、そうそうそうだよ！　さっきのあれ！　まるでギルドに入れてくれるみたいな感じに言ってさー、酷いよ」

「私はギルドに入れるとは一言も言ってないが？　それに本当にリストに加えてもいいのかと事前に確認したはずだぞ？」

「それが迷惑リストだなんて思いもしないでしょ！」

「ちゃんと確認しないお前が悪い」

「ぐぬぬ……」

　まり緒は悔くやしそうに唇くちびるを噛んでいる。しかしすぐに気を取り直したようで、メンバーが手にしている串焼きを見ながら、

「みんなで同じもの食べててずるーい。まり緒もリエルと同じの食べるー」

　そう言って彼女は目の前の露店に買いに走る――わけではなく、なぜか自分のアイテム画面を開きだした。

　これにはギルメンも俺も目が点になった。

「えっ、何をするつもり？」

　俺が尋ねると、彼女は不思議そうな顔をして、

「何って、今からシティス風串焼きを作るんだよ？」

「「「「「作る!?」」」」」

　全員が頓とん狂きような声を上げた。

　俺は恐る恐る聞く。

「まり緒って……この串焼き作れるの？」

「あれ？　もしかしてそれ、買ったやつなの？　まり緒はリアルでも料理よくするしー、ゼクスでも料理スキルは結構面おも白しろそうだったんで、ちょこちょこ上げてたんだー。おかげでプレイヤーレベルは全然だけど」

　意外な事実が発覚。

　でもシティス風串焼きって料理スキルの中でも中級レベルからしか合成できないアイテムじゃなかったっけ？　この前ゼクスを始めたばかりのまり緒が、そこまでになるにはかなり大変なはず。ヴァーチャルには興味無いみたいなこと言ってたけど、もしかして結構ハマっちゃってる??

　まり緒はみんなの反応にちょっと得意気になっていた。

「ちなみにこのシティス風串焼きはシティス砂漠に生息する砂ウサギの肉が主原料なんだよ」

「あらら？　それってこれの事ですかー？」

　思い出したようにましゅーが取り出してきたのは、先さき程ほど俺おれと雫に見せたあの肉だった。

「そうそうこれこれ。あ、これちょっといい？」

「え、あ、はい」

　まり緒に言われて、思わずそれを手て渡わたしてしまう。

「このお肉に【プクク豆】と【岩塩】で作った調味料、それから【ギムリ酒】と【黍きび糖】を合わせて、こんなふうに――っと」

　まり緒の手の中で全すべてのアイテムが合わさり、合成中を表す炎ほのおのエフェクトが発生する。

　炎はものの数秒で消え去り、彼女の手元に残ったのはさっき俺達たちが食べていたのとまったく同じ串焼きだった。

　あの生々しい肉につ塊かいがこんなおいしそうなものに!?

　しかもジュウジュウと音を立てていて焼き立てといった感じだ。

「「「「「おおっ!?」」」」」

　これにはみんな素す直なおに驚いたようで、目を見張っていた。

　それでさらに気を良くしたまり緒は、水を得た魚のように生き生きとし始めた。

「この串焼きも結構おいしいと思うけど、まり緒のオススメは【鬼おに羊ひつじのブラウンシチュー】と【大おお鎌がま海老えびとメコナ茸たけのはさみ揚あげ】かな。あ、【ネブラ根菜とクラーケンの煮に込み】とか【牙きば猪いのししとモッソ芋いもの香こう草そう蒸し】も奥おく深ぶかい味がしてクセになるよー」

「なんだか良く分からないけど……どれもこれも、おいしそうだねー。聞いてるだけでヨダレが……じゅるるっ」

　恐らく、この時のリアルの俺は本当にヨダレが垂れていたかもしれない。

「よかったら今度作ってあげるよー。材料を揃そろえなくちゃだから、すぐにっていうわけにはいかないけど」

「えっ、ホントに!?」

「うん、なんならヴァーチャルだけでなく、リアルでもごちそうしちゃうよー」

「あー……それは遠えん慮りよしとこうかな」

「なんでー！」

　この人を家に上げたらろくな事にはならないので。でもいつも勝手に上がり込んでるけどね！　ヴァーチャルだけの付き合いで十分だ。
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　まり緒とそんなやり取りをしていると、視界の端にムッとした様子の雫が映った。

　明らかに苛いら立だっているのが見て取れたが、すぐに企たくらみに満ちた笑えみに変わる。

　なんだか嫌な予感がするなー……。

「今、私はギルド勧誘に関する良いアイデアを思い付いたぞ」

　ほらきた。

「これから皆みなで料理スキルを上げる」

「にゃにゃ!?　にゃんで？」

「えーどうしてそれがギルド勧誘になるんですかー？」

「そうよ、ちゃんと説明しなさいよ！」

　ギルメンからの苦情を受けて、雫は説明を始めた。その道理はこうだ。

「付与エンチヤント効果が高い食品アイテムは多くのプレイヤーに需じゆ要ようがある。しかも最近では味で人気を呼ぶアイテムもあるというし、これを利用しない手はない。料理スキルを上げ、誰も作った事の無い美味な料理を作れば、たちまち評判になって多くのプレイヤーが我々のもとにやってくるだろう」

　えーと…………これはどこから突っ込んだらいいのだろうか？

「あのー……それだと人気料理店にはなれるかもしれないけど、ギルド勧誘とは関係無いよね？」

　俺おれは思った事をそのまま口に出して伝えた。すると雫は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような表情を見せる。

「そんな事はないぞ。美味おいしい料理を作れば、《ねえこれ、どうやって作ったの？　レシピ教えて！》《ああいいよ、じゃあギルドに入ろうか》という流れになるだろ？」

「ないない！」

「そうだな。絶対にって事はないな。でも八割くらいのプレイヤーはそんなふうに――」

「だから、ないって！　しかも何気に割合高いし！　どんな計算で!?」

「まあそういう事だから料理スキルを上げる事にするぞ」

「無視した!?」

　でもそんな理由じゃ他ほかのギルメンが納なつ得とくするわけもないよね。心配しなくてもみんなが止めてくれるだろう。

「ちなみにできた料理の試食はリエルに行ってもらう」

「ちょっ、えっ!?」

　なんで俺が!?

　というふうに困惑していると、他のメンバーが、

「にゃるほど、それならリコッタも料理スキル上げちゃうにゃーん♪」

「わたし料理スキルって、まったく手付かずだったんですが、そういう事ならこの機会においしい料理が作れるよう頑がん張ばりますー」

「ふっふっふっ、ここはリアルでも料理が得意なあたしの出番ね」

　なんて言い出した。

　おい、どうなってんだ！

　止めるどころかノリノリじゃねえか！

　これに雫も追い風かぜを受けたようで、

「ちなみにリエルが一番美味しい！　と評した料理を作った者が勝ちだからな」

「一番ってなに!?　勝ちってなに!?」

　まるで料理対決みたくなってきたぞ……？

　俺の不安など何ど処こ吹ふく風といった具合で、雫がギルメンに告げる。

「ではここで解散。各々で料理スキルの向上に努めるように」

「あれ？　みんなで一緒に上げるんじゃないの？」

　俺はてっきり、これから全員で移動するものだと思っていたから不意を突かれた。

「当たり前だ。我々が今さら既き存そんの合成レシピで料理に挑ちよう戦せんしたところで世間に太た刀ち打うちできるはずもなかろう。となれば、誰もまだ発見していないレシピ、誰も食べたことの無い美味しい料理、それを見つけなければならない。その為にはより多くの食材アイテムを集める事が先決だ。一つに固まっていては効率が悪い。それに食材を集めながら合成も試ためしたりすればスキルも上がるしな。一石二鳥だ」

「は、はぁ……そうだね……」

　もう俺の返答も適当になってきたな……。

「じゃあリコッタは西の森の方へ行ってみるにゃん」

「ではわたしは、海岸沿いを探索してみますー」

「こういうのは意外に街中の方がいいのよ。多くの食材が取引されてるし。あたしはこの界かい隈わいを回ってみるわ」

　リコッタ、ましゅー、姫はそれぞれに目的地を定めたようだ。

「では私は隣となりの町まで足を伸ばしてみるとしよう。では散開」

　最後に雫がそう言うと彼かの女じよ達たちは散って行った。

　ぽつーんと残された俺――と、まり緒。

　なんだこの組み合わせ……。

　彼女と二人っきりというのも何だかアレなんで、俺もどこかに食材探しに行くことにした。

　とは言っても……。

　さて、どこに行こうか……。

　食材アイテムなんて意識して集めたこと無いから、どこで何が採れたとか思い出せない。

　まあ適当でいっか。

　そんなふうに思っていたら、隣にいたまり緒が珍めずらしく真しん剣けんな表情で悩なやんでいた。

「うーん……」

　彼女の料理スキルはギルドのみんなよりずっと上だろうし、多くのレシピも知っている。今さら食材集めで悩むような事は無さそうだけど。

「どうしたの？」

「あのね、雫達の中で……まり緒が一番おいしい料理を作れば……ギルドに入れてくれるかなあ……なんて考えてたの」

「えっ……」

「だって料理スキルが高いと、ギルド勧誘の役に立つんでしょ？」

「ん、んー……」

　俺はそれしか言葉を返せなかった。

　だって彼女にしては意外に健けな気げな考え方だったから。

　でもね、もしそんな事になったら、雫のことだから余計に入れてくれなくなると思うぞ。

　そう思うと途と端たんに彼女が不ふ憫びんに思えてきた。

　しかし当の本人は結構元気で、

「よーし、まり緒、がんばっちゃうぞー！　おー」

　と一人気合いを入れていた。

「で、リエルはこれからどこに行くの？」

「へ？」

「どうせなら一緒についていこうかなあーって」

「なぜに!?」

「雫はああ言ってるけど、食材集めなんて地味で孤こ独どくな作業なんだよ？　そんなの二人でやった方が断然楽しいに決まってるじゃない」

　確かに……森で目を凝こらして木の実を探したり、川でひたすら釣つりに没ぼつ頭とうしたり……酷く地味だ。しかも寝ね落ちの確率高そうだな。

　でも結構料理スキルが高いまり緒は、その地味な作業を一人でやってたことになる。

　ちょっとその光景を想像してしまった。

「で、どこ行くの？」

「えっと……」

　そこで俺は正直に答えてしまった。

　さっき早々に思考を諦あきらめた俺は、取とり敢あえず一番近くで食材探しを始めた姫の所に行ってみようと考えていたのだ。

　そんなのが頭にあったので……つい。

　というわけで俺とまり緒は、姫がいるであろう場所に向かって歩き出した。
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　姫はすぐに見つかった。

　だって彼女が見て回っているのは、この中央広場にある露ろ店てんだから。

　さっきとなんにも変わってねえー。

　で、その姫はとある露店の前で食材アイテムを物色していた。

　大陸を越こえて色んな種族が集まるこの王都には、食材もまた豊富な種類が流通している。

　手っ取り早く物を揃えるには、ここが一番だろう。

　しかし問題が一つ。

　それにはお金がついて回るって事。

　ほとんどの食材はフィールド上で採取したり、モンスターからドロップしたりと原価がタダに近い。料理スキルで調理し、食品アイテムになったところで価値が跳はね上あがる。

　しかし取りに行くのが面倒だとか、大量に欲ほしいという人には少々高くても需要があるし、レアな食材に至っては高額で取引されていたりする。

　そんなわけで、ここで食材を手に入れようとすると、それ相応の資金が必要になってくるわけだが……。

　案の定、姫は店先で悩んでいた。

「あんた買うのか？　買わないのか？」

　その場でどれくらい迷っていたのだろうか、店主にそんな事を言われている。

「うるさいわね、あとちょっとくらい考えさせてよ」

　そのあとちょっとが、いつまでなのか分からないので俺は後ろから声をかけた。

「何に悩んでるの？」

「あ、リエル」

　姫は俺の顔を見て嬉うれしそうにした後、すぐに陰いん鬱うつな表情になる。

「あのね、ここで【コケルの卵】を買おうと思ったんだけど、なんと一個10Ｇグランもするのよ。信じられないでしょ？　卵一つにそんな払はらえないわよ。でもね、これでも平均以下の価格なんだって。他へ行ってもこれより高いらしいわ。もっと信じらんない！」

「いやあ……十分安いと思うけど……」

　10Ｇって言ったら、レベル１のプレイヤーがフィールドに出て初めて遭そう遇ぐうするモンスターを２匹ひきも倒たおせば手に入る額だ。（お釣りも出ちゃうかも）

　それを高いと言われても……ねえ？

　そういや姫ってリアルではかなりの節約家。これは普ふ段だんの貧びん乏ぼう性しようが出たってことか？

「でもさっきは結構値の張る串焼きを五本も買ってたよね？」

「そ、それは……誘ゆう惑わくに勝てなかったというか……むぅ……そ、それとこれは別なの！」

「そんなに言うんなら隣の町にある牧場で〝採取〟すれば、十回に一回くらいは卵が採れると思うけど？　それならタダだし」

「嫌よ、そんなの面めん倒どう臭くさい」

　なんで、そんなところだけお嬢じよう様さまなんだ！

　しかし何か思うところがあったのか、彼女はステータス画面を開いた。

「仕方がないわね。一個だけ買わせてもらうわ」

「「一個とかｗｗｗ」」

　意図せず俺と店主はハモってしまった。

「悪い？」

　キッと睨にらまれた。

「いえ……」

「それで、その卵で何作ろうとしてるの？」

　まり緒が横から尋たずねた。

「【ゆで卵】よ。って、あんたいたの？」

「いたよ！　思いっ切り最初からいたよ！　っていうか、今ゆで卵ってスキルレベル低すぎない？」

「うっさい」

　姫はムッとしつつも、恥はずかしそうでもある。

「しょうがないでしょ……料理スキルなんて全然上げてなかったんだから。まずはコレである程度までレベル上げないと普ふ通つうの料理すら作れないんだから仕方ないじゃない」

　姫は購こう入にゆうした卵を早さつ速そく、手に持って準備をしている。

　まり緒の言う通り、ゆで卵は料理スキルの中でも初期中の初期に作る料理。スキルを上げるっていう人はまずこれから、という定番だ。

「でも意外だね。リアルでは料理得意そうな姫がゼクスではスキル上げてないなんて」

　俺は素直に思ったことを言った。

　すると姫は、ほのかに頬を染めながら、

「だ、だって、ゼクスの料理スキルって、リアルと違って……なんだか味気ないっていうか……いやあの、出来上がった料理自体はすごくおいしそうなんだけど、あたしはどちらかというと作る過程が好きっていうか……なんというか……」

「なるほど、そういうことかあ」

「そ、そうよ。だから今はまだ、ゆで卵しか作れないからって馬ば鹿かにしないでよねっ！」

「いや馬鹿にはしてないよ？　それに自分、ゆで卵〝好き〟だし」

「えっ……」

　姫は急に体を硬こう直ちよくさせた。

　え、俺なんかまずいこと言った？

　なんて不安に思っていたら、モジモジと体をくねらせ始め……

「ちょっ〝好き〟だなんて、そんなストレートに言われても困るじゃない！　あーでも分かってるけどね！　でも、こんな人通りの多い所でなんて……女の子の姿をしていても、やぱり中身はケダモノね！」

「あのー誰だれも姫のことだとは言ってないんだけど……。卵！　タ・マ・ゴね？」

「そうね。卵のように白くて滑なめらかな曲線を描えがく、あたしの太ももにかぶりつきたい！　そう言いたいんでしょ？」

「無む理り矢や理りたとえに卵をからめてるでしょ」

「そんな事はないわ。ひび割れた殻からを少しずつはがしてゆくように、あたしの服もそうやって脱ぬがしてゆくんでしょ？　いいけど」

「思いっ切りからめてるじゃない！」

「殻の下から現れたのは、ぷるんとした白い肌はだ。もちろん食べちゃうのよね？」

「はい、もうごちそうさまでした」

　もう完全にどこかの世界に旅立ってしまった姫。

　これを相手にしていると長いんだよね。なので俺はこの場を立ち去ることにした。

　丁度、姫もさっきの露店の店主に向かって、

「追加であと十個、卵ちょうだーい」

　なんて上じよう機き嫌げんで注文してることだし、この隙すきを利用しない手はない。

　そんなわけで、俺とまり緒は逃にげるように中央広場を後にした。
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　中央広場から離はなれ、そのまま王都を出て、西の森に向かう。

　そこではリコッタが食材探しをしているはずだ。

　森に着いて早々、茂しげみの周囲をうろうろとしている彼女を発見。捜さがす手間が省けた。

　どうやら木の根元に生えているキノコ系の食材を集めているっぽい。

「調子はどう？」

　俺はリコッタのもとに近付くとそう尋ねた。

　彼女は俺に気づくと「にひひ」と顔をほころばせる。

「すごいたくさん採れたにゃりよー、ほら」

　そう言って彼女は自分のアイテム画面を見せてくれた。

　数種類のキノコが各百個くらいずつ溜たまっていて、どんだけーっ！　て思った。

「け、結構な量だね……」

「へへへ、これで今まで誰も食べたことのない、おいしいキノコ料理をたくさん作るにゃりよ。そうしたらギルドメンバーもいっぱい集まるし、リエルもリコッタのことを見直してくれて、《これなら、いいお嫁よめさんになれるね》なんて言ってくれるにゃりー」

「これは断言できる。何があってもそんな事は絶対に言わない」

「ええええええっ!?」

「ええええええって、なんでそんなに驚おどろいてるのかが分からないんだけど！」

　そんなふうにリコッタが一人驚きよう愕がくしていると、まり緒が平然とした態度で、

「キノコ系の料理って確かにおいしいものが多いけど、アイテム効果としては微び妙みようなのばかりだし、そのレシピはもうほとんど出尽つくしたって言われてるけど？」

　なんて言い出だした。

　さすが料理スキルを重点的に上げているだけあって詳くわしいなあ。

　だがリコッタはそれに対して首を傾かしげた。

「そんな事は無いにゃりよ？　さっき色々と組み合わせを試していたら、見たこともないアイテムが合成できたにゃん。これは恐おそらく、まだ市場にも出回って無い品にゃり」

「ホントに!?」

　それが新種の食品アイテムだったら、効果はさておき話題性は十分だ。

　しかし、まり緒はまだ疑っているようだった。

「そんなはずない。だってまり緒はキノコ系のレシピ、コンプリートしてるもん。どうせその新種とか言ってるのも、このレシピの中にあるやつだよきっと」

　言われたリコッタの眉まゆがぴくりと動く。

「にゃら、今ここで作ってみせるにゃり。にゅふふふ、見て驚くにゃりよー？」

　自信満々で準備を始めた彼女。

　それに少なからず期待している自分がいた。

「まずはこの【リロコ茸】と【イナブア茸】が各２個ずつ。それと【万ばん物ぶつ溶よう解かい液えき】と【邪じや悪あくな霊れい魂こん】を各１個」

「「え……？」」

　俺とまり緒は一緒に口を開けたまま固まった。

　だってなんか……最後に食材らしからぬアイテム名を聞いた気がするから。

　それってもしかして錬金術で使うアイテムじゃないか？

　なんか残念な香りが漂ただよってきたぞ……。

　しかし当のリコッタは俺達がぽかーんとしている事に気づく様子も無く、合成を始めていた。

「これを全部合わせて……」

　案の定、アイテムを合成する彼女の手元は、料理スキルのエフェクトではなく、錬金術士アルケミストの職業ジヨブスキルを表す銀色の光が瞬またたいていた。

　その光が弾ける。

「ほい、できたにゃん」

　満足げな笑え顔がおで出来上がったアイテムを差し出してくるリコッタ。

　その手の上にあったものは毒々しい色をした〝団子〟だった。

　調べるまでもないが……俺はその団子に指先を向け、アイテムの詳細画面プロパテイを呼び出す。




［アイテム名］【死を呼ぶ毒団子】

［種　　　別］罠トラツプアイテム

［効　　　果］フィールド上の任意の場所に設置。プレイヤーレベルと同等、またはそれ以下のモンスター（動物系）を誘おびき寄よせる効果がある。モンスターに対して戦せん闘とう中に使用すると一定時間の痺しびれ効果有り。尚なお、プレイヤーが食した場合も同様の痺れ効果有り。




　紛まごう方かた無し、戦闘アイテムだった！

　そりゃあレシピにも載のってないはずだよね。

「早速、食べてみてにゃん」

　リコッタはニコニコしながらそいつを俺の顔に近付けてくる。

「いや、これ食品アイテムじゃないし！　思いっ切り〝毒〟って書いてあるし！」

「えーそんなはず無いにゃりよー」

「いやいや良く見てよ！　そもそも料理スキルと違うし！　というか普通やる前に気づくでしょ」

「気づいてたにゃりよ」

「え」

　なんか聞こえたけど？

「あ、いや……別にこれをリエルに食べさせて、痺れてる隙にあんな事やそんな事や色々と悪戯いたずらしようとか、決してそういう事を考えてたわけじゃないにゃりよ？」

「言い訳どころか、むしろ墓ぼ穴けつ掘ほってるよね？」

「そんな事はいいから早くこれを食べるにゃん」

　リコッタはそう言いながら、両手いっぱいに団子を取り出して勧すすめてくる。

　既すでに大量生産済みだった！

「そこまで分かってて、食べる人の気が知れないんだけど！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとビリリとするにゃけだから。その後はめくるめく快楽の世界が広がってるにゃりー」

「そんな世界行きたくない！」

　俺は逃げだそうと身を退いた。すると、リコッタはそれを追って足を踏ふみ出す。

　しかしその行動が不運を呼んだ。

「待つにゃっ……ってべふっ！」

　俺を追おうとした彼女は、その場で蹴け躓つまずいて、顔面から、

　びったーん！

　と転んでしまったのだ。

　それだけならまだ良かった。最悪だったのは、転んだ際に持っていた大量の団子が足あし下もとに散らばってしまった事だ。

「……あ」

　これにより、森のあちこちから無数のモンスター達たちが湧わき出でてきてリコッタに襲おそいかかったのだ。

「に、にゃわぁぁぁーっ!?」

　あまりの大群に彼女は跳ね起おきて、ものすごい勢いで逃げ出した。

　察するにこのアイテム、効率良くレベルを上げる為ために使用するものっぽいが、一度にあれだけ撒まいてしまったら、もうそれどころではない。逃げるのが妥だ当とうな判断だ。

　目の前をモンスターの群れが通り過ぎてゆく。

　まるでマラソン大会のスタート時みたいな集団を見送ると、いつの間にかリコッタの姿は地平の果てに消えていた。
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　誰もいなくなった森の前でぼけーっとしていても仕方がないので、俺とまり緒はそのままその森を抜ぬけ、海岸へと向かう。

　そこにはましゅーがいるはずだからだ。

　歩くこと数分、眼前に真っ青な水平線が現れる。

　王都から一番近い海、【ルペス海岸】だ。

　海沿いの都であるフィルムスにも港があるが、あそこはあまり魚の種類が獲とれない。なのでこの辺を根城にしている釣り師し達は、だいたいルペスまで赴おもむくことが多い。

　ご近所距きよ離りだしね。

　ゴツゴツした岩場が連なるこの場所は豊富な種類の魚が釣れることで有名だ。基本的な食材を集めるには適していると思う。

　岩場の上から海面に糸を垂れているプレイヤーもいれば、ボートで沖おきに出ている者も見受けられる。

　さて、ましゅーはどこかな……？

　ざっと周囲を見み渡わたす。

　が、しかし、彼女の姿は見当たらない。

「おかしいなー……。メンバーリストのエリア表示だと、ここにいるはずなんだけどなー」

　すると横にいたまり緒が、

「べつに見つからないなら無理に捜す必要も無いんじゃない？　そんな事より、ここで食材集めをしようよ、二人で。王都を出てから結局まだなんにもやってないし、魚って種類が豊富だから、まり緒もまだ知らないレシピがいくつかあるんだよねー」

　と言ってきた。

「でも、顔ぐらいは会わせておこうかなーなんて……一応ギルメンだし」

「っていっても、見当たらないんだからしょうがないじゃない？」

「ま、まあ、そうなんだけど……」

「じゃあ決まりね」

　そんな感じで俺とまり緒は、岩場の上に仲良く並んで釣りをする事になった。

　俺はグラスロッド、彼女はバンブーロッドを取り出し、それぞれに糸いとを垂れる。

　だが当たりはなかなかやってこない。餌えさが悪いんだろうか？

　ただ静かな時が流れる。

　暇ひまだ。

　だからだったのか、ふとなんとなくだが俺は隣のまり緒に目を向けてみた。

　ピンクのお団子頭とヘソ出しの装備。それはいつもの彼女の姿なのだが、垂れた糸の一点を見み詰つめているその表情は非常に整っていて、可愛かわいらしさの中に艶えん然ぜんさが混在していた。

　アバターだけど、醸かもし出されている雰囲気はリアルの美咲さんとそっくりなのだ。

　すると彼女は俺の視線に気づいたようで、こっちに顔を向けてきた。

「どうしたの？」

「えっ、いっ、いやなんでも！」

　適当に誤ご魔ま化かして、手元の感覚と釣り糸に集中する。

　そんな時だった。

　釣り糸を垂れていた海面に大きな影かげが映ったのだ。

「あ、あれって、もしかして……魚ぎよ影えい？」

「そうだよ、あれ結構大きいよ!?」

　二人の間で期待が高まる。

「食い付かないかなあ」

「これだけ近いんだから、どっちかにかかるんじゃない？」

　しかし魚影は俺達の期待を裏切り、海面から顔を――

　出した!?

「ぷはー」

「「っ!?」」

　聞き覚えのある気の抜けた声が海上で上がる。

　呆ぼう然ぜんとする俺とまり緒。

　水中から現れたのは、見慣れたほんわか笑顔。

　魚かと思ったそれは……そう、釣り竿ざおを持って水中に浮うかぶ、ましゅーだった。

「ふぃー……ん？　あ、あれれ？　リエルちゃん……と、まり緒ちゃん!?」

　俺達に気づいたましゅーは目を丸くしていた。

　いやね、目を丸くするのはこっちの方だから！

「ふぃー……じゃなくて！　そんな所で何やってんの!?」

「え？　これですか？　ご覧の通り釣りですよ」

　彼女はにこやかに説明した。

「全然そうは見えないんだけど！」

「そうですかー？」

「そうですよ！　川かわ釣づりならまだしも、そんな深い海は岸からか、船の上からかって相場は決まってるの！」

「うーん、でもそれだと難しくないですか？」

「何が？」

「張り切って食材を集めようとしたんですが、わたしってば料理スキルの前に釣りスキルが低い事に気づいたんですよぉー。待ち時間とかにちょくちょくやってた割りには、あんまり上がってなかったみたいですー。だからなかなか思うように釣れなくてー」

「それで海に入ったと？」

「ええ、海の中ならばお魚さんの姿が直接見えるので釣りやすいと思いましてー。でも、結果は変わりませんでしたー。残念ですー」

　何やってんだこの人は……。というか、いつもの事か。
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　この前、リコッタと海水浴をしてたように、ゼクスでは海にプレイヤーが入ることができる。

　でも、だからって、海に入ったまま釣りとかどうなの？　しかもメイド服のままだし。そんな事が可能なゼクスの仕様に俺も驚きだよ、まったく。

「とりあえずそこから上がりなよ。みんな見てるし」

　釣り人びと達たちはましゅーの奇き行こうを何事かとうかがっている。

　恥ずかしいなあ、もう。

　思いっ切り仲間だと思われてるだろうなあ。実際仲間だけど。

　やっと海から上がったましゅー。びしょ濡ぬれだったメイド服は水中から出ると同時に一いつ瞬しゆんで乾かわく。ヴァーチャルって便利だね。

「ああー、やっぱり陸は落ち着きますねえー」

「なんで旅行から家に帰ってきた人の定番みたいな言い回しになってんの」

「そういえば、お魚さん一匹だけ獲れたんですよ。ほらー」

　そう言って彼女は、サンマに良く似た細長い魚を手の中に現出させる。

　相変わらずのマイペースっぷりである。

　というかあれで一匹でも釣れてるところがすごい。

　彼女はそんなピチピチしている魚を俺に差し出しながら言う。

「はい、リエルちゃん、新しん鮮せんなうちにどうぞー」

「どうぞーって、このまま食べろと!?」

「そうですよー、あんまり時間が経たつと【腐くさった魚】ってうアイテムになっちゃいますからー」

「いやそうなんだけども、調理しないと料理スキル上がらないでしょ？　それに獣じゆう人じん族のリコッタとかはそのまま生でいけるけど、自分達人間族は魚や肉系に限って食材アイテムのままじゃ食べられない仕様になってるから、どのみち無理なんだよ？」

「ええええええっ!?」

　ましゅーは必要以上に驚いたあと、その場にひざを突ついてガックリと項うな垂だれた。

「そ、そんなー……」

「え……なんでそんなに落ち込んでるの？　普通に調理すればいいじゃない」

「それじゃダメなんですー。ありのままの姿で食べて頂くことに意味があるんです。新鮮でピチピチしたお魚さんを」

「どうして？」

「それは……その……うふふ、あれですよー。その流れで、ありのままの姿でピチピチしたわたしも一いつ緒しよに食べて頂くということですー」

「どんな流れ!?　というか無理矢理感がハンパ無いんですけど！」

「特にこのお口の辺りを〝はむはむ〟って食べて欲しいんですー。この前のリアルの時みたいに」

　そう言ってましゅーは自身の柔やわらかそうな唇くちびるを指差しながら近付いてくる。

「無理っ！　そもそも〝はむはむ〟なんてしてないよね？　ねえ？」

「そんなふうに言うってことは……食べてくれないんですね？」

　彼女の顔は不安でいっぱいになる。

「ここまでの展開でまだ食べると思われてる事がビックリだよ！」

「そうですか、そうですね。わたしも自分で言ってて無理がある話だなあって思ってたんですけどね」

「自覚あったんだ……」

「でも……この唇に残るリアルでの感覚。あれをヴァーチャルでもいいから、もう一度体験したいと思っただけなんですー。だけど……それが叶かなわないというのなら……わたし、わたし……もう…………

　死ぬしかっ！」

「えっ、ちょ!?」

　いつものキター！　と心の中で思ってしまった俺。

「そんなこと言われたら、ここは死ぬしかありません。止めないで下さい！　止めたら死にます！」

「どのみち死ぬんじゃない!?」

　ましゅーは海に突き出た岩場の突とつ端たんに立ち、今にも飛び込もうという体勢。

　そんな彼女にまり緒は冷めた視線を送っていた。

「ねえリエル、こんな子ほっといて他の場所に行こうよー。どうせここヴァーチャルなんだし、本当に死ぬわけじゃないし」

　そりゃそうだ。ゼクス内で自殺しようとしたら毒薬系のアイテムを飲むとか、強いモンスターに向かって行ってわざとやられるとか色々あるけれど、それでリアルがどうこうなるわけじゃないのは言うまでもない。

　しかし、ましゅーは……。

「そんなことないですー。死にますー、わたし死にますからー。見てて下さいー。行きますよー？　はいっ」

　どぽーん

「あ……」

　ましゅーは岩場から海に向かって飛び込んだ。

　大きな水みず飛沫しぶきが上がって彼女の体が海の底に沈しずんでゆく。

　でも、それだけ。

　ＨＰが減るわけでも、苦しそうにしているわけでもなく、ただそこでブクブクと泡あわを立てているだけ。

　これは……さっき海の中で釣りをしていた状態に戻もどっただけだな。

「ねえ行こうよー。あんなのかまってられないでしょ？」

　まり緒は俺おれの腕うでを引っ張りながら言う。

　まあその通りなんだが……でもだからといってこのまま放って置くのも……。

　俺が答えないのを了りよう承しようと悟さとったのか、腕を引っ張る力が増す。

「さあさあ、こっちこっち」

「まだちょっと、あっ」

「この先の町に料理スキル初心者に丁度良い食材アイテムが手に入る場所があるんだよ。姫がやってた卵より、そっちの方がスキル上げにはずっと効率がいいから、リエルにお勧めだよ。まり緒も手伝うから一緒にやろ」

　そんなふうに言われながら無理矢理引きずられ、俺の体はどんどん海岸から離れていった。
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　俺とまり緒は王都フィルムスの隣となり町まち【コルリス】を目指し歩いていた。

　残してきたましゅーの事がちょっと気になるけど、もうだいぶ遠くまで来ちゃったし、今さら戻るのにも問題がある。

　まり緒をここにソロで置いて行くにはちょっと気が引けるからだ。

　だって見た感じ、だいぶレベルが低そうなんだもの。

　この辺までのフィールドは、彼女のレベルでも大だい丈じよう夫ぶなのかな？

　ましゅーの方は自分で死なない限り安全な場所だから、どちらかというと今、心配すべきはまり緒の方になる。

　まあ出てきてしまったものは仕方がない。ここで止まっているよりは、すぐ間近の町に入ったほうが安全だ。それにコルリスにはすでに雫がいるはずだし、彼女の様子も見ておきたいしね。

　そんなわけで先へ進むことに決めた。




　道中、これといってモンスターに襲おそわれる事も無く、俺達たちはコルリスの町に到とう着ちやくした。

　丘きゆう陵りようの上にあるこの町は緑豊かで、素す晴ばらしい景色が眼下に広がる場所だ。

　まだ俺が一桁けた台のレベルだった頃ころ、よくこの町を拠きよ点てんにしてモンスターと戦った事がある。ちょっと懐なつかしい雰囲気がするのは多分そのせいだ。

　町の入口に立ち、久しぶりに町中を見て回りたい気分になったそんな時、横にいたまり緒が、

「スキル上げする前に、町をぶらぶらしてみたいなー」

　なんて言ってきた。

　同じ事を思っていた俺はすぐに賛同しようとしたのだが……

　なんか彼かの女じよの目が爛らん々らんと輝かがやいてるのに気づいて、出かけた言葉を呑のみ込んだ。

「なんかー今のこの雰囲気って、二人で旅行にやってきたーみたいな感じがするよね？　今度リアルで行く旅行の予行演習的な」

「しないしない！　それに旅行に予行演習とかいらないからね！」

「そんな事ないよぉー」

　まり緒は口を尖とがらせる。

「たとえばー、ロマンチックな場所とかシチュエーションとか事前に予習しておかないと、いざという時にどこでチュウしたらいいか分からないじゃない？」

「いざという時とか無いから！　それはいらない心配だから！」

「なんでー？　必要だよぉ。だって二人が結ばれる場所ってやっぱりお月様が見える所とかが綺き麗れいでいいじゃない？　そんな場所ってどこかなーって。あ、でもそれって外になるのかー……。外でするなんて、もうリエルったら大だい胆たんなんだからっ！」

「なんにも言ってないんだけど!?」

「それにリエルの趣しゆ味み嗜し好こうはちゃんと調べ上げてあるから、完かん璧ぺきだよ」

「はい？　調べた……って？」

「コミカで買った同人誌が机の下のダンボール箱にびっちり入ってるでしょ？　あと本ほん棚だなの裏側と、クローゼットの右奥おくの方にもあるよね？　全部アニメとかゲームの二次創作だったけど、表紙にあるキャラクターの共通点は白のニーソックスだよね」

「ちょっ!?　なぜそれを!?」

　俺がシロニーソスキーだってことがバレたーっ!!

　なんだこの特務捜そう査さ官かん並の調査能力！　って、彼女なら普通にあり得るから困る。

「旅行当日は白ニーソを履はいて行くから、すりすりしたり、脱がしたりして遊んでいいからね」

「どうぞお構いなく」

「なんでよー！」

「なんでも！」

「彼かれ氏しなのにー」

「違ちがうって言ってるでしょが！」

　女の子キャラが二人、そんな会話をしながら戯たわむれていると周囲からはさぞおかしな光景に見えることだろう。

　そして俺は今いま頃ごろになって旅行をＯＫしてしまった事を激しく後こう悔かいし始めていた。

　どんよりと気分が落ち込んでくる。

　そんな時、不意に背後から声がかかった。

「お前達、こんな所でなんの話をしているのだ？」

「「わあっ!?」」

　俺とまり緒は驚いて飛とび退のく。

　声をかけてきたプレイヤー。それは雫だった。

　彼女は必要以上に驚いている俺達を不ふ審しんな目で見ている。

「何か今、旅行とかそんな言葉が聞こえたような気がするのだが？」

「えっ、なにそれ、そんな事言ってないよ。気のせいじゃないの？」

　まり緒は知らぬ存ぜぬを決め込む。

　それで雫は俺に視線だけを送ってきた。

「うん、まり緒の言うとおりだよ。気のせいだよきっと」

　慌あわてて俺も同調する。

　雫は俺達のことを交こう互ごに見やったあと、一言呟つぶやく。

「怪あやしい」

「ぜっ、全然怪しくなんてないよ。そんな事より、雫の方は何か良い食材アイテムとか見つかったの？」

　俺がそう尋ねると、彼女は一いつ旦たんジト目を止めて両手にアイテムを現出させる。

「【ホレホレ草】と【ギュニルのバター】だ。この二つで作るバターソテーが初級料理スキルでは一番効率良くレベルを上げられる」

「あーこれこれ、まり緒が言ってたのこれのことだよ」

　まり緒は雫の持っているアイテムを指差す。

「二人共それを知ってるなら他ほかのみんなにも教えてあげればいいのに……」

「何を言ってるんだリエルは。料理とは下げ克こく上じようだぞ？」

「いや、意味が分からないから」

「そんな事よりなんでこいつが一緒にいるのだ？」

　雫はまり緒を一瞬だけ睨んだ。

「いちゃ悪い？」

「悪い」

「ぐっ……。いきなりそんな事言われたらなんにもしゃべれないじゃない！　ていうか、まり緒も〝おいしい料理作り企き画かく〟にまぜてよ。みんなの中じゃ、まり緒が一番料理スキル高いわけだからギルド勧かん誘ゆうにも役に立つと思うよ？」

「断る」

「なんでよー！」

　ほらね、やっぱり。雫のことだからそう言うと思ったんだ。

　自分より出来る奴やつはとことん嫌きらうからなー……。

「むぅ……いいもんいいもん。まり緒にはもっと楽しい事が待ってるんだもん」

　まり緒はちょっと涙なみだ目めになりながら、独り言をブツブツと呟く。

　それを雫は聞きき逃のがさなかった。

「やはり何か企たくらんでいるのではないか？」

「はっ!?　な、なに、何の事を言ってるのかさっぱりわからないなー。そ、それより、企みの多さで言ったら雫に勝てる人間なんていないんじゃないの？　はははは……」

　まり緒は乾かわいた笑いで受け答えた。すると雫はムッとして、

「いいから吐はけ。何を隠かくしてるんだ？　さあ」

「だから何も」

「そんなはずはない。お前がそういう態度を取る時は必ず何か良からぬ事を隠している時だ。さあ、さっさと吐いて楽になってしまえばいい」

「本当に何も隠してないよ！　ってか、なにっ？　ちょっ、それ、ああ、やっ、やめ……うぼおええええええええええぇぇ」

「うわ、汚っ！」

「って、あんたが無理矢理口に指突っ込むからでしょ！　本当に吐かせようとしてどうすんのよ！」

　まり緒は口元を拭ぬぐいながらマジでお怒いかりだ。

　まあここはヴァーチャルだから、嘔吐えずきはしてもなんにも出ないんだけどね。それだけが救いだった。

「いいだろう。そちらがそういう出方をしてくるなら、こちらにも考えがある」

「な、なによ……？」

「ふっふっふっ、それは教えられないな」

「ちょ、ちょっと気になるじゃない！」

「じゃあそっちが教えれば、私も教えるが？」

「じゃあ教えない」

「ぐっ……私があえて譲じよう歩ほ案あんを提示したというのに、その答えは無いだろ」

「なんで？　なんでまり緒があんたに譲歩されなきゃならないの？　どうせ出任せでしょ？　〝切り札〟を持っているのはまり緒の方なんだから、そんなの意味無いよね？」

「はっはっはっ、かかったな馬鹿め！　今〝切り札〟とはっきり言ったな。それは自分自身で何か企んでいるのを暴ばく露ろしたということでいいな？」

「なっ……」

　まり緒は一瞬だけハッとした顔をしたが、すぐに開き直り、

「そ、そーだよ、だから何？　それが分かったからって教えないもんねー」

「な……んだと？」

　珍めずらしく雫の方が押おされているようだった。しかもそこからどう切り返していいものか思い付かず、苦く悩のうの表情を見せている。そして苦くるし紛まぎれに――

「ぐっ……ぐぬぬぬぬ…………お、おま……お前なんか……こ、この……このぉ…………ブス!!」

「はあっ!?　なにそれ！　ブスって言った方が、ブスなんですぅー、ぷぅー」

「ふん、そんな道理が通る訳がないだろ。私はブスにブスと正直に言っただけだ」

「ははん、さすがは真性のブス。言うことが違うね」

「誰が真性だと!?　そもそもお前は私の言ったことをそのまま返しているだけだろ？」

「は？　で？　で？」

「む、むきぃーっ!!」

　なんだこの幼よう稚ちな喧けん嘩かは……。

　それに俺、口に出して「むきぃーっ」とか言った人初めてみたよ。

　毎度の事だけど、一度こういう言い合いが始まると収しゆう拾しゆうがつかなくなるんだよなー。

　現に彼かの女じよ達たちはずっとこんな感じで、気づいた時には二時間くらい経過してた。

　みんなの様子を探さぐりながら、ちょっとでも料理スキルが上がったらいいなあーとか思っていたが、結局のところ今日のプレイは町に着いただけで何もしないで終わってしまっていた。







＃03【旅の恥はじは掻かき捨すてでヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　数日が過ぎ、今日は夏休みが終わる二日前。

　美み咲さきさんと予かねてからの約束である一泊ぱく二日の小旅行の当日。

　朝からなんとなーく気が重い俺は、同じように重い足取りで彼女との待ち合わせ場所である駅前に向かう。

　これもまあユーグの正体と厄やつ介かいな体質を治ち療りようする為だ。ちょっとの辛しん抱ぼう。

　そう心に言い聞かせながら約束の場所に到着すると、すでに美咲さんが待っていた。

　手には一泊の荷物とは思えない大きなスーツケース。服装は結構ラフな感じだったが、スカートがいつになく短くて、長い脚あしがさらに長く感じた。もちろんというか、なんというか、その脚には当然のように白いニーソックスがあった。

　巻まき髪がみの合間にある顔立ちは誰だれが見ても可愛いと思えるものだが、だからこそ中身の残念さが非常にもったいなく感じる。

　美咲さんは俺の姿に気づくと、ものすごく嬉うれしそうな顔をして大きく手を振ふってくる。

　彼女の他に彼女の友人達もこの旅行に参加するはずだが、周囲にそれらしき人ひと影かげは見当たらない。まだ来ていないのだろうか？

　彼かれら（彼女ら）に溶とけ込む気はさらさら無いのだけど、ただでさえ場ば違ちがいな感じの俺がその集団と二日間、それなりにやっていかなくてはならないわけで、顔を合わせた時の無難な一言を家で少しばかりシミュレーションしてきたというのに、いきなり肩かた透すかしをくらってしまった。

「おはよ、鷺さぎ宮みやくん♪」

「ああ……おはよう」

「今日という日が待ち遠しかったよー」

「ああ、そうですか。で、他のメンバーはまだ来てないの？」

「うん、そうみたいだね。もう時間だし、ちょっと連れん絡らく取ってみるね」

　美咲さんは友人の誰かに携けい帯たいで連絡を取り始めた。

　予定では俺達を含ふくめて男女８人の大所帯になるはずなんだけど……まだ誰も来てないとか、みんな結構時間にルーズなんだな。

「あ、サッチー？　うん、うん、ええっ!?　そ、そうなんだ。じゃあ、こっちも出るね。うん、わかったー、うん、じゃあまたー」
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　美咲さんはそれで通話を終えた。話していた相手は、どうやら俺のクラスのサッチーみたいだ。

　クラスメイトだけど本名は知らん。だって接点が無いっていうか……俺が覚える気がないのか？

　とにかくそのサッチーってのは美咲さんが学校でよく連つるんでいるグループのリーダー格っぽい人。彼女は美咲さんの事を〝みさみさ〟とか呼んでたなあと思い出だす。

　そのサッチーと何を話してたんだろ？

「なんだって？」

「えっとね、なんか手て違ちがいで、みんな一本前の電車で先に行っちゃったんだって。だから美咲達たちもすぐに後を追って出発しないと」

　なんと、それは予想外。

　それって待ち合わせ時間、間ま違ちがえちゃったって事なのかなあ。

　何はともあれ、俺達はすぐに出発せねばならなかった。

　荷物を持ってホームに立つ。

　ほどなくしてやってきたのは普ふ段だんあまり乗らないようなボックスタイプの座席が並ぶ急行列車だった。

　それだけで、なんだか旅って感じがする。

　目的地へと向かうその電車に乗り込むや否いなや、美咲さんは当たり前のように俺の隣となりに座すわろうとしたので断りを入れ、なんとか向かい側に座ってもらった。これも女性耐性不全ＦＥＤ症候群Ｓ対策だ。

　電車が走り出すと彼女は、

「なんか遅おくれちゃったけど、結構ラッキーだったかも。だってこれって恋こい人びと同士の二人旅って感じだし。そう思わない？」

　などと言い出した。

「思わない。それより膝ひざが当たりそうなんだけど」

　狭せまいボックス席なんだから膝同士が触ふれ合あう危険性がある。しかし彼女はわざわざ真正面に座ってくるから厄介だ。

「もーう、またそんな事言ってーひーどーいー。でもまあいいわ。それより鷺さぎ宮みやくん、飴あめ食べる？」

「いらない」

「じゃあ兵ひよう糧ろう丸がん食べる？」

「ひょ……ってなんでそんなものが!?」

「これ結構便利なんだよ？　鷺宮くんのことを張ってる時とかに手軽に栄養分が取れるし、小腹も膨ふくれるしで美咲のお気に入り」

「忍にん者じやか！　あんた忍者か！」

「じゃあじゃあ豚とん足そく食べる？」

「なんで!!　なんで豚足!?　それどこから出てくるの!?」

「このぷるるんとした所が、トロトロでおいしいんだよ？」

「べつに味とか聞いてないから！」

「そう……残念ね」

　そう言いながら彼女は、どこから取り出したのか分からない兵糧丸と豚足をモリモリ食べ始めた。

　そんな彼女を見ながら思う。

　なんか怪しいんだよね。

　出された条件に釣つられてやってきてしまったけど、この旅行って実は美咲さんがでっち上げた嘘うそなんじゃないのかって思い始めてる。

　さっきの電話口のサッチーだって美咲さんの演技で会話しているように見せかけているだけで、蓋ふたを開けてみれば二人きりの旅行でしたーなんてオチだったり……。

　彼女ならやりかねないなー……。

　俺はふと流れる車窓の景色に目を向ける。

　すると遥はるか遠くに暗あん澹たんたる空が広がっているのが見えた。

　それは幸さい先さき不安な旅の始まりの光景だった。
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　電車に揺ゆられること二時間、バスで一時間。

　俺達は山間の温泉地へと辿たどり着ついていた。

　ここは多くのホテルや旅館が建ち並ぶ温泉街として結構有名な場所だが、俺達が到着した場所は、温泉街からかなり離はなれた山やま奥おくにポツンと一軒けんだけ佇たたずむ老舗しにせ旅館【鍵かぎの里】だった。

　そんな場所だからといって鄙ひなびた感じは全然無く、むしろ老舗の風格が漂ただよっていたし、宿の規模もかなり大きめのものだった。

　なかなかな所を予約したもんだ。

　俺と美咲さんは先行していたサッチー達たちと合流すべく宿の中へ。

　入ってすぐに美咲さんは、

「じゃあ美咲はチェックインの手続きしてくるね。鷺さぎ宮みやくんはこれお願い」

「えっ？　は??」

　彼女から手て渡わたされたのは彼女の携帯。

「な、何これ？」

「サッチー達に着いたよーって教えてあげて」

「なっ!?　なんで俺が!?」

　と訴うつたえた時には美咲さんはすでにフロントに向かっていた。

　しかも携帯の画面には《サッチー》の文字が……。

　すでに発信中だった。

　ちょっ、どうすんだよこれ!!

　そう思ってもどうしようもない。出るしかないので仕方なく携帯に耳を当てる。

《もっしー？》

　なんだか粘ねばっこく耳に張り付くような声が聞こえてくる。

「あ……あの……」

《は？　誰??》

「え……と、鷺宮です、ハイ」

　なんで敬語になってんだ俺。というか、この人とは話しにくいんだよねえ……。

《ぶっ…………ぶっはははははははははははははっ！　も、もしかしてキモ鷺さぎ？》

「キモい言うな」

《うわ、マジでキモ鷺だ。本当に来てるし》

「来ちゃ悪いか」

《ぷっ……ぷははっは……いや、べつに悪くないけどぉー》

　何がそんなにおかしいんだか。

《でぇ、なに用？》

「いや、旅館に着いたからさ」

《えっ、あ、そうなの？》

「そうなのって……なんか他にないのか」

《他にっていうかぁー、あーし達、今そこにいないんだよねぇー》

「はあ??　どういう事だ？」

《ほらぁ今晩温泉街のとこの湖で花火大会があるでしょー？　あーし達、待ちきれなくてさー場所取りも兼かねてもう始めちゃってるわけぇ》

「始めてるって何を？」

《バーベキューに決まってるじゃん》

　バーベキューだと？　そんなリア充じゆうイベントなんかやってるのか！　そんな所に俺なんかが行ったら浮きまくりじゃね？　居場所が無くてそわそわしてしまいそうだ。

《そこの旅館ってすんごい山奥でしょー？　一度チェックインしたらまた下まで降りるの面めん倒どうだしぃ。だから荷物置いたらこっちくればー？》

「じゃあ、そう美咲……じゃなくて工く藤どうさんにも伝えとく」

《おっけー》

　それで俺達たちの間の通話は切れた。

　ちょっとしかしゃべってないのに、なんだかどっと疲つかれたなあ……。

　それにしても着いた早々待ちきれなくて遊びに出ちゃうとか、ずいぶんとせっかちな人達で……。

　それはさておき、サッチーとの会話で美咲さんにあった疑念が一気に晴れた。俺がだまされている訳じゃなく、旅行自体ちゃんと計画されてあったものだと分かったから。

　すると丁度そこに手続きを終えた美咲さんが戻ってきた。

　俺は疑ってしまった事を内心で反省しつつ、サッチーとの通話内容を彼女に伝えた。

　それでまあ当然のように、荷物を部屋に置いてからサッチー達の所に向かうという事になったわけで。

　とりあえず仲居さんに今晩泊とまる部屋まで案内される俺達。

　しかし部屋の中に通されたところで、俺は事態が飲み込めずにぽかーんとしてしまった。

「ええっと……これはどういう……」

　そこはオーソドックスなタイプの和室だったのだが、問題はその部屋が二人部屋だった事だ。しかも美咲さんと俺の部屋だという。

　俺はてっきり修学旅行みたいな男女別の大部屋を勝手に想像していたもんだから、これには戸と惑まどった。

「どうって、今晩、美咲と鷺さぎ宮みやくんが結ばれる愛の巣だよ」

「ずいぶんハッキリと言い切ったな！　てか、二人部屋とか聞いてないよ！」

「何言ってるの？　今回の旅行はみんな彼かれ氏し同どう伴はんなんだから、それぞれカップルごとの部屋で予約してあるに決まってるじゃない」

「フォォォォォォォォォォッ」

　なんてこった！　リア充達の間ではこれが普ふ通つうなのか？　こんな事にも気づかなかったなんて……俺の考えが浅はかだった。

　これも俺が非リア充だからか！

「もーう、そんな大きな叫さけび声ごえ上げてー。夜に備えて気合い入れてるなんて……美咲、嬉しいけどちょっと恥はずかしい♡」

「勘かん違ちがいも甚はなはだしい!!」

　このまま美咲さんと今晩ここに泊まるなんて危険すぎるぅぅぅ。

　だが俺の不安をよそに美咲さんは部屋の奥へと進み、荷物を置いてカーテンを閉める。

　そしておもむろに押し入いれから布ふ団とんを〝一組だけ〟出して敷しき始める。

「ちょっと早いけど、もう寝ねましょ♪」

「ちょっとどころじゃねえ！　まだ昼だ！　というかそういう問題でもねえ！」

「だってー、鷺宮くんがどうしても夜まで我が慢まんできないって言うからー」

「妄もう想そう癖へきもそこまでくると逆に感心しちゃうよ。さて、俺はフロントに行って別の部屋を用意してもらうことにするよ」

「なっ!?　そんな、まっ、待ってよ！」

　部屋を出かけた俺を美咲さんは必死の形相で止める。

「この旅館、結構部屋代高いよ？　そんなにお金持ってないでしょ？」

「ま、この場合は仕方がないさ。貯ためてあるバイト代を切きり崩くずす事にするよ」

「えっ、ちょっ!?　でも、今日は満室で他に部屋なんて空いてないよ」

「なら他の宿をあたってみるまで」

「他って……麓ふもとの温泉街まではかなりの距きよ離りがあるよ？　ここに来るときに一時間もバスに乗ったでしょ？」

「それは今からそこに向かうわけだし、丁度良いじゃん」

「むむむ……」

　彼女は何が何でも俺を引き止めたいようだが、その口車の乗るわけにはいかない。

　でも、実際どうしようか……。

　そんなふうに悩なやんでいると、不意に廊ろう下かの方から声をかけられた。

「あれ？　そこにいるのはもしかして、慧けい兄にいじゃないかい？」

　聞き覚えのある高く通った声。

　その方を見ると、背の高いボーイッシュな感じの女の子が驚おどろいた表情で立っていた。

「な、鳴なる美み!?」

「ああ、やっぱり慧兄だ！　どうしたんだい？　こんな所で」

　彼女は嬉しそうに俺に駆かけ寄よってくる。

　この子の名前は鍵かぎ主ぬし鳴美。

　女の子だけど、元ましゅーの夫とかいう複雑な過去を持っている。ちょっと前まで事情があって男っぽい格好をしてたんだけど、今ではスカートなんか穿はいて普通の女の子に戻っている。

　でも口調だけはそんなにすぐには戻らないみたいだな。

　んで、そんな鳴美がなんでこんな場所に??　彼女も旅行とか？

「俺は普通に旅行だけど……。鳴美こそ、なんでここに？」

「僕ぼく？　僕はちょっと視察にね」

「視察??」

「うん、この旅館って鍵主の持ち物なんだよね。だから経営状じよう況きようとかたまにこうして視察しにくるってわけ」

「へ、へえー………………ええっ!!」

　なんか庶しよ民みんとは次元が違いすぎて思考が直結せず、リアクションが遅れた。

　そういえば、この旅館の名前って〝鍵〟の里だったなーと思い出す。

「それで、何かいざこざかい？」

「え？」

　どうやら鳴美は、俺の服の裾すそをさっきから引っ張っている美咲さんに気付いたようだ。

　たまにチラチラとガンを飛ばしている。

　ここは駄だ目めもとで聞いてみるのもいいかもしれない。そう思った俺は、

「えっと、他に泊まれる部屋を探していてね」

「はあ、なるほどね」

　美咲さんに視線をやっていた鳴美は、すぐに状況を察したようだ。

「部屋なら僕が用意させるよ」

「マジで!?　満室じゃなかったの？」

「満室？　いや今日はまだ少し空きがあったと思うけど？」

　美咲さんの様子をうかがうと彼女は焦あせった顔を見せたあと、すぐに目を逸そらしてしまった。

　やっぱり嘘か。

「じゃあ案内するよ。ついてきて」

「え、もう？」

　さすがはオーナー、行き当たりばったりでも全然大丈夫なんだな。そんなわけで俺は歩き出した鳴美の後について行く。

「ちょっと待ってよ！　鷺さぎ宮みやくんは美咲と」

　美咲さんは慌てて部屋を飛び出してくる。それを振り返かえり見た鳴美は、穏おだやかに言う。

「お客様、館内ではお静かに」

　バタン

「ぎゃぶっ!?」

　ドアがいきなり閉まって、美咲さんが変な悲鳴を上げた。

　どうやら飛び出してきた美咲さんのおでこにタイミング良くドアが当たったようで、今も部屋の中で悶もだえ苦しんでいるような音が聞こえる。

　なんか俺には、鳴美が後ろ足でドアを勢い良く閉めたように見えたんだけど……気のせいか？

「さあさあ慧兄はこっちだよ」

「あ、ああ……」

　俺は鳴美に案内されて進む。

「ここからは僕と慧兄の不ふ可か侵しん領域だからね。あの女は邪じや魔まなんだ」

「今なんか聞こえたんだけど？」

「ああ、気のせい気のせい」

　なんだこれ？　もしかしてさっきと状況が何も変わってない??

　一体どこに連れ込まれてしまうのか戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、突とつ然ぜん目の前に初老の男が現れた。

　白しら髪が交じりの髪かみとひょろっとした体型。その身はパリッとしたスーツで固めている。

　この人は確か……鳴美の執しつ事じ、永なが満みつさんだ。

　彼はどうやら怒おこっているようで、ふさふさした眉まゆが逆ハの字になっている。

「坊ぼつちゃま、捜しましたよ！」

「ギクゥゥゥゥゥゥゥッ!?」

　永満さんの声に反応して鳴美は体を硬こう直ちよくさせた。しかも擬ぎ音おんを口に出してしまうほどの動どう揺ようっぷり。

「な、なーんだ、永満じゃないか。坊ちゃまは止めてくれと前にも言っただろう？　そ、それとお勤めご苦労、今日はもう帰っていいよ。あとは僕がやっておくからさ」

「何を寝ね惚ぼけた事を仰おつしやってるんですか！　この後も鍵主所有の施し設せつを十二件ほど、ご視察する予定が入っております事をお忘れですか！　ああっ、こうしている間にお時間が迫せまっております。チャーター機の延長料金も馬ば鹿かにならないんですから、さあ参りますよ！」

「いっ、嫌いやだーっ！　僕はここで慧兄とお泊まりするんだもんっ！」

「またそんな、聞き分けの無い事を仰らずに！　さあ行きますよ」

「わっ、やめっ、ちょっ、ストップ！　ストップぷりぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃず!!」

　懇こん願がんする鳴美の襟えり首くびを永満さんは有う無むも言わさずがっちりと掴つかみ、そのまま彼女を引きずってゆく。

　二人の姿が廊下の角に消えていっても尚なお、しばらくは遠くの方から、

「ぷりぃぃぃぃぃぃず……」

　という声が微かすかに聞こえていた。

　なんだったんだ…………。

　俺おれはちょっとの間、茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　一いつ瞬しゆん自分が何をしようとしていたのか忘れてしまった。

　するとそこに、俺の背中をポンと叩たたく手。

　なんだ？　と思って振り向むくと、おでこを赤く染めた美咲さんが、

「にひひ♪」

　と笑いながらそこに立っていた。

　結局さっきの状態に巻き戻もどっただけじゃねえか！

　まあいいさ、自分で行って部屋確保してくるし。

　俺の足はそのまま旅館のフロントに向かう――――

　はずだった。

　なのになぜ、いまだにここに止とどまっているかというと、行きかけた俺に向かって美咲さんが、

「鷺さぎ宮みやくんは美咲と約束してここに来てるんだから、それをちゃんと守らないとユーグの正体の事とか、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの治ち療りよう法ほうとか教えてあげないよ？」

　とか言い出したからだ。

「う……」

　俺は息が詰つまったように何も言えなくなってしまった。

　百歩譲ゆずってユーグの正体はまだいいとして、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの治療法は確実に手に入れたい。それだけは。

「美咲と同じ部屋に泊まってくれないと、どっちも教えて上げないんだから」

　駄だ目め押おしのようにそう言われ、俺は首を縦に振るしかなかった。

　まあいいさ、たとえ同室でも夜通し起きていれば大きな事件が起こる事も無いだろう。

　納なつ得とくの意志を示した俺は、彼女と共に部屋に戻る。

　だがそこで、俺おれ達たちはとんでもない光景に遭そう遇ぐうした。

　部屋に入ると、和室に置いてあった美咲さんのスーツケースが独りでにカタカタと震ふるえだしたのだ。それはまるでポルターガイストさながら。

　これには美咲さんも狼狽うろたえずにはいられなかった。

「な、なにあれ!?　もしかしてこの部屋で過去に誰か亡なくなった事があって、その幽ゆう霊れいの仕し業わざとか!?」

「そ、そんな幽霊とかあるわけない」

　俺も口ではそう言うものの、じゃあなんの仕業だと聞かれると幽霊ぐらいしか思い付かない。

　いや、まさか……ねえ？

　部屋の中を見み渡わたしてもスーツケース以外に変化は見られないし、これはアレの中身に問題があるのだろう。そうとしか考えられない。

「美咲さん何持ってきたの!?　なんか思い当たる節はない？」

「ない、ないよ！　中には着き替がえとかしか入ってないもん！」

　そんなやり取りをしてすぐに、スーツケースの震えがピタリと止まった。

　ちょっとだけ気持ちが弛ゆるんだその直後だった。

　突とつ如じよケースのロックが外れて、まるで二枚貝のようにパカッと開いたのだ。同時に中からゴロリと滑すべり落おちる大きな塊かたまり。

　畳たたみ敷じきの上に結構重い音を立てて転がったそいつは――

　――――人の体だった。

「「ぎゃああああああぁぁあぁぁああぁぁぁぁあああぁ死体ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」」

　俺と美咲さんは悲鳴を上げながら腰こしを抜ぬかした。

　ストーカー行こう為いが行き過ぎて、いつかはしでかすんじゃないかと思っていたが、とうとう殺やってしまったのか!?　美咲さん！

　って、それなら本人もこんなふうに驚かないか……。

　俺は一旦深呼吸し、恐おそる恐るスーツケースから出てきたものに目をやる。

　畳の上にうつ伏ぶせで転がっている体は小さい。小学校高学年くらいの大きさだ。そしてその体は白い衣服で覆おおわれていた。頭に被かぶっているフードからはウサギのような長い耳が生えて……ってあれ？　なんかこんなのにすごく見覚えがあるのは気のせいだろうか。

「もしかして……し……ずく？」

　俺がその名を口にすると、死体と思われていた体がムクッと起き上がる。

『呼ばれて飛び出て、こにゃにゃちわ』

　訳の分からない言葉をホワイトボードに書いて立ち上がった彼かの女じよ。

　その代かわり映ばえの無いゴロチュウパジャマパーカーの中にある繊せん弱じやくな体と無表情は、紛れもなく雫しずくだった。

「おまっ……どうしてここに？」

『旅行に行くと聞いて』

「どうして知ってんだ!?　というか、なんでスーツケースの中に入ってんだよ！」

『ちょっときつかった』

「いや、ちょっとどころじゃないだろ。って、そんな事を聞いてるんじゃなくて」

　大きめのスーツケースな上、中身は雫以外入っておらず、スペースは十分にあったが、それでもよくあんな中に入れたと思うよ。その特技を生かせば、そういう奇き術じゆつショーかなんかに出演できるんじゃないかなあ。

「あああああああ、何これえぇぇ!?　美咲の荷物はー!?」

　美咲さんは雫が出てきたスーツケースの中身を確かく認にんして嘆なげいていた。だって一いつ生しよう懸けん命めい重い荷物をここまで持ってきたのに、中には着替えはおろか何一つ私物が入ってなかったのだから。
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『邪魔なので全部抜いてきた』

「ちょっとぉー!?　勝手なことしないでよ！　どうすんのよ、美咲、明日もこの服着るの??」

『パンツも使い回し』

「いやあぁぁぁぁぁっ!!」

　美咲さんは両手で耳を塞ふさいでうずくまってしまった。

「ぐすん……いいもん、美咲、鷺さぎ宮みやくんのパンツ借りるから」

「貸すか!!」

　あふぅ……。

　ちょっとだけ穿はいてる姿を想像しちゃったじゃないか！　いかん、いかん！

　俺は妄もう想そうを振り払はらうように、雫に疑問をぶつけた。

「いつの間に入り込んだんだよ」

『美咲が我わが家やにスーツケースを持ってきたので』

　そこで美咲さんは溜ため息いきを吐いて後こう悔かいの念を露あらわにしていた。

「不覚だったー！　美咲の家で旅行の準備とかしてると、絶対お父さんが口うるさく詮せん索さくしてくる気がしてね。だから雫が喫きつ茶さロープレに入り浸びたってるうちに、彼女の部屋で準備を済ませちゃおうって思ったの。でもそれが、そもそもいけなかったのね。昨日家に帰ってこなかった時におかしいと思ったんだよー。きっと美咲がお風ふ呂ろ借りてる隙すきに入り込んだんでしょ？」

『当たり』

「でもなんで美咲達が旅行に行く事まで知ってんのよ」

『ゼクスでの怪あやしい発言＋荷物の中に旅行代理店の旅券が二枚＝確信』

「ぐっ……」

　それだけヒントがあれば分かるか……。

　そういえばこの前から気になってた事がある。

　雫と美咲さんってリアルでは親しい間あいだ柄がらなんじゃないかって。

　今回だって、まるで気心知れた友達のように勝手に家に上がり込んでるし、以前にも似たような現場に出くわした事がある。（代理で買ってきてあげたブラの試着を手伝ってたり）

　まあスーパーストーカーの美咲さんなら、どこの家でも簡単に忍しのび込めそうではあるが、雫の場合はなんかそれとは違ちがうように感じる。

　それはさておき、心配な事が一つある。

　至近のコミカくらいで気分が悪くなってた雫が、こんな遠方まで出てきて大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？　という件だ。

「で、あんたどうするつもりなの？　帰れって言ってもあんたじゃ一人でここから帰れないでしょ？　ああ、一いつ緒しよに泊まるなんて言わないでよね。これは美咲と鷺さぎ宮みやくんの旅行なんだから邪魔しないでくれる？」

『泊まるつもり』

「…………美咲が今言ったこと聞いてた？　あんたの分の部屋とか無いんだからね」

『なんとかする』

「ああもう、むかつく！　そうやって強がって見せるけど、ビクビクしてるのがいつもバレバレなんだよねー。なんとなく勢いでやってしまう勇気はある癖くせに、やってしまった後の事は全然考えてないんだから……ほんっと始末が悪い。いいよ、いいわよ、美咲がやるわよ。ちょっとフロントに行ってあんたの分の部屋を用意してもらってくるから、そこでおとなしく閉とじ籠こもってなさい！　いい？」

　そう言って美咲さんは部屋を出て行ってしまった。彼女が言ってた事をそのまま受け止めるなら、雫の部屋を確保しに行ったっぽい。

　雫に対して酷ひどい事をしたり、されたり、なんだかんだと文句を言うけれど、結構優やさしいところもあるんだよね。

　なんなんだろう……この二人の関係って。

『できれば慧けい太たと私が同室、美咲が別室で』

「お前……人の好意を無にする天才だな」

　そんな感じで大して雫と会話する間もなく、美咲さんが戻ってきた。

　彼女は部屋の鍵を雫に手渡す。

「はいこれ、雫の。同じフロアのすぐそこの部屋だから、そこでおとなしくしてなさいよね。私達はサッチー達と合流しなくちゃだから、あんたとはここでお別れ。じゃあね」

　私はあんたとは違うのよ、みたいな顔を雫に向けた美咲さんは、出かける準備を始める。

　しかしそこで雫の手が動いた。

『↓』

　掲かかげられたホワイトボード。そこには部屋の窓辺の方を示すように矢印が書かれていた。

「なに？　そっちに何かあるのか？」

　雫が頷うなずくので俺は窓辺に向かった。

　窓の外には山の緑が広がっていた。

　ただ、さっきまで晴はれ渡わたっていた空は、今では一面灰色に染まっており、ぽつり、ぽつりと――

「もしかして……雨？」

　後ろから続いてきた美咲さんが窓の外を見ながら呟つぶやいた。

　そう雨だった。

　しかもこうしている間にどんどん雨あま脚あしが強くなってきている。

　こりゃ最近よくあるゲリラ豪ごう雨うってやつだな。まあすぐに止やむだろうけど……。

『この様子では花火大会は中止』

「確かに止んだとしてもこの様子じゃ無理そうだな。てか、なんで花火がある事知ってんの？」

　俺がそう言うと、雫は座ざ卓たくの上にあるチラシを差し出してきた。

　なるほど、近きん隣りんで行われるイベントだもんな。こうして各客室にチラシが置いてあってもおかしくはない。

「でもサッチー達の所には行かないと」

　そう言った美咲さんに、雫は小こ馬ば鹿かにしたような視線を向ける。

『放って置いても向こうから帰ってくる』

「ああ、そういやそうだな。花火もバーベキューも出来ないんじゃ戻ってくるしかないもんな」

　俺が雫に同調すると、美咲さんは頬ほおを膨らませてむくれていた。

　さて、外に出かけないとなると急にやる事が無くなって暇ひまになってしまった。

　俺達三人は何をするわけでも無く、座ざ椅い子すに座ってただお茶をすするのみ。

　ゼクスとオタ趣しゆ味み以外に遊びを知らない俺にとって、この何も無い空間は非常に手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。

　それは雫も同じみたいで、さっきから旅館のパンフをじっくりと読み込んでいるだけだし、じゃあ美咲さんなら何かリア充的な過ごし方を知っているのでは？　そう思ったのだが……彼女も俺達と同様で、食べ終わった茶ちや菓が子しの袋ふくろで折り紙をしている始末だった。

　ダメだこりゃ。

　そういえば雫は自分の部屋があるのに、なんでまだここにいるんだ？

　そんな事、どうでもいいか……。

　なんかもう、まったりとしてきてしまって何か考えるのも億おつ劫くうだ。

　頭の後ろに手をやり、天てん井じようを見ながらぼーっとしていた俺は、特に意味も無く身を起こした。その際に雫が見ているパンフを何気なく横からのぞき見た。

　そこには館内見取り図があって、端はしの方までずーっと目で辿ってゆくと、かなり広いスペースが現れる。

　そこに書いてある文字は〝露ろ天てん風ぶ呂ろ〟だった。

「へー〝露天風呂〟なんかあるんだ」

　温泉地でしかも温泉旅館なのだから、それくらいあっても不思議ではない。

　問題なのは俺が何気なくその四文字を口に出してしまった事だ。

　それだけで部屋の空気が変わるのを感じた。

　美咲さんは折り紙を止め、雫は案内図から顔を上げた。

「え……何？　ど、どうしたの……？」

　恐る恐る交こう互ごに二人を見やる。すると美咲さんが、

「入りたいの？」

「いや、特には……」

「またー素す直なおじゃないんだからっ。いいんだよ？　美咲は準備万ばん端たんなんだから」

「何の準備だよ！」

「ちなみにそこの露天風呂は混浴だよ」

「こっ……こんっ!?　な、尚なお更さらダメじゃねえかっ!!」

「何言ってるの？　だからこそじゃない」

「いいか？　俺はぜぇぇぇぇったいに入らないからな！」

「じゃあ雫、美咲達たちはお風呂入ってくるから留守番頼たのむわね」

「おいぃぃぃ！」

　相変わらず都合の悪い事は聞こえないようだ。

　それに対し雫はどうしているのかというと、ゴロチュウフードを目ま深ぶかに被り、視線を外した上で少し頬を赤らめながらボードを立てた。

『露天風呂は大好物です』

「いやそれ明らかに無理してる態度だろ！」

『ＶＩＶＡビバ混浴！』

「わっほーい！　万ばん歳ざい、混浴！　ってなるかっ!!」

『ビーバー昏こん倒とう』

「うわっ、これはどうした事だ!?　めまいがして上う手まく前歯が使えないっ！　早く巣作りしなくちゃなのに！」

『ヒーター焜炉コンロ』

「うちって貧びん乏ぼうでエアコンもストーブも無いから、ヒーターは決まって焜炉なんだよね。こう手をかざすと結構暖かくていいんだけど、ガス代が高くつく罠わなｗ　その金でストーブ買えｗｗｗ」

『ひたむきなコント』

「どんなにスベっても、俺はこのコントしかやらねえ！」

『冷え切った小部屋』

「そうそう、こんなクソ暑い夏にはそんな部屋があったら――

　即そく入りてええええええっ！」

　ピッ

「ん？」

　雫が繰くり出だすいつものボケを相手にしてたら電子音がして、ふと現実に返った。

　見れば彼女の手にはハンディタイプのビデオカメラが……。

　これは……。

　雫はプレビュー用の液えき晶しよう画面をこちらに向け、片手にホワイトボードを掲げる。

『露天風呂に』

　ピッ（▼再生）

《即入りてええええええっ！》

「こらあああああああああああ!!」

　予想通りの展開キター！

　画面には両手を挙げて勇む俺の姿が映っていた。

　というか、その部分だけ切り出すなよ！

　そこへ眉を吊つり上あげた美咲さんが割り込んでくる。

「ちょっと雫！　あんた何やってんの!?　グッジョブじゃない！」

「ほめてるしぃぃっ!?」

「これで鷺さぎ宮みやくんの本心をハッキリと録画できたし、これで気持ち良くお風呂に入れるね」

「んなわけない」

『いざ露天風呂へ』

　雫はゴロチュウのダボダボな袖そでから細い指を出し、どこか遠い所を控ひかえ目めに指し示す。

　文面は意い気き揚よう々ようとしてるけど、伏ふし目がちで態度はなぜか慎つつましやかだ。

「だからさっきから行かないって言ってるだろ……」

　まったく混浴風呂なんて、俺にとっては迷めい惑わくな施設なだけだ。

　一体、どこのどいつが考えたんだよ……。

　考案した人間の事がそこに書いてあるわけじゃないが、俺はなんとなく目の前にあったパンフにもう一度目をやった。

　そうしたら露天風呂を紹しよう介かいする文の下に、小さく注意書きが書かれていることに気が付いた。そこにはこう綴つづられていた。




　※諸しよ般はんの事情により露天風呂での混浴は廃はい止しとなりました。尚、露天風呂施し設せつは〝男女別浴〟として引き続き御ご提てい供きようさせて頂いております。どうぞご利用下さいませ。




　諸般の事情ってのがどんな事情かは分からないが、想像するに……不評だったって事じゃね？　男はどうか分からないけど、女性は敬遠する人も多そうだし。

　でも理由はどうであれ、これで問題は無くなった。

　だったらちょっと行ってみようかな。

　ここまで冷れい房ぼうの効いた公共交通機関を乗のり継ついできたわけだけど、それでもこの真夏の炎えん天てん下か、汗あせをかかない訳がない。着ているシャツはちょっとどころか、かなりべちょべちょだ。できればすぐに洗い流したいのが正直なところ。

　それにここでこうしていても暇だし、温泉地に来て温泉に入らないのももったいないとも思う。

　そんなわけで、

「あー……俺、やっぱ入ってくる」

「えっ!?　やっとその気になってくれたの!?　ちょっと待って、行く、行く、美咲も行くよー！」

　パアァッと表情を明るくした美咲さんは、慌あわてて部屋に用意されていた浴衣ゆかたを掴み取とる。

『いざパラダイスへ』

　そんなボードを持った雫の顔は赤かった。

　俺は一度深く息を吸った後、パンフを二人の前に差し出した。

「お前らなんか勘違いしてるようだけど、ちゃんとここ読んだのか？」

　問題の箇か所しよに指を差すと、彼かの女じよらがのぞき込む。

　文面を理解すること数秒後――

「ええええええええええええぇっ!?」

『オーマイガッ！』

　驚きよう愕がくする二人を見ているとなんだか勝利した気分になってくる。

　何の勝負だ？　って感じだけど。

「というわけだから、一人で行ってくる」

「えー……」

『orz』

　げんなりする彼女達たちを置いて、俺は露天風呂へと向かった。




×　×　×




「う～ん、これはいい……」

　あまりの気持ち良さに独り言を呟いてしまった俺。

　湯に浸つかるなり、体の色々な所が弛んでゆく感じがして思わずそう口にしてしまったのだ。ちょっと恥ずい。

　空を見上げれば灰色で、まだ雨がポツリポツリと降ふっていたが、この露天風呂は迫せり出した庇ひさしのおかげで景色は良いままに雨を浴びることは無い。

　しかも俺以外は誰だれも入っておらず、広い岩いわ風ぶ呂ろを貸し切り状態だ。

　まあこんな昼間から入ろうと思う人はそんなにいないと思うし、ましてや微び妙みように雨なんか降ってたりすれば尚更だ。

　それにしても、久しぶりに落ち着けた気がする。

　騒さわがしい場所からちょっと離はなれたせいか？

　これが俺の良く知るラブコメ的展開なら、なし崩しに混浴になったり、脱だつ衣い所でバッタリ会ってしまうアクシデントとか、そんな事が起きる。

　でもここまで来てしまえば、もうそんな事も起きないだろう。

　せっかくこうして遠くまでやって来たんだ、この機会にゆっくりと温泉に浸かって身も心もたーんと癒いやそうじゃないか。

　そう思って俺は岩風呂の端まで進み、そこにある壁かべに背をもたれかけた。

　壁に背中が触ふれるとひんやりとして気持ちがいい。

　ああ……と思わずまた声を漏もらしそうになった時だった。

「わー広ーい、景色もいいし、いかにも温泉に来ましたーって感じでいいね。ねえ？　雫」

　背中の方でそんな声が上がったのだ。

　このなんだかムズムズする粘ねばっこい声は……間ま違ちがいなくあの人のものだ。

「美咲、実はこういうの初めてなんだよねー。雫はどうなの？　え、ああ、聞くまでもないか」

　俺が背にしている壁の向こうから美咲さんの声が聞こえてくる。雫も一緒にいるようだ。

　どうやらこの壁の向こう側は女湯になっているっぽい。

　どうしてそれが分かるのかっていうと、この壁の足あし下もとに僅わずかな隙すき間まがあって、

「あー、湯加減丁度良いよー」

　っていう美咲さんの声がした後、壁向こうから波は紋もんが流れてきたからだった。

　湯船自体がつながってる!?

　これってもしかして……一つの巨きよ大だいな岩風呂の真ん中に仕切りを置いただけの造りなんじゃないのか!?　なんと安易な！

　そういや俺がもたれていた壁は、良く見ればとても壁と言えるようなものでも無く、竹製の衝つい立たてに近いものだった。

　そりゃあ元々混浴の露天風呂だったものを男女別浴の施設に改装するには、これが一番簡単且かつ低予算で済むけども……いくらなんでもこれは無いんじゃないか!?

　と、そこでお隣となりに変化が……。

「あれ？　何してんの雫。お風呂の中ではタオル巻くのマナー違い反はんなんだからね？　ほら早く取りなさいよ、ほっ、ほら、ぐっ、ちょっと……な、なんで嫌がるのっ!?」

　二人がお湯の中で揉もみ合あう音がここまで聞こえてくる。

　会話内容から判断するに、この状況って雫のタオルを美咲さんが無む理り矢や理りはぎ取ろうとしているわけだろ？

　するってーと、そんな事をしている美咲さんは当然、すっぽんぽ――――

　っうあああああああああああああああああ!?

　不覚にも想像しかけて、慌てて脳内の映像を掻かき消けした。

「もーうっ、肩かたとか背中とか美咲が嫉しつ妬としちゃうくらいこんなに白くてきめ細かいのにぃー。隠かくす必要なんてなくない？　ほら、この辺とかもさー」

「ひ、ひにゃ!?」

　水みず飛沫しぶきが立つ音と共に、雫のロリアニメボイスが僅かに聞こえた気がするぞ？

　なっ、何してるんだ美咲さん!?　どこ触さわってんだ!?

　ぐあああああああああ！

　つーか、ホントまずいっ！

　このままじゃ気が変になりそうだ。

　ここは向こう側に男湯の存在がバレないうちに出るしかない！

　俺が露天風呂に行った事は彼女達は知っているが、まさかこんな貧弱な衝立一枚を隔へだてただけの場所に俺がいるなんて思ってもいないだろう。そこでこちらの事が知れたら美咲さんとか何しでかすか分からないからな。

　俺は彼女達に気取られないように静かに湯の中を移動する。

　だが一歩踏ふみ出した所で気になる会話が耳に入ってきた。

「雫、こんな所にまでボード持ってきたの？　え、なになに？　『あんた、勝手に私のメールボックス見たでしょ』って？　うん見たけど、それが何？」

　俺の中に衝しよう撃げきが走った。

　あまりに身構えていなかったので、一瞬ぼんやりとしてしまった。

　この話の内容って……どう考えても〝あの事〟で間違いないよな？

　恐らくユーグの事。

　メールを盗ぬすみ見たという美咲さん、そしてメールを盗み見られたというユーグ。

　ってことは、この話の流れからしてユーグの正体は…………雫……なのか？

「ああ、だからアレはさー――そうそう、でも別に――」

　何か大事な事を話しているようだが、ここからじゃちょっと聞き取りにくい。

　俺は衝立の前まで寄ってそこに耳を当てる。それで美咲さんの声が幾いく分ぶん聞こえ易やすくなった。

「いいじゃない、べつに減るもんじゃないし。それよりあんたが――したっていう――の方が――にとって――なんだけど」

　くそぉ、やっぱ聞こえねえ！

　しかも一人の人間しか声に出していないもんだから、理解不能さは増す。

　美咲さんの声だけでも。そう思って、もう少しだけ耳を寄せる。

　だがその僅かな欲念が良くなかった。

　俺が耳を当てた衝立がそれほど頑がん丈じようにできてはいなかったのだ。それに俺が最初に思い切り体重をかけて背をもたれた時に、すでに多大なダメージを与あたえてしまっていたのかもしれない。

　衝立は思いの外、あっさりと逝いってしまわれた。

　それはもう、ポキッと。

　なんでこうもっと丈じよう夫ぶに造らないかなあーと旅館側への苦情を考えている場合でもなかった。

　倒たおれた衝立は大きな飛沫しぶきを上げて風呂の中に倒れる。

　幸い向こう側にいた美咲さんと雫には当たらなかったようだが……舞まい上がった飛沫と上り立つ湯気の向こうにうっすらと人ひと影かげが見えてくる。

　確かにそこにいたのは美咲さんと雫だった。

　二人は何が起こったのか理解できず、きょとんとした表情を浮うかべていた。

　やっちまった俺も唖あ然ぜんとするしかなかった。

　飛沫が収まると次し第だいに露わになる状じよう況きよう。

　雫は濡ぬれたタオルが体に張り付き、体形がはっきりと分かる感じだったが、幸い肌はだのほとんどが隠されていたのでまだ良かった。

　問題は美咲さんの方だ。

　濡れた髪が背中を伝い、背筋から腰のラインにかけて水すい滴てきが流れ落ちていた。玉のようになって弾はじけ、肌の上を転がってゆく水滴の行き先は、なだらかなカーブを描えがく丘おか。

　そこで俺はハートを見つけた。

　もっと詳くわしく言うならば、それはハート形の〝痣あざ〟だ。

　あれ？　この痣……なんか見覚えがあるような……？

　どこで見たんだっけ……？

　脳のう裏りを探さぐるが思い出せない。

　なんだかモヤモヤするけど、まあそんな痣が彼女の右臀でん部ぶにあった。

　右臀部に。

　臀部……って、あの臀部の事だよな？　えーと…………。

　俺の体という体から嫌な感じの汗がブワッと溢あふれ出でてくる。

　目の前の美咲さんはようやく俺という存在が目の前にいる事に気が付いたようで、見る見るうちに顔が温度計のように赤くなってゆく。

　口元があわあわと震えだし、目め尻じりに涙なみだが浮かび始め、いよいよ悲鳴の一つでも上げようという時だった。

　彼女の叫さけびを聞く前に、俺の方が、

「オ、オ、オ……」

　限界を迎むかえ、

「オシリィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィス!!」

　なぜか古代エジプト神の名前を叫びつつ、お湯の中に沈しずんでゆくのだった。




×　×　×




　例によって失神してしまった俺。

　うつ伏せにお湯の中に倒れ込んでしまったが為ために呼吸が出来ずマジで死にかけたが、どうにかこうして生きている。

　今、俺がいるのは旅館の中の自分の部屋。

　畳の上に布ふ団とんが敷しかれていて、そこに仰あお向むけで寝ねていた。

　見知らぬ天井を見上げながら、先さき程ほどの出来事を思い出す。

　それは美咲さんと雫の露天風呂での会話。

　内容から推測するに、ユーグの事と関係がありそう。

　でも断だん片ぺん的てきにしか聞けなかったし、確実にそうとは言い切れない。

　メールって言っても色々あるし。

「あ、気が付いた？　気分はどう？」

　横から美咲さんの顔がにゅっと伸のびてきて、俺のことをのぞき込んでくる。

　彼女の顔は風呂のせいなのか、なんなのか、いまだ火ほ照てっているように見える。

「えっ……ああ、もう大だい丈じよう夫ぶかと」

「そう、良かった」

　彼女は本気で心配してくれていたのか、心から安あん堵どしたような表情を見せる。そして、

「ちょっといい？」

　そう言って、いきなり顔を近付けてくる。

「っちょ!?　な、なにを!?」

　拒きよ否ひする間も無く、美咲さんのおでこが俺のおでこに触れる。

　なんなんだよこれは！　俺おれ、失神したついでに溺おぼれただけだからね？　風か邪ぜなわけじゃないし熱とか無いからね？

　とは言っても、垂れ下がってくる美咲さんの髪かみの毛けが俺の頬をくすぐるし、彼女の息いき遣づかいが間近でするし、一緒にいい匂においまでしてくるしで、そんな事を突っ込んでいる場合じゃなかった。

　このままじゃまた気絶してしまう。心配してくれるのはありがたいが、これじゃ逆効果だって！

　とにかく眼前にある美咲さんの顔から視線を下に逸そらす。

　と、そこには旅館の浴衣ゆかた姿すがたが。

　それだけならなんて事はないのだが……問題はここからだと白くて柔やわらかそうな胸むな元もとが絶ぜつ妙みような角度で見えてしまっていたのだ。

「ぐほぉおっ!?」

　エマージェンシー！　緊きん急きゆう退たい避ひ！

　危険を感知した俺は、美咲さんから逃のがれるように布団の上をゴロゴロと転がる。

　そのまま近くの壁にぶつかって止まった。ぐへ。

「うん、大丈夫そうだね♪」

「大丈夫そうだね♪　じゃないだろ！　何すんだよ突とつ然ぜん」

「だってーお湯でのぼせてたら冷まさないといけないしー」

「確かにちょっと熱いかもだけど、俺が女性耐性不全症候群ＦＥＤＳだって美咲さん知ってるでしょ？　さっきのはどう考えても美咲さんのハートが原因で―――」

　言いかけたところで当の美咲さんは頬を染めて恥はずかしそうにしていた。

「って、あああーっ、また思い出しちゃうところだったじゃないか！」

「もうっ、失礼ね。そんな言い方することないんじゃない？　それに思い出しちゃうって言うんならお互たがい様さまじゃない」

　彼女は頬に両手を当て、俺に目を合わせないようにしながらモジモジとしている。

　お互い様？

　え、なにそれ？　どういう意味??

　急に不安になってきて、ふと自分の状態を確認すると、俺も美咲さんと同じ浴衣を着ていた。

　あれ？　こんなの自分で着た覚えないぞ？

「そういや……風呂で倒れた後、誰がここまで運んでくれたんだ？　それに濡れた体を拭ふかなくちゃいけないし、着替えだって……」

　まさか……。

　俺は悪お寒かんを感じながら、恐きよう々きようと美咲さんに目を向ける。すると彼女は今にも破顔しそうなのを堪こらえており、ついには――

「でゅふ♡」

「おいぃ!?」

　なんてこった、俺もう、お婿むこに行けないっ！

　そんな感じで頭を抱かかえて苦く悩のうしていると、不意に部屋の入口側にある襖ふすまが開いた。

　ぴしゃんっ、と勢い良く開け放たれたそこに立っていたのは、ゴロチュウ姿の雫だった。

　彼女は俺と目を合わせるなり、顔を赤くして俯うつむいてしまう。

　ちょっ、おっ!?　雫まで!?

「あのー……雫さん？」

　不安を覚えた俺は、立ち上がって雫に一歩だけ近付く。すると、

『シャバ、ドゥ、ビ、タッチ、ヘンターイ』

「……」

　俺、立ち直れない……かも？

　そこへ美咲さんが渋しぶい顔をして雫を睨にらむ。

「あんたどこ行ってたの？」

『氷をもらいに』

　見れば彼女の手にはボウルに入ったロックアイスがあった。

　俺の為にフロントに行って調達してきてくれたのか？

　ならばと礼を言おうとしたら、

『ついでに館内偵てい察さつ』

　随ずい分ぶんアクティブだな。この前のコミカで少しは耐性が付いたのか？

「偵察？　なにそれ？　美咲が鷺さぎ宮みやくんを看病してる間にずいぶんとお気楽な事してたのね。まあそうしてくれてた方が美咲にとっても都合がいいけど。なんならもう一度行ってきてもいいよ？」

『〝いいもの〟を見つけた』

「「〝いいもの〟って？」」

　俺と美咲さんは思わず、その言葉に反応してしまった。

　性しよう分ぶんが似ているとは思いたくないが……。

『こっち↓』

　雫が部屋の外を指差すので、俺おれ達たちはなんとなくそれに付いていった。




×　×　×




　雫に連れられやってきたのは館内の隅すみの方にあったネット閲えつ覧らんコーナー。

　いわゆる無料でインターネット接続ができますよーっていう旅館側のサービス施し設せつだ。各部屋にも回線設備が整っているけど、ここにはＰＣも置いてある。

　一席ごとのブースになっていて、ちょっとしたネットカフェの様相だ。

「なーに？　〝いいもの〟ってこれの事？」

　コーナーを目にするなり美咲さんが不満そうな声を上げた。

　ネットに入いり浸るのは雫らしいが、旅行に来てまで――と考えると、ちょっとどうかと。

　俺は全然ＯＫだけどね。

『無料貸し出しがあった』

　雫がそう言って差し出してきたのは、ヘッドギア型次世代ゲーム機【ＥＳＧ】だった。

「おおっ、マジで！」

　なんか見慣れたそのギアを見ると、素で興奮してきちゃうから困る。

『全員分、用意した』

　雫が指し示した二つのブースにはすでにＥＳＧがセッティングされていて、それぞれのモニターにはゼクスのモニタリング画面が表示されていた。

「ちょっと、なんでこんな所でゼクスをやんなきゃいけないの！　もっと他ほかにやるべき事があるでしょ？」

　美咲さんの言うことはごもっともである。だけど俺達は――

「まさか、ここに来てゼクスにインできるとは思ってもみなかった！」

『いざヴァーチャルワールドへ』

「おうよ！」

　やる気満々だった。

　美咲さんと同じ部屋にずーっと居るよりこの方が危険が少ないし、それにリアルよりこっちの方が断然有意義だ。

　もうゼクス無しでは生きていけないのだよ、我々は。

　これって……中毒？

　ま、そんな事どうでもいいか。

「じゃあお先に！」

　そう言って俺は真っ先にブースに入り、ＥＳＧを頭にかぶった。

　雫も続いてブースに入り、手にしていたＥＳＧをコネクターに接続したようだ。

　その際、背後で美咲さんが、

「ちょっ、待って！　待ちなさいよ！　美咲も行くからーっ！」

　ってな感じで叫んでいたようだったが、俺はＩＤとパスワードをすでに入力済みで、今、決定ボタンを押おしたところだった。

　美咲さんの声は遠くに薄うすれ、意識はヴァーチャル世界へと向かって深く深くダイヴしていった。







＃04【究極ＶＳバーサス至高のレシピがヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺と雫しずくが降り立った場所は、前回ログアウトした町、コルリスの中心にあるちょっとした広場だった。

「う～ん、きたーっ！」

　リエルの俺はゼクスにインするなり、大きく伸びをした。

　なんだろうね？　リアルの方がずっと空気の良い場所にいるはずなのに、ヴァーチャルで深呼吸した方がずっと気持ちよく感じるなんて。

　何度も言ってるけど、やっぱゼクスは最高だね。

　思わずステップ踏んじゃった。

「相変わらずだな、リエルは」

　落ち着いた声でそう言ってきたのは獣使いビーストテイマーの雫。

　さっきまでのちんちくりんな彼かの女じよと打って変わって、背が高く、すらっとしている。それは普ふ段だんと変わりない見慣れた姿だが、ログイン直前までリアルの彼女と対たい峙じしていたわけで……そのー……いつもよりギャップを埋うめるのに非常に時間がかかった。

　そんな雫が俺に向かって両手を横に広げる。

「そうやって無む邪じや気きでいる姿がなんと愛らしいことか。さあ遠えん慮りよせずにこの私の胸に飛び込んでくるといい」

「ログイン早々、何を言い出すの？」

「なんというかご褒ほう美びみたいなものだ。気にするな」

「それ誰に対してのご褒美？」

「まあ、いいからいいから」

「いいって、何が!?」

　これさえなければ、この世界での生活ももっと快適なものになるだろうに。そんな事を思っていた矢先だった。

「ちょっと待ったー!!」

　雫の前に勢い良く分け入ってきたピンクのお団子頭があった。

　美み咲さきさん……じゃなくて、まり緒おだ。

　結局、彼女もインしたんだな。

　そのまり緒に対して雫は冷めた視線を向ける。

「なんだ、文句を言ってた癖くせに来たのか」

「だってわざわざ三人分用意してくれてたわけだから、まり緒にも来て欲ほしいってことでしょ？　だったら仕方ないじゃない」

「べつに。たまたまＥＳＧが三台しか置いてなかっただけだ。嫌いやなら帰ればいい」

「か、帰らないわよ！　丁度続きをやりたいと思ってたところなんだから」

　続きって何だっけ？　あー……そういえば。

　まり緒の言葉で思い出す。

　そうだった。俺達たちは料理スキルを上げる為、ここ数日は食材アイテム集めに奔ほん走そうしていたのだ。その中で新しいレシピとか、美味おいしい料理が見つかれば、それに人が集まってきてギルド勧かん誘ゆうになるんじゃないのかっていう無む茶ちや企き画かくをやってる最中だった。

　まり緒はギルドメンバーではないので、その案に乗ったところで意味は無いのだが、なぜか積極的に関かかわろうとしてくる。

「まり緒はね、この前〝究極のレシピ〟を手に入れたの。うふふ、だから雫達が料理スキル一いつ生しよう懸けん命めい上げている間にまり緒の方が人気になっちゃうかもよ？」

　まーた、有ること無いこと吹ふっ掛かけ始めたぞ？

　でもこれもいつもの事だ、雫だっていちいち構うはずもない。

　ほら今も、愕がく然ぜんとした表情を見せ……

「な……んだと!?」

「食い付いちゃってるし!!」

「なんだその〝究極のレシピ〟というやつは」

　雫は真しん剣けんな表情でまり緒に詰つめ寄よる。すると彼女は素直に教えてくれた。

「料理アイテムって食材の組み合わせを自分で探りながらレシピを作っていくか、すでに公開されているレシピで作るのが普ふ通つうでしょ？　でも料理スキルってある程度高レベルになるとランダムで〝究極のレシピ〟ってのを覚えるんだよね。これって全プレイヤーに発現するわけでもないし、しかも同じものが二つと無い代しろ物ものなわけ。って事はこのレシピの内容を知ってるのはまり緒だけで、その料理を作れるのもまり緒だけって事なんだよ。言ってる意味分かる？」

　料理スキルなんて手付かずだったから、そんなのがあるなんて知らなかった。

　出任せだと思って、すみません。

　てか彼女、料理スキルだけに特化してやたら詳しくなってないか？

　それ以上に気になるのは……

「その究極のレシピってのが貴重なのは良く分かったんだけど……そういえば、まり緒って料理スキルいくつなの？」

　俺の質問にまり緒は自信ありげに胸を張る。

「ふふん、これでもまり緒、レベル97なんだー」

「「ぶっ!?」」

　俺と雫は同時に吹いてしまった。

　このゼクスには職業ジヨブスキルや武器固有ウエポンスキルなどの戦せん闘とうスキル以外に、十数種類の非戦闘スキルが実装されている。その各スキルにもプレイヤーレベルと同じようにスキルレベルがあるわけだが……レベル97とか今現在のカンストに近いレベルだ。

　非戦闘スキルはプレイヤーレベルよりは幾分上げやすいとはいえ、それでもちょっと高すぎ。しかも最近始めたばかりの彼女が辿たどり着つけるような数字じゃない。チートを疑うレベルだ。

　唖然としていた雫もようやく我に返り、真ま面じ目めな面おも立だちで、

「馬ば鹿かなのか？」

「馬鹿じゃないわよ！　普通に頑がん張ばって上げたんですー。おかげでプレイヤーレベルがさっぱりだけど」

　そういやまだまり緒の装備は初期装備のままだし、職業ジヨブにも就ついていない状態。料理で稼かせいだお金は全部、また食材へ、みたいな事をひたすら繰り返かえしていれば、あながち到とう達たつできないってわけでもないか？　それこそロボットのようにスキル上げに勤いそしむ必要があるけど。

「そういえば、まり緒って今、プレイヤーレベルいくつなの？」

　なんとはなしに普通に聞いてみた。

「えーと……６かな？」

「６とかｗｗｗｗｗｗｗ」

　雫が腹を抱えて笑っていた。

「笑うな！」

　まり緒は憤ふん慨がいしていたが、レベル６だと王都周辺からこのコルリスくらいまでが食材集めの限界だ。必要な他の食材は露ろ店てんとかで手に入れたのかな？

「そんなに料理スキルだけ上げてどうするつもりだ」

「べつにいいでしょ、好きなんだから。それはいいとして、雫がまぜてくれないっていうのならこの究極のレシピを使って、まり緒自身がギルド立ち上げちゃおっかなあ」

　だからレシピとギルド勧誘が、いい加減関係無い事に気づこうよ。

「まず最初にリエルをスカウトするでしょ。あとはリエルとか、リエルとか、もう一人はリエルとか」

　同名プレイヤーがたくさんいる事を願う。たとえば★リエル★とか、†リエル†とか！

　彼女が一人の世界に浸ひたっていると、雫が地の底から響ひびくような笑い声を上げた。

「ふふふ、ほざくがいい。こちらには究極のレシピにも負けない至高の料理人達が揃そろっているのだ」

「至高の料理人??」

　まり緒は首を傾かしげたが、俺も傾げた。

「さあ蘇よみがえるがいい！　アルティメットシェフ!!」

　雫は片手を天にかざし、しこたま格好付けた後、ステータス画面を開いて何かを確かく認にん。続いてギルドピアスでこそこそと連れん絡らくを取っているようだった。

　ギルメンである俺には筒つつ抜ぬけだけど。




　待つこと十数分――。




「さあ蘇るがいい！　アルティメットシェフ!!」

　仕切り直しとばかりに同じ台詞せりふを吐はいた雫。

　グダグダだなあ、もう……。

「なあにー？　こんな所に呼び出だしたりしてー」

　雫の台詞に反応したのは姫ひめだった。しかもちょっと面めん倒どう臭くさそうだ。

　姫の他にもリコッタとましゅーも現れて、この場にうちのギルメンが全員集合していた。

　まあ雫がさっき呼び出したんだけどね。

「リコッタは料理スキルを必死に上げてたところにゃりよー。邪じや魔ましないでくれるかにゃー」

　猫ねこ耳みみを立ててお冠かんむりのご様子。隣にいたましゅーは、

「わたしも倉庫がいっぱいになるくらいにお魚さんを集めましたー」

　それは生なま臭ぐさそうだな……。

　それにしても彼女達、いつもなら夜がメインなのにこんな時間からログインしているとは……。まさかずっと料理スキル上げてたんじゃないだろうな？

「お前達の実力を試ためす時が来た」

　雫のそれはまるで配下の者に指図するような物言い。

「は？」

　姫が不ふ機き嫌げんそうに聞き返す。

「我々、至高の料理人達の料理スキルの腕うで前まえを見せる時が来たと言ってるんだ」

「至高？　何それ？　わけ分かんない」

「いいから今すぐスキル上げの成果を見せるのだ。そうでないと〝ンコ〟にリエルを奪うばわれる」

　その発言にまり緒は疑問を持ったらしい。

「あのさ、ちょっといい？　〝ンコ〟って誰のこと？」

「は？　何を言ってるんだ？　お前の事に決まってるだろ。〝ピンクの団子頭〟だから、略して〝ン子コ〟だろ？」

「略す所おかしいよね？　絶対。それにそれ名前じゃないし！」

「いちいちうるさい奴やつだな。なんなら頭に〝ウ〟を付けてやるから勘かん弁べんしろ」

「勘弁して欲しいのはまり緒の方だよ！」

　そこで傍ぼう観かんしていたましゅーが首を傾げる。

「それでー●ンコちゃんに、リエルちゃんが奪われちゃうって、どういう事ですかー？」

「だから●ンコじゃないって！」

　空気が読めない＆無自覚に酷ひどいことを言う。それがましゅークオリティ。

　しかし雫はそれを見事にスルーする。

「リエルに美味しいと言わせるような料理を私達が作らなければ、まり緒が持っている究極のレシピで作った料理でリエルが餌え付づけされてしまうという事だ」

「いやー……それくらいの事でギルドを移ったりしないけどね。まあ、聞いてないと思うけど……」

「なんですって!?」

「それはヤバイにゃん！」

　案の定、姫とリコッタはこんな反応。

「あららー」

　唯ゆい一いつ、ましゅーだけが落ち着いているように見えるけど、これはただ素なだけ。

　というわけで、予想通りやっぱり誰も聞いてない。

「理解したのなら、さっさとスキル上げの成果をここに出せ。我々の総力を結集するのだ」

「分かったわ」

「ほいにゃん」

「はいですー」

　雫の指示で町の酒場に移動した俺達は、店内のテーブルを陣じん取どる。

　そこでメンバー達はそれぞれに持っていた食材で料理をし始めた。

　料理といっても、使う食材を全部一箇か所しよに集めてスキルを発動させるだけなんだけどね。

　だから全員の料理が出来上がるまでには三十秒もかからなかった。

　しかし、この流れからして俺が試食をするハメになる事は明白だった。

　テーブルの上に並べられる食品アイテムという名の料理。

　これを実際に端はしから食べたわけだけど、これのリポートは別にしなくてもいいよね？

　だって……あの人達が作るものだもの、大体想像がつくでしょ？

　それでも……？

　それならざっくり簡単にまとめてみるとするか。

　まず最初は姫。

　彼女が作ったのはオムレツだった。しかもこれが一番まともな料理になるとは……。

　ゆで卵からだいぶ進化したようだが、卵から抜ぬけ出せないところは変わらない。

　味は……まあ普通。

　というかこのアイテムはかなりメジャーな部類に入るので特に珍めずらしいわけでもなく、味も可も無く不可も無くという感じ。アイテムとしての効果も普通。オール普通。

　にっこり笑って「うん普通においしいね」としか言いようがない。

　次はリコッタの作ったもの。

　だが相変わらず、食べ物じゃなかった！　意図しなくても錬金アイテムになっちゃうってどういう事なの？　なんかフラスコの中で気き泡ほうがコポコポいってたし、危あやうく毒殺されるところだった。

　次にましゅー。

　彼かの女じよは魚さかな釣つりまくってたから、魚系でくるのかな？　と思ってたら、なんか缶かん詰づめが出てきた。開けてみたら、「こいつ……腐くさってやがる!?」なシュールストレミングも真っ青の発はつ酵こう魚食品だった。なんかアイテムとしてすごい効果がありそうだけど、勇気が無くて食えなかった。

　最後に雫。

　彼女は何品か用意してくれたのだが、総じて不味まずかった。

　見た目は美味おいしそうなのに……。

　多分使う調味料を間ま違ちがってるんだろうなー。

　現実での食べ物で例を上げてみると、ジャガイモ、油、塩でフライドポテトだけど、ジャガイモ、油、砂糖でもフライドしたポテトには変わりがないとかそんな感じ。

　結果、彼女達たちの料理はどれも芳かんばしくないものだった。

「なんだ、散々だな」

「あんたに言われたくないわよ」

　みんなの料理をなじった雫に対して姫が噛かみ付ついた。

　そこにまり緒は冷ややかな視線を向ける。

「にわかレベルじゃその程度だよねー？　あとはゲームって言ってもセンスは必要だよねー？」

「「ぐぬぬぬぬ……」」

　雫と姫は心底悔くやしそうに歯は噛がみする。

　そんな二人を尻しり目めに、まり緒は俺の傍そばでうきうきと体を揺ゆらしている。

「それじゃ、まり緒はこの究極のレシピでリエルの舌をメロメロ、心もメロメロにしちゃおーっと」

　舌はまだしも心はどうかな。

　ともあれ、ましゅーとリコッタも、

「「ぬぬぬぬぬぬ……」」

　とテーブルに顎あごをつけて悔しがっていた。

　その様子を見ながら優ゆう越えつ感かんに浸っていたまり緒は、そこで思わぬ事を言い出した。

「そんな不ふ憫びんなあなた達に手を差さし伸べてあげてもいいんだよ？」

「どういう事だ？」

　唇くちびるをへの字に結んでいた雫が聞き返した。

「まり緒と取引しない？」

「取引だと？」

「あのね、実を言うと、まり緒が持っている究極のレシピのメイン食材ってのが、プレイヤー間取引不可のレアアイテムなのね。それで、あるモンスターがそのレア食材をドロップするってところまでは調べが付いたんだけど、そのモンスターってば今のまり緒の……その……レベルじゃ到とう底てい倒たおせない事が分かったわけ。だから、あんた達がそのモンスターを狩かるのを手伝ってくれるっていうのなら、ドロップしたアイテムの獲かく得とく権ダイスを公平に振ふらせてあげるよ」

「ふん、何を言い出すかと思えば。それで仮に私がそのレア食材とやらを手に入れたとしても、レシピが無ければ無用の長物。私達は利用されるだけ利用されて、結局得するのはお前だけって事になるじゃないか」

「そんなことないよ。なんと言ってもレアだから。レシピなんかなくてもそのまま使うだけで相当おいしいはずだよ？　だってレアだし」

「むっ……なるほど。それはありかもしれないな」

　なんか雫が納なつ得とくしちゃってる！

　なので俺は一言、言ってやった。

「レアなら美味しいとか安易すぎるでしょ。絶対そうとは限らないし」

「ならばその逆の可能性も然しかりではないのか？」

「ま、まあ、無くは……ないかなあ……」

「ならば決まったな」

　意志を固めた雫はメンバー達に向き直る。

「これより我わがギルドはレア食材調達の旅に出る。各人協力して必ずこの食材をゲットせよ」

　これにギルメン達は、

「そのレア食材とやらで美味しい料理を作れば、ギルド入隊希望者がうじゃうじゃやってくるわね」

「そしたら騎き士し様との結けつ婚こんがものすごく近付くにゃん」

「もしかしたら、もう結婚できちゃうかもしれませんねー」

　みたいな反応。

　……もう何も言うまい。

　そんなわけで俺達はまり緒の案内のもと、レア食材をドロップするというモンスターがいる場所まで行くことになった。
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　やってきたのは大陸北部に広がる高原地帯。そこにある迷めい宮きゆう遺い跡せきだった。

　草原の中に建ち並ぶ幾いく本もの石柱。彫ほり物ものが施ほどこされた岩壁。それらには緑の蔦つたが絡からみ付き、過去に栄えい華がを誇ほこったであろう感が演出されていた。

　その遺跡群ぐんの中で明らかにメインだと思われる中央の建物の前に俺達は来ていた。

　そこで上がる色めき立った声。

「パーティってすごいね！　わくわくするし、楽しいし、めっちゃ経験値入るし！」

　まり緒が体を揺らしながら喜んでいた。

　しかもこれは今だけの話じゃない。コルリスの町からこの遺跡にくるまでの間、ずっとこんな調子なのだ。

　どうやら今までパーティを組んだ事がなく、それで興奮しているらしい。

「この調子でまり緒をギルドに入れちゃいなよー♪」

「それとこれとは、また別の話だ」

「あううー……」

　雫に打ちのめされて一気に沈んでしまう、まり緒。

「あんまりうるさくしてると、ここで放ほうり出すぞ？」

「ちょっ、そこまでする事ないでしょ！」

　彼女は焦あせった表情を見せる。

　実際ここでまり緒をパーティから外すと、恐おそらく数分も持たず即そく死しだろう。

　周囲にはレベル20前後に適したモンスターがうようよしてるし、ここに来るまで俺達で守ってきたからこそ生きている。そんな感じだからだ。

「そもそもここまで案内してもらえばお前は用済みなのだからな。パーティにいさせてもらっているだけでありがたいと思え」

「なっ、その言い方ひどくない？」

　うん、酷いね。

「で、問題のモンスターが出るのはこの中なのね？」

　姫が目の前にある建物の入り口に視線を送りながら言った。

　入り口自体は開放されていて、薄うす暗ぐらい地下に向かって階段が延びているのがうかがえる。

　文字通り迷めい宮きゆうだ。

　まり緒の話ではこの迷宮に潜むというコカトリスを倒たおすと、稀まれに【コカトリスのせせり肉】というレア食材がドロップするのだとか。

「コカトリスって言ったらアレでしょ？　ニワトリみたいなやつ」

　俺の中の認にん識しきではそんな程度の存在だった。

「なんだニワトリか。手て応ごたえが無さそうだな」

　雫がそんなふうに言うと、そのモンスターもたいして強そうに思えなくなってくるから不思議だ。

「遭そう遇ぐうしてみないと、どんなのか分からないじゃない。とにかく行ってみようよ」

　まり緒がそう言うので俺達はなんの躊躇ためらいも無く、迷宮内に足を踏ふみ入れた。




×　×　×




　迷宮に入ってから数時間。俺達はいまだ中を彷徨さまよっていた。

　岩壁の通路には等とう間かん隔かくに燭しよく台だいが置かれ、薄暗いながらも視界は十分に取れていた。

【燭光ライテイング】の魔ま法ほうを使わないで済むのはありがたい。

　あれってＭＰ継けい続ぞく消費だから、あんまり使いたくないんだよね。もしもの時にＭＰ無いと困るし。

　内部の敵は迷宮らしく虫系モンスターとかスケルトンくらいで俺達ギルメンにとって丁度良いくらいのレベルだった。そこそこに経験値も溜たまっていい感じ。

　それはそれでいいのだけれど……。

　問題はいつまで経たってもコカトリスが見つからない事だった。

　そもそもどの辺に出現するのかさえも分からないので、どこを目指したらいいのかも不明だ。

　それじゃあ埒らちがあかないので、とりあえず迷宮の最さい奥おうを目指す事にしたんだけど、どうもこの迷宮、行く先々の通路を上う手まいこと選せん択たくしていかないと奥まで辿り着けないらしい。

　しかも迷った挙げ句の果てに入り口まで戻もどされ、入り直したら内部の迷めい路ろがさっきまでと全然違ちがうものになっていて戸と惑まどった。

　どうやら入り直す度に構造が変化するみたいだ。

　そして今も……。

「何よこれー、また入り口に戻ってきちゃったじゃない」

　姫が愚ぐ痴ちを漏もらした。

　彼女の言うとおり外界からの明かりが前方から差してきている。

　そこでみんな溜ため息いきを吐いたが、雫だけは腕うでを組んで真剣に今後の算段を練っているようだった。

「うーむ……これはどうしたものか」

　悩なやんでいる彼女に俺おれは言う。

「こういうのは部屋の見た目はフェイクで、単純に順路の暗記だと思うよ」

「それはどういう事だ？」

「この迷宮って小部屋を複数の通路でいくつも繋つないだ構造をしてるでしょ？　部屋から延のびた通路を選択して進んで行くわけだけど、多分、入り口に戻ってくる直前までの通路選択は合ってたって事だよ。だからさっき最後の分かれ道で右を選択してここに戻されちゃったから、左が正解だったってわけ。そういうのが複数積み重なって出来てるのがこの迷宮なんだと思う」

　そこでましゅーが瞳ひとみを輝かがやかせる。

「なるほどー、上上下下左右左右ＢＡみたいな感じですねー」

「それはなんか違うと思う……」

　そもそもＢＡってどこだよ！

　隣となりにいた姫は理解したようで、

「って事は、分かれ道を選択する時に入り口に戻されなかったら、その度に選択した道を覚えていけばいいって事ね」

　と俺が言いたかった事を代弁してくれた。

　だがリコッタは頭を抱えてしまう。猫耳も元気なく垂れていた。

「リコッタはそういう記き憶おく力りよくが必要なのは苦手にゃりよー」

「メモ帳を起動してそこに記録していけば、そんなに難しくもないでしょ？」

「おーにゃるほどー」

　その程度で感心されても、どう反応していいのやら。

　しかし、この提案が自分の首を絞しめる事になろうとは……。

　雫が俺の肩かたを叩たたいてきたのだ。

「じゃあそれはリエルに任せる」

「はい??」

　なんで俺がやらなきゃいけないんだよ！　こういうのはリーダーである雫が率そつ先せんしてやるべきであって……。

　そんなふうに付け加えようと思っていたのだが、俺が言おうとした事を見み越こしたのか、先に言われてしまった。

「こういうのは言い出した人間がやると決まっている」

　絶対面めん倒どうなだけだろ。

　そういうわけで、なぜか俺が道筋を記録する係に任命されてしまった。

　やってみると非常に単純且かつ、暇ひまな作業だった。

　迷宮の入り口から入って最初の部屋。真四角で何もないその部屋から二本の通路が延びていて、片方は入り口に逆ぎやく戻もどり、もう片方は先に進める。

　先へ行くと、この選択すべき通路が三本になったり四本になったり、部屋の形が複雑になったり、高低差ができたりと多少の変化はあるものの、やる事は一いつ緒しよだった。

　その作業を繰くり返し、だいぶ迷宮の奥の方までやってきた俺達。もうそろそろ何かゴール的なものが出てきて欲しいところ。

　目の前には、またまた三つの通路が口を開けて待っていた。

「えーと、真ん中と右はさっき通って入り口に戻されちゃったから、ここは左だね」

　もうここでの選せん択たく肢しは残されていないので、迷い無く一番左の通路に向かって歩いて行く俺。

　それと、またここに来た時に間違わないようにメモ帳にチェックを入れる。

「五十六番目の部屋は一番左っと……」

　体前に開いていたメモ帳から指先を離はなし、ウインドウを閉じる。

　それが起きたのは、そんな何気ない動作の最中だった。

　俺の首筋の辺りに何かゾワァァっとした悪お寒かんのようなものが走ったのだ。

「ひっ!?」

　思わず飛とび跳はねて、すぐさま首元に手をやる。

　でも、そこには何も無い。

「どうしたのよ？」

　後ろにいた姫が不思議そうに俺の事を見ている。その様子から彼女が何かしたというわけでは無さそうだ。

「い、いや……なんかこの辺にふわっとしたものが触ふれたような気がしたんだけど……」

「そう？　あたしずっとリエルの後ろを歩いてたけど、なんにもなってなかったわよ？」

「そ、そう……そうだよね。じゃあ気のせいか……」

　そう結論付けて、俺は再び前を向いて歩き出そうとした。

　すると今度は、背筋を下から上に向かって何かが這はうような感覚を覚える。

「ひぃぃぃぃぃぃっ!?」

　不快な感覚に俺は体を思い切り反らした。

　そしてそれから逃のがれるように地面に転がって反対側を向き、構えを取る。

　しかし目の前には姫以外はいない。他のメンバーは彼女の後ろだ。

　でもこれは決して気のせいなんかじゃない。

　確実に俺の背中に何か蛇へびのようなものが這っていた。

「ほんとに……どうしたのよ？」

　姫が心配そうにこちらを見ている。

「何かあったにゃりか？」

「リエルちゃん、大だい丈じよう夫ぶですかー」

　後ろの方にいたリコッタとましゅーも気にかけてくれている。

　それにしても、なんなんだこの感覚は……。

　モンスターの仕し業わざでもないし、何かのトラップ魔法にかかったわけでもない。

　考えられるのはＥＳＧ内の神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスの誤動作くらいか……？

「やっぱり、なんかおかしい……」

「もっと具体的に言えないのか」

　雫が案ずるような表情で尋たずねてきた。

「具体的っていっても……ぞわーっとしたとしか……」

「なんだそれは。それじゃ全然分からないではないか」

「うん、自分でも良く分からないし……」

　なんだったんだろうなー……なんて思いながら、俺はある事に気がついた。

　記録を取っていた俺の後に続いてきていた彼女達。その中でさっきから反応の無い人間が一人いた。

「そういえば、まり緒は？」

　俺がそういうと、みんなが最さい後こう尾びに向かって振り返る。

　と、そこには見慣れたピンクのお団子頭が立っていたのだが……なんだかその様子がおかしい。

　目は焦しよう点てんが合っていなくて虚うつろだったし、魂たましいが抜けたように無表情。そして棒立ちの状態からまったく動き出す気配が無い。

　そうだ、この感じ……よく目にしていたから分かるぞ。

　ましゅーが、たまにやってたやつだ。

　ログイン中にＥＳＧを無む理り矢や理り、頭から外した時とか確かこんなふうになってた。
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　ちゃんとログアウト処理してからじゃないと壊こわれるから止めた方がいいって、前に注意した事もある。

　って事は……まり緒も今、ＥＳＧを強制的に外しているってことになるな……。

　――ん？

　そういえば……。

　こうしていつものようにプレイしていたからすっかり忘れていたけど……リアルの俺は今、旅館のネットブースでまり緒（美咲さん）と隣となり同どう士しで座すわっているはずだ。

　そう考えると、さっきから感じるこのぞわぞわ感はもしかして…………




　リアルの俺の体に……何かされている!?




　ヴァーチャルなのに全身から脂あぶら汗あせが、ぶわっと吹き出でたような気がした。

　こうしちゃいられない！

　しかしここで突とつ然ぜんログアウトすれば姫達たちに不ふ審しんがられるだろう。

　なので俺もまずい事を承知でこっそりＥＳＧを外そうと頭に手をやった。

　しかし、やってみるとこれが思いの外難しい。ヴァーチャル世界のアバターも動作が連動して、ついつい頭に手をやってしまう。

「な、なんだこれ、意外に難しいな。っく、こ、この、えい、むっ」

　装備しているケープの横を両手が何度もかすめる。

「ちょっとリエル？　何してんのよ」

「えっ!?　いやこれはなんでも……へへへ」

　姫に聞かれて咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしたが、雫にはバレたようだった。

　眉まゆをひそめたから、すぐに分かった。

　それに、それだけじゃーなかった。

　彼かの女じよもまた、まり緒と同じように抜け殻がらアバターになってしまったのだ。

　これで雫もリアルの世界に行ってしまった。

　俺はさらにピンチになったって事だ。

　ここはもう詮せん索さくされても構わないから普通にログアウトしよう。そうじゃないとリアルの俺がヤバイ。

　そう決断してログアウト画面を呼び出しかけた時だった。

「ちょっ、雫!?　なにすんのっ！　いっ!?　いたたたたたーっ！　無理矢理かぶせないでよー」

　お団子頭を振りながらまり緒が言葉を発した。その目にはさっきまで無かった生気が宿っている。ヴァーチャル世界へ戻ってきたのだ。

　多分、その口くち振ぶりから雫にＥＳＧをかぶせられたっぽい。

「あーん……もうちょっとだったのにぃー」

　まり緒は頬ほおを膨ふくらませた。

「ねえ、何が？　何がもうちょっとだったの？」

　姫が彼女に尋ねるが、それは俺が言いたい台詞だった！

「んふふふふ、それはねえ……教えなーい♪　ぷー」

「うわっ、なんかすごいムカツク。反射的にスリッパで頭叩きたくなるくらいムカツク」

　憤慨する姫。その横からましゅーが首をのぞかせてくる。

「それにしてもまり緒ちゃんもおかしかったですがー、リエルちゃんもおかしかったですねー。二人で何か隠かくし事ごとしてませんかー？」

「そういえばリエル、今日はまだ家に帰ってきてにゃいけど、どこからアクセスしてるにゃん？　もしかしてその辺が何か関係してるにゃりかー？」

　リコッタに問とい詰められて俺は焦る。

　彼女には今回の旅行の事は一いつ切さい話してないし、今、まり緒と雫と温泉地に来ているなんてことが彼女だけでなく他ほかのメンバーにもバレたらどんなふうになるやら……。

　なんとか隠し通とおさないと。

「さ、さあ？　なんの事？」

「むむむむ、超怪あやしいにゃりー」

　そういえばリコッタには今晩外がい泊はくする事を今伝えておかないと、後々困ることになるかもしれない。何か別の理由を付けて話さなきゃ。

　定番中の定番は〝友達の家に泊とまる〟だが、親しい友人がいない俺にその嘘うそが上手く吐けるだろうか？

　まあ、やってみるしかないか。

「それよりも今晩はカールの所に泊まることにしたから、家には帰らないひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」

　俺は体をくねらせながら地面に転がった。

　なぜなら脇わき腹ばらの辺りに妙みような刺し激げきが走ったからだ。

　これの原因はもう分かってる。

　さっきまり緒を追ってリアルに行った雫が、いまだ戻ってきてないんだから。

「ごるぁぁぁぁしずくぅぅ!!」

　俺はネカマを忘れ、その場で手足をばたつかせて怒いかりを表現。ローブがめくれて、ちょっとはしたない格好だったかもしれない。

　でもＥＳＧを装着していないと思われるリアルの雫には、今の俺おれ達たちの様子なんて見えていないだろうからこれくらいアピールしないと伝わらない。

　俺はＥＳＧ内側のヘッドホンから漏れるくらいの大声で再度雫の名を叫さけんだ。

　すると……ちゃんと伝わってはいたようで、彼女は満足げな顔でオンに戻ってきた。

「ちょっと、どさくさに紛まぎれて何やってんの!?」

「無防備な姿を目の前にしたら、つい」

「つい、じゃないよ！　つい、じゃ！」

　危険だ。危険すぎる。

　しかしまあ事情を知っている俺と雫とまり緒はいいが、残りのメンバーはこのやり取りを聞いていてどうにも釈しやく然ぜんとしないだろう。

　今だって三人が三人共、疑いの目を俺達に向けてきている。

　このまま面倒な事にならないうちに先に進もうと考えた俺は、先頭に立って通路を歩き始める。

「さあ先に行くよ」

「待ってよー。ねえ、なんなの？　あんた達、さっきからおかしいわよ？」

　俺達にからんでくる姫。それに雫が答える。

「私とリエルはたまたまだが、まり緒の頭がおかしいのは元からだ」

「なんで頭の話になってんの!?」

　振られたまり緒は、憤いきどおることも忘れて茫ぼう然ぜんとしていた。

　でもそれでなんとなく話が流れた感じになって、俺達は元のように歩みを進め始めた。

　そして通路の先に次の部屋が見えてくる。

　足を踏み入いれるとそこには、今までよりも広めで柱や彫ちよう刻こくなども無い真まっ新さらとした空間が広がっていた。

　しかもそれより先に通路が無い。行き止まりだ。

「なあに？　ここ」

　姫の声がだだっ広い空間に響く。

　その声に釣つられるように全員が部屋の内側へと入る。その瞬しゆん間かんだった。

　今来た通路に、上方から岩板が滑すべり落おちてきて出口が閉ざされたのだ。

　それはつまりこの広い部屋に閉じ込められた事になる。

「あわわわ……何がおきたんですかー？」

　ただならぬ雰ふん囲い気きにましゅーが狼狽うろたえ始めた。

　俺は思う。

　ここはもう迷宮の深部とも言える場所。

　そしてこのピリリと張はり詰つめた空気。

　多分来てしまった。

「これはもしかして……ボス戦じゃない？」

「「「「「ボ、ボス!?」」」」」

　みんなが裏返った声を上げたと同時に周囲に突とつ風ぷうが巻き起こる。

　それは天の暗くら闇やみから現れた。

　竜りゆうのような大きな翼つばさを羽ばたかせて舞まい降おりたのは、鋭するどい嘴くちばしと燃えるような赤い羽う毛もうを持った鶏にわとり型モンスター、【マチュアコカトリス】だった。

「まさかコカトリスって……これのこと!?」

　棒立ちの姫が驚きよう愕がくの表情でコカトリスを見上げている。

　俺もその姿を仰あおぎ見た。

　でけえ。

　全長五メートルはあろうかという巨きよ体たい。見た目は鳥類のようだが、背中から尾おにかけてある爬は虫ちゆう類るいにも似た鱗うろこが燭台の灯あかりを受けて鈍にぶい光を放っている。

　普ふ通つうに鶏サイズなのを勝手に想像していたから、これには俺も度ど肝ぎもを抜かれた。

　まさに成熟したマチユアコカトリス、というわけか。

「ちょっと、こんなの聞いてないわよ」

「でもあれがレア食材をドロップするっていうモンスターにゃりよねー？」

「そうだと思いますがー、ボスさんがレアさんだとは考えてませんでしたねー」

　姫、リコッタ、ましゅーはコカトリスを見上げながら呑のん気きに語っている。

　そこへ雫が強い口調で言い放った。

「おい、何をしてる！　くるぞ」

　それでやっと自分達の置かれた状じよう況きようを思い出したのか、姫達は慌あわてて後方へ退いた。

　これでとりあえずは全員、コカトリスの初撃は避よけられると思っていた。

　しかし、よく見たらまり緒だけがまだ元の場所で茫然と立たち尽つくしたままだったのだ。

　多分、初めてみるボスクラスのモンスターに足が竦すくんでしまったのだろう。

　俺もゼクスを始めて最初のボスに相対した時、似たような事になったから気持ちは分かる。

　まり緒の目の前に迫せまるコカトリスの嘴。

　それが大きく開かれ、ブレスが吹ふき付けられる。

　まずい！

　そう思った俺は自然と足が出ていた。

　地面を蹴けってまり緒に抱だき付くように飛びかかり、そのまま彼女と共に石の床ゆかの上に転がる。

　それで辛かろうじてコカトリスの攻こう撃げきを避ける事ができたが、彼女が持っていた戦棍メイスにブレスを受けてしまったらしく、そいつは見る見るうちに石化してゆき最後には灰のように粉々になって消えてしまった。

「あ……」

　まり緒は微かすかに声を漏らした。

　だがそれくらいで済んだだけで御おんの字じだ。直ちよく撃げきしていれば彼女のレベルでは石化どころではなく、その戦棍メイスのように即死だったろうから。

　まり緒は手の中の戦棍メイスが消え去った後、自分が抱きかかえられている事に気づいてきょとんとする。そして、

「あ……ありがとう。あ、あれ？　まり緒、リエルに抱かかえられてる!?　わっ、わーっ、わぁーっ、きゃっ♪」
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　途と端たんに喜び始めた。

「きゃっ♪　とか言ってる場合じゃないでしょ！　危ないから下がって！」

　俺はまり緒から手を離し、後方へ下がるように促うながす。

　そして雫達たちに向かって叫んだ

「まり緒の事はこっちで守るから、雫達は戦せん闘とうに集中してー！」

「守るだってー、きゃっ♪」

　俺の傍でまり緒がとろけるような顔で悶もだえていた。

　と、そこにギルメン達の鋭い視線が突つき刺ささる。それはもう視殺できるくらいの恐ろしい形相だった。

「「「「殺す」」」」

「ひっ……!?」

　さすがのまり緒もこれにはビビっておとなしくなってしまった。

　まあこれの方が俺も守りやすいし、雫達のサポートにも集中できる。

　そう思っていたんだけど……。

「うーむ……こうなったら私も戦闘を放ほう棄きしてリエルに守って貰もらうことにしよう」

「へ？」

　雫がとんでもない事を言い出だした。

　それは瞬またたく間まに他のメンバーにも連れん鎖さする。

「あーずるい！　あたしもあたしも！」

「リコッタも今日はやる気が出ないにゃん」

「わたしもこの際だから戦闘に必要なアイテムとか全部捨てちゃいますー」

「捨てんな!!」

　俺は思わず素で叫んでしまった。

　甲かん高だかい声が石壁かべの部屋に木こ霊だまする。

　しかし、そんなやり取りをしていてもモンスターは待っちゃくれないわけで、コカトリスは次の攻撃態勢を取り始めていた。

「仕方がない。まずはこいつをさっさと片付けてしまおう。リエルとのイチャイチャはそれからだ」

　雫がそう態度を決めると、他のメンバーも同意したようだった。

「それもそうね、あんなのが目の前にいたら落ち着かないもの」

「姫の言うとおりだ。ここは連携技スキルバーストで一気に倒すぞ」

「じゃあ、あたしが雫に続いてタイミング合わせるわね。そんな強そうでもないし、こんなヤツ瞬殺でいくわよ」

「よし、なら準備はいいか？　では行くぞ、姫抜きで」

「ちょっとぉー!?」

　勢い勇んで走り出そうとした姫は、ずっこけた。

「準備万ばん端たんだったのに、なんでそうなんのよ！」

「前から言ってるだろ。お前が連携に入るとタイミングが乱れるのだ。邪じや魔まになるから後ろの方で弓でもちまちま撃うってればいい」

　そう言って雫はコカトリスに向かって行ってしまった。リコッタとましゅーも言葉を残してそれに続いて行く。

「やーい、味み噌そっかすにゃん」

「なっ!?」

「姫ちゃんガンバ」

「ガンバって……あんたねえ」

　けんもほろろに雫達はコカトリスの周囲を三方から取り囲んでいた。

　すでに連携技スキルバーストの体勢だ。

　ちなみに連携技スキルバーストというのは、攻撃系スキルの特定の組み合わせとタイミングによって発動する大おお技わざの事。

「〝いつものやつ〟で行くぞ」

「ほいにゃ」

「はいー」

　雫がテイム用の笛を唇に当てると同時に、リコッタとましゅーもそれぞれに武器を構える。

　雫が言ってる〝いつものやつ〟って……前に超ちよう難なん関かんクエにチャレンジした時のアレの事か？

　確かタイミング合わせの時の掛かけ声ごえが、

「騎士様」

「結婚」

「わっふー」

　とかいうやつ。

　あれ、恥はずかしいから止めて欲ほしいんだけど。

　しかしそんなこと言っても止めるような人達じゃないのは分かってる。

　それにもうすでに、ましゅーが暗殺者アサシンスキル【寝ね首くび掻かき】を発動したところだった。

　踏み付つけに来たコカトリスのかぎ爪づめをさらりと避け、かなりの高さを跳ちよう躍やくした彼女はターゲットの背後に回り込み、ククリナイフを振り上あげる。

　すると刀身が光を集め始めた。

　スキル発動を表すエフェクト光だ。

　そのままタイミング良く、その刃やいばをコカトリスの喉のど元もと目め掛がけて振り下おろす。

　そこまでは格好良かったんだけど、

「騎士様」

　とかいう掛け声で全部台無しだった。

「結婚」

「わっふー」

　ましゅーの後にリコッタ、雫の順でそれぞれのスキルが続く。

　一発目から結構あっさりとタイミングが取れたようで、連携技スキルバーストの成功を表す派手なエフェクトがコカトリスを覆おおう。

《連携技スキルバーストが発動。マチュアコカトリスに１２６７のダメージ！》

　それでコカトリスの頭上にあるＨＰメーターがぐぐっと大きく減ったが、それでも倒すまでにはまだ結構かかりそうだ。姫のちまちました弓攻撃と合わせても、あと何十回かは同じ連携技スキルバーストを繰り出さないと。

「なかなかしぶとい奴やつだ。だが、このタイミングを維い持じしてここから一気に畳たたみかけるぞ」

「にゃん」

「はいー」

　通常攻撃でしのぎながらスキルゲージの回復を待つ。

　全員のスキルが使用可能になると、雫の合図で彼かの女じよ達たちは再び連携技スキルバーストの構えを取る。

　ましゅー→リコッタの順でスキルを繋ぐ。

　当たり前のようにきちんと合わせてくる彼女達に俺は感心するばかりだ。

　なんでこんなにコンビネーションがいいんだろうね。不思議でしょうがない。

「騎士様」

「結婚」

　と続き、次は雫がそこにスキルを繋ぐ番だ。もちろん彼女も綺き麗れいに繋げてくると思っていた。だが――

「円満」

「わっふー!?」

　なんか間に入ったぞ……？

　俺が見ていた限りでは雫がスキルを繰り出す前に弓矢が飛んできたように見えた。

　て、事は……。

「なんのつもりだ、うさっころ！」

「連携のつもりにきまってるでしょ、バーカ、バーカ」

　犯人は姫だった。

　雫は真っ先に姫のもとに駆かけ寄より、険しい表情で睨にらみつける。

「何が連携だ。お前のせいで逆に連携技スキルバーストが止まってしまったではないか」

「あらそう」

　姫は弓を片手にすまし顔だ。

「そもそも円満ってなんだ。円満て」

「結婚ってきたら、円満に決まってるでしょ」

「それを言うなら夫ふう婦ふ円満だろ」

「べつにどっちでもいいでしょ。間ま違ちがってないし」

「ちょっと黙だまれ、アホがうつる」

「なっ!?　なによそれ！」

「もう一度言ってやろう。しゃべるとアホがうつるから迷めい惑わくだ。あと口臭くさい」

「臭くないわよ！」

「しかし私は今、お前がこっそり息をハーハーして確かめてたのをしっかりこの目で見たぞ」

「変な言いがかりつけないでよ。あんたこそ別の意味で毎日ハァハァしてるんじゃないの？」

「がっ……!?」

「あら図星？」

「き、きさま……貴様は、言ってはならぬ事を言ってしまったようだな」

「なによ、やる気？」

「のぞむところだ！」

「「ぐぬぬぬぬぬぅ……」」

　どっちもアホだった。

　だがこんな争いをしている場合ではなかった。だって俺達はまだコカトリスと戦闘中なんだから。

　現に先さき程ほど連れん携けいを失敗した事から、あっさりと体勢を立て直したコカちゃんが、雫と姫のすぐ真後ろにまで迫ってきていた。

　鋭い嘴を大きく開き、石化ブレスのモーションだ。

　しかし、いまだ喧けん嘩か中の二人はその事にまったく気づいていない様子。

　だから俺は言ってやった。

「二人共、後ろ後ろ！」

　それで彼女達は「あん？」とでも言いたげな表情を俺に見せた後、反対側を向いて、眼前にあるコカトリスの顔に気づく。

　そこで二人は驚おどろくわけでも、恐おそれるわけでもなく、ただ鬱うつ陶とうしそうに手を出した。

「「うるさい!!」」

　雫と姫は反射的にコカトリスに攻撃を加えていたのだ。

　次の瞬間、燦きらめくようなエフェクトがコカトリスを包つつんだ。

「「へ？」」

　それは二人が武器固有ウエポンスキルでたまたま攻撃して、たまたまタイミングが合っちゃって、たまたま連携が繋がってしまった証しよう拠こだった。

　これに対して機転を利きかせたリコッタが、咄嗟にスキルを繋げる。

「にゃ!?　にゃわー！」

　出したのは無む作さく為いに選んだ短たん剣けんスキル。それも上手く繋がって、

「え!?　え、えっと、これでいけますかー？　えいっ」

　ましゅーはさっきと同じ、職業ジヨブスキルである寝首掻きを再度放った。

《連携技スキルバーストが発動。マチュアコカトリスに８５２１のダメージ！》

　偶ぐう然ぜんにも四人のスキルが繋がって、連携技スキルバーストが発動してしまった。

　しかも結構強力なやつ。

　電でん撃げきをまとった激しいエフェクトと共に、コカトリスのＨＰメーターがごっそりと削けずられる。

「うそ!?」

「おぉ……」

　これには姫と雫もびっくりだった。

　しかしそれが発ほつ端たんとなって形勢がこちら側に傾かたむいた。

　その後、姫を入れての連携技スキルバーストは一度も成功しなかったが、今まで通り三人での連携技スキルバーストを重ね、勢いに乗って一気に畳みかける。

　時折放たれる石化ブレスはみんな器用に避け、羽ばたき時に起こる突風の小ダメージには、俺が【治癒ヒーリング】でサポートする。

　そんな感じでコカトリスはほとんど何もできぬまま、あっという間に倒たおされてしまった。

《パーティはマチュアコカトリスを倒した。収得した経験値１２７０ｐｔ、収得したお金６１０Ｇ。パーティは〝コカトリスのせせり肉〟を手に入れた》

　システムメッセージに我わが目を疑った。

　まさか一発目で目的のレア食材をゲットしちゃった!?

　モンスターを倒した場所の地上一メートルくらいの宙に肉の塊かたまりが青白い光をまとって浮ういていた。

「で、出たーっ!!」

　誰だれよりも先に喜びの声を上げたのは、俺の後ろにいたまり緒だった。

「ドロップ率すごい低いって噂うわさに聞いてたから、まさかこんなに早く出るとは思わなかったー。さっそく、調理しよー」

　彼女は肩を踊おどらせながら、肉を手にしようと近付いて行く。

「おい、こら」

　そんなふうに威い圧あつの声でまり緒を止めたのは雫だった。

「なーに？」

「なーに？　じゃないだろ。その食材の所有権はまだ誰と決まったわけじゃないんだ。ちゃんとダイスを振ふれ、ダイスを。そもそもこのアイテムに関してはそういう約束だったはずだが？」

「むぅ……しょうがないなあ。振ればいいんでしょ、振れば」

　まり緒はちょっと不満そうにしながら手の中にダイスを呼び出した。

　そんなわけでレア食材をかけた勝負が始まった。

　これはシステムで用意された六面体のサイコロを振って、一番大きい数字が出た者がアイテムの所有権を得るというものだ。

　後あと腐くされ無くアイテムを振り分わけるという点では最良のシステム。

　しかも短時間で決まるしね。

　で、こうしてる間にダイスは振られ、瞬しゆん時じにしてアイテムの所有者が決定した。

《雫は〝コカトリスのせせり肉〟を手に入れた》

　アイテムがまとっていた所有権未定を表す青白い光が消えて、そのまま雫の手の中に収まる。

「ふはははは、天は我に味方したぞ。ふはははは」

　彼女は踏ふん反ぞり返かえって満足な様子だ。

　相変わらずそういう運はつえーなー。

　これに対しまり緒は悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ、他のメンバーもがっくりと項うな垂だれていた。

「あんた、それちゃんとギルドの為ために役立てなさいよ？」

　姫が念を押おす。

「ああ分かっている。まずはこいつで美味おいしい料理を作り、それをリエルに食べてもらって、《雫って料理上手なんだね》《はっはっ私が料理上手なんじゃない。リエルが私を料理上手にさせたのだ》《えーそうなの！　すてきー！　雫ちゃんラブ♡》となってからだが」

「わけが分かんないよ！」

　とりあえず文句を言ったが、みんなは俺おれよりももっと不満の声を上げていた。

　しかし雫はそれに構うこともなく、

「いいじゃないか、結局何か作らなきゃいけない事には変わりはないのだし。ならば早さつ速そく、調理してみようじゃないか」

　と準備を始めていた。

「しかしレシピが無いのでどういった食材を組み合わせたらいいのか分からないな……。ん？　そうだ！　良い肉はそのまま焼くだけでも旨うまい気がするぞ。いやむしろそれが一番美味しく食べる方法ではないだろうか？」

　雫はコカトリスの肉だけ用意する。

　変な食材を混ぜられるよりはマシだけど、せめて塩胡こ椒しようくらいはして欲しいな。

「では、やるぞ」

　準備が整った雫は料理スキルを発動させる。

　彼女の手の中で炎ほのおのエフェクトがメラメラと燃える。

　料理はものの数秒で完かん了りようした。

　そこにはただ焼いただけのシンプルなステーキがある事を期待していたのだが、出来上がったのは――

《雫の料理スキルが発動。アイテムを合成中――――

　――――失敗。アイテムをロストしました》

「……は??」

　雫はどういう事??　みたいな表情で固まっていた。

　考えられる事は恐らく……レア食材を調理する為のスキルレベルが足りていないのだ。

　ここ数日でちょろっとレベルを上げただけでレア級の食材が扱あつかえるはずもない。

　その事に俺も今まで気づかなかった……。

　ぽかーんとする雫の手の上には消し炭のようになった真っ黒な物体（かつて肉だった）があり、それが風に流される霧きりのように砕くだけ、消えていった。

　これには雫だけでなく、全員が目を点にしてその場で立ち尽くしていた。

　数分後。

　雫に投げかけられたみんなの言葉が、どういったものだったかは言うまでもない。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　ログアウトすると今まで忘れていたリアルが目に入ってくる。

　そう、ここは温泉旅館だった。

　結局、ネットブースで遅おそくまでゼクスをやってしまった俺達。

　外はもうどっぷりと夜に浸つかっていて、今日という日が終わっていた。

　そういえば合流するはずだったサッチー達だけど、まだこの旅館には戻もどってきていなかった。

　彼女達と連れん絡らくを取った美咲さんによると、遊びに出た先で思いの外盛り上がってしまったらしく、そのまま遊び耽ふけっていたらこの山やま奥おくの旅館まで走る最終バスに乗のり遅おくれてしまったのだという。タクシーも考えたけど、疲つかれて動く気になれないので近くにあったホテルに泊まってしまったのだとか。

　この旅はもとより一泊ぱく二日。

　次の日にはもう帰るわけで。

　いまさら合流しても仕方がないみたいな雰囲気になり、そのまま別々に帰路に就つく事に。

　結局、終わってみれば美咲と雫とで三人旅をしただけ。

　しかもそのほとんどがヴァーチャル世界で過ごした時間だった。

　一体なんだったんだろうねー……この旅行。







＃05【過ぎ去りし日々がヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　あの良く分からん旅行から帰った日。

　その日が夏休み最終日だった。

　夏休みって言ったら、もっとこう思い出になるようなリア充じゆうイベントが満まん載さい！　なイメージがあるけど、俺の夏は特に何も無く終わった。（コミカに行った事くらい？）

　ま、そんなものは端はなから望んじゃいないから別にいいんだけど。

　旅行でもゼクス。夏休みが終わってもゼクス。

　ゼクスさえあれば俺は大体満足だから。

　で、翌日の今日。

　新学期が始まった。

　早過ぎも遅すぎもしない丁度良い時間に学校へ到とう着ちやくした俺は、自転車置き場に愛車を停とめ、爽さわやかな朝の空気を吸い込みながら昇しよう降こう口ぐちへの道程を歩く。

　この時間でもまだ暑さの残る季節、肌はだに当たる日差しがピリリと痛い。

　夏休み中はこのくらいの時間にはバイトに向かおうとしていた頃ころ合あいだから、生活のリズムが掴つかめない感じで違い和わ感かんがある。

　でも教室に入ると、いつもの顔ぶれ、いつもの雰囲気に「ああ……」と感覚を取とり戻す。

　とりあえず俺は「よお、久しぶり。休み中何してた？」とか聞く友達もいないので、さっさと自分の席に座すわってカバンの中身をチェックする。

　唯ゆい一いつの話し相手である前席の京きよう也やはまだ来ていないようだった。

　ＨＲホームルームまでの間まだ少し時間があり、手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　周囲は久しぶりの再会で会話が盛り上がっている連中ばかり。

　こんな事ならもうちょっと遅めに出てくるんだったかな。

　そんなふうに思っていた時だった。

「鷺さぎ宮みやくん、おはよー」

　それは聞き慣れた声だが、反射的にビクッとしてしまうから困りものだ。

　声がした方を振り返れば、見た目だけは可愛かわいい美み咲さきさんが微ほほ笑えみながら立っていた。

「学校で会うのも久しぶりだね」

「え、ああ……」

　確かに学校で会うのは久しぶりだが、彼かの女じよとは昨日も一いつ緒しよだったし、家の屋根裏に潜ひそんでいたりとか、ゼクスの中でもちょくちょく顔を合わせていたので全然久しぶりな気がしない。

「で、どうだった？」

「どう……って何が？」

「ひかりちゃんのパンツはどんな感じだったのかなー？　と思って」

「ぶふっ!?」

　不意に俺しか知り得ない事を聞かれ、椅い子すから滑り落ちそうになった。

「ど、どうしてその事を!?」

「だって確かく認にんしてたじゃない」

　俺は今日学校に来る途と中ちゆう、コンビニに寄った。

　なぜかというと今日から始まった【ふるゆり♪】の一番クジを早速引く為だ。

　結果はラッキーな事に、お目当てだった【ひかりちゃん】こと、ヒッカリーンのフィギュアが当たったのだ。

　もう有う頂ちよう天てんで、その場で開かい封ふうせずにはいられなかった。

　んで、その造形の美しさとスカートの短さがいけなかったんだろうな……。

　つい魔まが差したというか、我が慢まんできなかったというか……。

　その……店先で……チラッと見てしまったのだ。

　白だった。

「まさか、見てたの!?」

「まさかも何も、美咲はいつでも鷺さぎ宮みやくんの事を見てるよー？　鷺宮くんの事ならなんでも知ってるんだから」

「……」

　毎度の事ながら、そのストーカーっぷりが……こえー！

　悪お寒かんを感じながら、しばし硬こう直ちよくしていると彼女が、

「ねえねえ当たったやつ見せてよー」

「え、これ？」

　俺はその言葉に素す直なおに反応して、思わずカバンの中からひかりちゃんを出してしまった。

　それがいけなかったんだな。

　見せた瞬間に美咲さんの手が横から素す早ばやく出てきて、ひかりちゃんを奪うばったのだ。

「ちょ!?　おっ!?」

「へーこんなのが好みなのかー」

　彼女は色々な角度からひかりちゃんのフィギュアを見回している。

「おい、返せ」

「なあに？　そんなに焦あせっちゃって」

「いいから早く返せ」

「ふふん♪」

　そこで美咲さんは含ふくみ笑わらいを見せた。

「おぉぃ!?　何する気だ？」

「べつに何もしないよ。ちょっと借りるだけ」

「借りる……って、そんな事してどうすんだよ」

「鷺宮くんの好みの女の子に近付く為に、ちょっとこの子を使って研究しようかなあーなんて」

「そんな研究はいらん！」

「いいからいいから、鷺宮くんは楽しみに待ってればいいだけだから」

「楽しくない！」

「ああそうだ。研究の際に足とか、もげちゃったらゴメンね」
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「ひぃぃ!?」

　冗じよう談だんじゃない。奇き跡せきと幸運で手に入れたひかりちゃんをそんな姿にさせてたまるものか。

　俺は美咲さんの手からひかりちゃんを取り戻そうと立ち上がって手を伸のばす。

　しかし美咲さんの体は丁度登校してきた彼女の友人の方へと振り向むいた時で、奪い返そうと伸ばした俺の手は宙を掴んだだけだった。

「あ、サッチー。おはよー」

　教室の入り口付近に気け怠だるそうにたたずむ三人組の女子の姿がある。先日の温泉旅行で途中合流する予定だった三人だ。

　典型的なギャルメイクと、ビッチ臭しゆう溢あふれる雰囲気を放っている彼女らに俺の体は自然と退いていく。

　で、向こうも美咲さんに気づいたらしく、

「ああ、おはよ」

　と返してくる。

　だけどそれだけで、旅行の事を話題に出すわけでもなく、なぜか素っ気無い感じ。

　美咲さんの方は当然、その事について話そうと彼女らのもとに近付いて行く。

　でもその時、タイミング悪く担任教師がやってきてしまった。

　今からＨＲホームルームだ。

　みんな席に着き始めてしまい、美咲さんも出しかけた足を引っ込めて、仕方なく自分の席へと着くのだった。




×　×　×




　ＨＲホームルーム後は、体育館で始業式だった。

　今はそれも終えて、教室に戻ってきていた。

　今日は授業も無く、これで学校は終わり。

　素す晴ばらしい。

　半日で学校が終わるなんて素晴らしい。

　毎日始業式だったらいいのに。

　そんな馬ば鹿かな事を考えながら帰り支じ度たくをする。

　今日はバイトも無いし、帰ったらゼクス三ざん昧まいだー。

　ワクワクしてきたところで大事なことを思い出した。

　そういえば美咲さんから、ひかりちゃんのフィギュアをまだ返してもらってない。

　あれだけは帰る前にきちんと回収しとかねば。

　そう思って美咲さんの席に目をやったのだが、すでにいなかった。

　まさか俺が支度しているうちに、もう帰っちまったのか!?

　教室内を見み渡わたしてみると何人かはもういなくなってるし、あり得ない話でもない。

　俺は焦って彼女の席に駆け寄った。

　机の横に荷物が無い。

　机の中を探しても、何も無い。

　これはマジで帰ったっぽいな……どうしよ。

　それともストーキングに備えて、すでにステルスモードに入ったのか？

　そんな事を考えていたら突とつ然ぜん、背中から声をかけられた。

「何してるの？」

「うおっ!?」

　驚いて振り向くと、クラスの女子が不思議そうに俺を見ていた。

　女子の机の中とかをジロジロ見たり嗅ぎ回っていたわけだから、俺は端から見れば不ふ審しん者。だからこの時の俺は必要以上に挙動不審になっていたと思う。

　でも美咲さんの前の席だと思われるその女子は忘れ物を取りに来ただけのようで、俺の行動を気にしている様子は無かった。

「い、いや……美咲さっ、じゃなくて、工く藤どうさんもう帰ったのかなーと思って……はは」

　焦りながら尋たずねると彼女は親切に答えてくれた。

「工藤さんなら屋上じゃない？」

「屋上？」

「彼女達のグループっていつもお昼のお弁当、屋上で食べてるみたいだから」

「でも今日は半日で終わりだからお昼とか……」

「ああそれはね、さっき彼女達がしゃべってるのたまたま聞こえちゃったんだけど、《マナミがいつもの癖くせでパン買ってきちゃったからみんなで食べよー》みたいな事言ってたからさー」

　なるほど、そういう事か。

　場所が分かってホッとしたところで、目の前の彼女がふと気になる言葉を呟つぶやいた。

「でも工藤さんってなんであのグループにいるのかなあ？」

「ん？」

　意味が良く分からず俺は首を傾かしげたのだけど、彼女は手を顔の前で横に振り、

「ああ、独り言。気にしないで。じゃ私はこれで」

　そう言って忘れ物を手にすると、さっさと教室を出て行ってしまった。

　俺は礼を言う暇ひまも無かった。

　どういう事だろうか？

　考えても答えが出るわけでもないので、俺は教えてもらった場所へ向かうことにした。




×　×　×




　教室を出て、そのまま屋上へと続く階段を駆け上がる。

　だが階段を上りながら、段々とその足取りが重くなる。

　このまま屋上に行って、そこであのギャル集団の前で「フィギュア返して」とか言うのはどうなんだろうか？

　思いっ切り馬鹿にされるのは目に見えている。

　でも違ちがうな。

　そんな程度で俺のひかりちゃんへの思いはブレないのだ！

　よし、行こう。

　再び軽くなった足で屋上へと出る。

　外は日差しが強く、結構な暑さだった。

　よくこんな所で飯が食えるなあ、と思いつつ辺りを見回す。

　誰もいない。

　おかしいなあ……。

　そう思った時だった。背後の方から複数の女子の声が聞こえてくる。

　彼女達は恐らく、俺が今上ってきたこの階段出口に真裏にいる。

　そうだよな。そっち側の方が日陰になってるから自然とそこへ行くよな。

　俺はひかりちゃんを返してもらう良い文句を考えながら裏側へと回る。

　何を言ってもあれこれ理由をつけて返してくれないだろうから、返したくなるような言葉を考える必要がある。たとえば、

「それ実は全然興味無いんだ」

　とか？　いや……これじゃ逆に「じゃあいらないね」とか言われそうだし、あとは……

「その人形は呪われている！」

　とか？

　あれ……？　これ結構いけそうじゃね？

　うん、手始めはこれだ。

　そう決めて、俺は彼女達たちのもとへ近付いた。

　すると、想像もしなかった鋭するどい口調が耳に入ってきた。

「いい加減ウザいんだけどー」

　この声は確かサッチーだ。

　ただならぬ雰ふん囲い気きに俺は咄とつ嗟さに物陰に入り、壁かべ際からそーっと向こう側の様子を探さぐる。

　そこには聞いた通りのメンバーが揃そろっていた。

　サッチーとその取り巻きの二人。そしてそれに相対するように立っているのが美咲さんだった。

　しかしこれって……和やかランチの空気ではないような気がするぞ？

　サッチー達三人は煙たそうな表情を浮かべ、美咲さんは一人、取り留めの無い感じでぼうっとしている。

　一体どんな状じよう況きようなんだ??

　判然としないまま様子をうかがっていると、美咲さんが恐る恐るといった感じで口を開いた。

「サッチー……？　何言ってるの？」

「聞こえなかった？　ウザいって言ってんの」

「そ、それってどういう??」

「これだけ言ってもまだ分かんないとか超どん感じゃん。今までスルーしてきたけどもう限界。いつもいつも金魚のフンみたくくっついてきてさぁ、ハッキリ言って迷惑なわけぇ。そもそもさぁ、あーし達って〝トモダチだったっけぇ？〟」

　そんなサッチーの問い掛けに美咲さんは動どう揺ようを隠せずにいた。

　ついでに言うと俺も戸と惑まどった。え？　違うの？　ってな感じで。

　落ち着かない様子の美咲さん。

　そんな彼女は細い声を絞しぼり出だす。

「で、でも……一緒に旅行に……」

　それはまだ言いかけた途中だった。

「「「ぷふっ」」」

　三人組が突然、我慢できずに吹き出したのだ。

　そしてすぐさまサッチーが、笑いを堪えながら言う。

「くっ、ぷふふっ、超ウケるんだけどぉ。みさみさー、あーたまだ気づいてないとかヤバくない？　あーし達、あの日旅行なんて行ってないしぃー」

「え……」

　不意を突ついた告白に美咲さんは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　その反応から彼女も理解しただろう事がうかがえた。

　あの日、彼女達と合流できなかったのは偶然じゃなくて必然だったのだ。

　電話口に出たサッチーは俺おれ達に話を合わせていただけでバーベキューなんて端からやってなかった。

　要するに、俺と美咲さんはサッチー達が考えた偽の旅行計画にのせられて、二人旅をしてしまっただけなのだ。（一応、雫しずくもいたけど）

　あの時に感じていた違和感は別の意味で当たってたってわけだ。

「にしてもぉ、よりにもよってあの鷺さぎ宮みやを連れてくるなんてねぇ……ぶふっ、ぶははははははっ」

　サッチーは腹を抱かかえて笑っていた。

　まあ俺はいくら笑われても構わないし、気にしないからいいんだけど。

　それより今は美咲さんだ。ずっと友人だと信じていた人間からこんな事を告白されて平然としていられるわけがない。

　取り巻きの二人もサッチーに同調してケタケタと美咲さんの事を嘲り笑っている。

「でも鷺宮ってヤバくない？　今日だって始業式で体育館行く途中、歩きながらヒッカリーンがどうのこうのってブツブツ独り言いってたし」

「うわっキモっ。っていうかヒッカリーンってなに？」

「さあ？　どうせ鷺宮のことだからロリコン関係じゃない？」

　そこで初めて知る事実。

　独り言を言っていたんだ……俺。

　それは確かにキモいね！

　しかしあいつらに俺の趣しゆ味みをどうのこうのと言われる筋合いは無い。

　くそう、文句言ってやる。

　美咲さんに対する仕打ちも酷ひどいし、それも併せて文句言ってやる。

　そう思って出しかけた足だったが、美咲さんの上げた声でその場に止とどまった。

「鷺宮くんのことを悪く言わないでっ！」

　彼女にしては珍めずらしい真しん剣けんな表情だった。

　鋭い視線をサッチー達に向けている。

「なあに？　どうしたの急に。あ、あれれー？　もしかして……鷺宮のことマジで惚れてるとか？　ありえなーい」

「えーうそー!?　ホントにー？」

　取り巻き二人は一いつ瞬しゆんだけ怯んだが、すぐに元通り。

　そしてサッチーが反撃に出る。

「じゃあ、あーし達もいい事したんじゃね？　だって鷺さぎ宮みやとみさみさのお泊とまりを用意してあげたのあーし達だし。でしょ？　でぇ、どうだったの？　ひと夏の思い出ちゃんとできたぁ？　くくくく」

「そ、そんな、そんなんじゃ、ななななくて……」

　美咲さんはすぐに赤くなってしまい、どう答えていいものか分からずモジモジとしている。

「うわぁ照れてるぅ、ウブすぎぃ。なら二人で仲良くやってれば？　あーし達にはもう関わらないでよね。あ、そうだ。ついでだからあの事もバラしちゃおっか」

　サッチーが含みを持たせた笑えみを見せる。そして――

「〝浦うら神かみ橋ばしのリボン〟」

　その単語が呟かれた瞬しゆん間かん、美咲さんの表情は驚きよう愕がくに染まり、まるで彫像のように硬直してしまった。

〝浦神橋のリボン〟それだけでは何の事やらさっぱり分からない。

　でも俺はすぐに分かった。

　浦神橋ってのは学校の近くに架かっている橋で、俺も登校時に必ず通る場所だ。そしてそこは入学式の日、美咲さんが川に落ちた場所でもある。

　俺はあの日、たまたま通りかかったそこで彼女が柵を突き破って落ちる瞬間を目もく撃げきしていた。そしてその柵にリボンが縛り付けてあったのも見ていた。

　美咲さんはそのリボンを取ろうと手を伸ばし、触ふれた途と端たん、柵が壊れて落下したのだ。

　しかしそんな所に縛り付けてあるリボンに普ふ通つうの人は興味を示さない。

　ということは美咲さんはそのリボンのことを知っていたという事だ。

　恐らく、それは美咲さんの持ち物？

　それにしてもリボンの存在は実に不自然だ。そして何よりもそのリボンの事を知っているサッチー達はもっと不自然だった。

　ってことは――

「この意味分かるよねー？」

　そう聞いてきたサッチーの表情は愉悦に満ちていた。

　――そうか。

　美咲さんが川に落ちたのはサッチー達の企てだったって事か。

　勝手に拝借したのか、美咲さんが貸したのかは分からないが、彼女のリボンを通学路であるあの橋の柵に縛り付け、老朽化していた、又は細工した、触れただけで壊れてしまうような柵の前に美咲さんが立つように仕組んだ。

　それが分かると温厚な俺もさすがにきちゃったわけで。

　気がついたら物陰から彼かの女じよ達たちの前に飛び出していた。

「おい、お前ら」

「うわっ、鷺さぎ宮みや!?　なんであーたがここにいんの？」

　サッチー達は突然の闖ちん入にゆう者しやに分かりやすく驚いていた。

　美咲さんは想定外の俺の登場に目を丸くしている。

　だが俺はそんな彼女達と正反対に落ち着いた口調で言う。

「あー……それはひかりちゃんのフィギュアを返して貰いに……っと、そうじゃなくて」

「はあ？　何言ってんの？」

　ゴホンッ……ちょっと仕切り直し。

「実はさ、俺、あの橋で例の現場を見てたんだよね」

「なっ……まさか今の話、盗み聞きしてたの？」

　サッチー達は一瞬だけ怯んだような表情を見せたが、

「だから何？」

　とすぐに元の表情に戻る。

　こいつら本当に自分達が何をしでかしたのか事の重大さを全然理解してないんだな。

　そこでふと俺は、サッチー達三人組が屋上のフェンスに背中を預けて立っている事に気が付いた。

　むふ……これは使えるかもしれないぞ。

　いいこと思い付いちゃった俺はニヤけた顔が表に出るのを我慢しながら言う。

「じゃあ同じ目に合ってみるといいよ」

「は??」

　当然彼女達は何の事やらさっぱりと言った表情を見せた。

　そんなふうに安心しきっている彼女達に向かって、俺はある事を告げる。

「いやね、そういえばそこのフェンス、随ずい分ぶん前から錆び付いててぐらぐらしてたなあーってのを急に思い出してね。あっれー……ちょっと三人とか耐えられるかなあー？」

「「「!?」」」

　刹せつ那な、サッチー達は瞳ひとみを大きく見開いた後、フェンスから逃にげるようにコンクリートの上を必死で這はう。

　その姿は少し滑稽でもあった。

　しばらくして、俺おれが視線を向けていることに気づいたサッチーは、醜態を晒した気まずさからなのか、

「いっ……行こう」

　と取り巻き二人に告げて、居心地悪そうに屋上から退散して行った。

　一応言っとくと、フェンスがぐらついてたとか嘘うそだから。

　サッチー達がいなくなった後、この屋上には俺と美咲さんだけになっていた。

　でも彼女は何もしゃべらないし、燦さん々さんと日が照りつけるこの場所で静かな時間が流れてゆくだけだった。

　そこで俺は、ふと思い出したように美咲さんに向かってこう言った。

「そういえばさ、ゼクスでまり緒おとコーリングカード交換してなかったよね？　今度交換してよ」

「……え？　コーリングカード？」

「そう、フレンドリストに登録できるやつ」

「それ……って？」

「だって友達でしょ？」

　ずっと俯き加減だった美咲さんは、そこで初めて顔を上げた。




×　×　×




　通学路を美咲さんと一緒に自転車を転がしながらトボトボと帰る。

　そろそろ家の近くの商店街に差し掛かろうという所だったが、ここまで特に会話らしい会話も無く、美咲さんも落ち着いてはいるもののいつもの調子とは言い難い雰囲気だった。

　どうすりゃいいんだこれ……。勢いで友達とか言っちゃったけどなんか不味まずかったのだろうか？

　そんな事を考えながら商店街を進むと、丁度俺のバイト先である喫きつ茶さロープレが見えてきた。

　そうだ、ここはロープレに寄ってケーキの一つでも奢おごってあげよう。女の子は甘いモノで元気になるって誰だれかが言ってたような気がするし。

　俺は店の前で足を止めると、美咲さんに向かって言う。

「ケーキ食べてかない？　俺が奢るよ」

　すると彼女はほんの一瞬だけ驚おどろいた顔をして、すぐにくすりと笑った。

　なんだ？　俺、間ま違ちがったこと言った??

　でも彼女は、戸惑う俺の前で素直に首を縦に振った。

　ちょっと安心して、二人で店に入る。

　見慣れた店内はひっそりとしていた。

　相変わらず客の入りは少ない……というか誰もいなかった。

　それだけならまだいい。客だけじゃなく……店主までいなかった。

「ちょっとマスター？　おおーい」

　カウンター奥おくに向かって呼んでみても出てこない。

　なんだよもう……。

　これはきっとあれだろう。お客さん来ないからって奥の座敷でゲームに耽ふけっているに違いない。集中してると声聞こえなくなる人だし。プレイしてるのがＥＳＧを使うフルダイヴ型のゲームだったら尚なお更さら聞こえないだろう。

　諦めて勝手に席を借りることにする。

　ケーキと紅茶を用意して、窓際の席に美咲さんと向かい合って座る。

　しょんぼりした様子の彼女はしばらくそのまましゃべらなかった。いつもの騒さわがしい彼女からは考えられない姿だったが、無理もない。

　あんな事実を知らされたら、俺だって元気が無くなる。

　席に着いて十数分が経過した。

　そこでふと美咲さんが口を開く。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう」

　しっとりとした瞳の上に長い髪かみが数本かかる。

　そうした普ふ段だんと違う素直な雰囲気に、僅わずかばかりドキッとさせられる。

　彼女は淡い笑え顔がおを作り、

「なんか……格好悪い所見られちゃった」

「いや、そんな事は無いと思うけど」

　俺がそう言うと、彼女はテーブルに視線を落としたまま言葉を続ける。

「美咲もどこかで本当の友達じゃないって分かってたんだ、きっと。なんとなく彼女達のグループの傍そばにいて友達のような気分になってたのかも」

「たとえそうだったとしても、あいつらはやり過ぎだ。それに友達なんか無理に作らなくてもよくないか？　俺だって友達らしい友達はいないけどリアルは……というかヴァーチャルは充実してるし」

　なんか説得力無いこと言っちまった。

　でも美咲さんはなぜだかそれで納なつ得とくしてしまったようで、うんうんと頷いている。

「そうだね、美咲には鷺さぎ宮みやくんがいれば十分だもの。さっき《友達でしょ》って言ってくれたのすごい嬉しかった。そうだよ、うん、〝そうだった〟」

　ティーカップの中に映り込む彼女の顔は、紅茶よりも紅く染まっていた。

　そして――何かを思い出したのか、不意に表情が綻ほころぶ。

「でも懐なつかしいね。美咲達たち三人って、昔は〝いつも一緒だった〟もんね」

「え？」

　何かおかしな単語を聞いたような気がするが……。

　一緒だった……って何？　というか三人って？

　どういうこと??

　そう聞こうと思ったのだけど、美咲さんが急に席を立って俺の隣となりに座ってくるもんだからそれどころじゃなくなった。

「ちょっ、何してんの!?」

「だってー美咲達って友達同士でしょー？　だったらーこうするのも当たり前じゃない」

　そう言って彼女は自分の頭を俺の肩かたに預けてこようとする。

「んな事する友達はいねえ！　完全に友達の意味履き違えてるだろ！」

「そんなこと無いよー。だってあの時だって友達だから美咲のこと助けてくれたんでしょ？」

「あの時って何だよ」

「もーう、入学式の時の事だよー」

「……うっ」

　美咲さんが艶つややかな目で見てくるもんだから、俺は色々と思い出してしまって息が止まりそうになる。

　入学式のあの日、川に落ちた美咲さんをたまたま目撃した俺は、気が付けば無心で助けに向かっていた。川から引き上げた彼女は意識が無く呼吸も停止していて、誰が見ても一刻の猶ゆう予よも許さない状態だった。なので俺はこういう時の適切な対処法である〝人工呼吸〟を美咲さんに行ったのだ。

　別にやましい気持ちとか全然無かったんだよ？　いやホントに。

　緊きん急きゆう処置としては間違ってはいないだろうし、何よりも人の命がかかってるんだから。

　その甲か斐いあって彼女はすぐに息を吹き返した。

　でもそれは――俺にとってのターニングポイントだった。

　ただの人工呼吸だったのに、特に意識したわけでもないのに、それがきっかけで俺は自身の中にある女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを認にん識しきしてしまったのだ。

　幼よう稚ち園えんから先、ずっと男子校だったからそんな体質が自分の中に眠ってるだなんてまったく気づいてなかったってわけ。

　おかげで意識を取り戻した美咲さんの横で、救助した俺が意識を失うという、どっちが要救護者なんだよ！　ってな状況が起きていた。

　女子が周囲にいない環境が長かったからリアル女子耐性は元々低いんだけど、それ以降は更さらに女子を意識してしまうようになってしまったのだ。

「友達じゃなかったら助けないとか、俺はどんだけ非情な奴やつなんだ？　ってか、あの時はまだ俺と美咲さんは友達じゃ――」

　俺がしゃべってる途中だってのに美咲さんは構わず言葉をかぶせてくる。

「でも美咲、とっても嬉しかったんだよ？　運命を感じちゃった。だからもう、ずっと一緒にいたいって気持ちが止められなくなっちゃったんだー」

　美咲さんは紅潮した顔で俺の事を見み詰つめてくる。

「それに美咲の初めてを奪った人なんだから責任取ってもらわないと」

「責任て」

「責任は責任だよー？　結けつ婚こんとか？」

「かなり端折はしよったな！」

「なんだか不満そうだね？　なんならあの時のようにもう一度…………してもいいんだよ？」

「どんな流れだよ！」

　少し上目遣いになった彼女は、人差し指を自身の唇くちびるに当て意味ありげになぞる。

　柔やわらかくて艶のある紅こう唇しんが指の圧力で僅かに沈む。

「!?　あ、あれはただの人工呼吸だろ？　そもそもそういう意味のものじゃ……」

「でもー、唇と唇が触れたっていう事実には変わりはないと思う」

「そうだけども！　でもなんか違うだろ！」

「いいじゃない。もう一度同じ事したらショックで例の体質治っちゃうかもよ？」

「そんな都合の良い展開あるわけねえ！　っていうか……そんな事言うってことは、治ち療りよう法ほう知ってるって言ってたのは嘘か！」

「嘘かどうかは試ためしてみれば分かるよ」

「やっぱ嘘じゃねえか！」

　だまされた！　盛大にだまされた！

　くそう、ちょっと期待しちゃってたじゃないか。

　俺が悔しさに涙なみだしていると、いつの間にか美咲さんの顔がぐぐっと俺に近付いてきていた。

「ちょっ!?　おいっ」

　俺は仰け反って、ソファーの上に寝ね転んでしまった。彼かの女じよはその上から覆い被さってくる体勢だ。

「ちゅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

「やめれええええ」

　俺の悲鳴が店内に木こ霊だまする。

　姫ひめやリコッタ、そしてましゅーとその……キスしちゃった時のあの感覚を思い出す。

　そりゃ……柔らかくて気持ちよかったけど……でも、その後に襲おそってきたバットで後頭部を殴られたかのような衝しよう撃げきはそう何度も体験したくない。

　だから、ここは絶対に逃げ延びねば！

　背に腹は替えられないと思った俺は、ぐっと堪こらえてのしかかってくる美咲さんの肩を掴つかむ。そのまま反転して逆に美咲さんをソファーの上に押おさえ付けた。

　これだと端はたから見ればまるで俺が美咲さんを襲っているように見えるけど、そこは大丈夫。

　ここからサッと手を離はなして、サッと後ろに下がればそれでＯＫ。

　なので俺は素早く身を退いた。そしたら――

　足あし下もとが今日に限って妙みようにツルツルとしていて、退いた勢いで滑ってしまった。

　なんでこんなんなってんの!?　と思ったら、そういやこの前バイト中に、この辺一帯をピカピカになるまでモップ掛がけしたなーなんて事を思い出した。

　これって自爆？

　しかも当然というか、案の定……そのヘマで俺は美咲さんの体の上に転んでしまい、あろう事か唇と唇が……。

　そいつはテーブル上にあるケーキスポンジよりも格段に柔らかくて、甘い。

　もの凄く近くにあった彼女の顔は火ほ照てっていて、とろけるような目をしていた。

　もうやだ、こんな現実リアル。

　頭がクラクラとしてきて意識が遠退きそうな、そんな時だった。

　ガタッ

　俺達が倒たおれ込んで折り重なっている前の席から人が立ち上がったのだ。

　やべっ、お客さんいたのか!?　ソファーの背もたれに頭が隠れていて気づかなかった。

　でも背もたれくらいで隠れてしまうなんて、相当小柄な人物だ。

　ここから見える後ろ姿は、長い耳の生えたフードをかぶった頭だけ。

　って、これは…………雫？

　確信を抱いて立ち上がろうとした時にはもう遅かった。

　彼女はそのまま席を離れ、こちらに目を合わせないようにして俺達がいるテーブルの横を駆け抜ぬけてゆく。

「あっ……まっ」

　止めようとしたが雫は振ふり向きもせず、そのまま店を出て行ってしまった。

　これは絶対、美咲さんとキスしちゃった現場を見られた……。

　違う、違う、これは事故なんだってば！　言うなれば人工呼吸の時と同じようなレベルなんだ。

　というか、俺はなんでこんなに言い訳に必死になんだ？

　良く分からないけど、俺の心が言い知れぬ不安に包まれたのは確かだった。

　とにかく今は雫を――。

　だが彼女を追いかけようにも、目の前はすでにホワイトアウト寸前。

　なんとか立ち上がって入口の方に手を伸ばしたんだけど、すぐに後頭部を殴られるような衝撃が襲ってきて俺の意識は完全に途と絶だえた。
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　ちなみに言うと、美咲さんともう一度キスしても俺の体質は治ってなかった。

　当たり前だけど……。







＃06【新世界が思いの外ヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　今日も今日とてゼクスライフ。

　夜の帳が降りた頃ころ、ログインした俺が降り立った場所は高原地帯の麓ふもとにある小さな村だった。

　村の中に一いつ般ぱんプレイヤーの姿はほとんど無い。それはこの付近にそれほど重要な狩かり場やイベントポイントが無いからだ。だからこの村は拠きよ点てんになりきれず閑散としていた。

　ＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターがぽつりぽつりと通りに立つ村を一人で歩く。

　俺の周囲にギルメンの姿は無い。

　彼女らはどこにいるのかというと、先日レア食材を取りに入った迷めい宮きゆうにまだいた。

　せっかく来たんだから食材だけでも先に手に入れといて損は無いんじゃ？　料理スキル上げはその後でも問題無いし。

　っていう考えのもと迷宮にチャレンジし続けていたのだ。

　俺はＭＰ回復アイテムとか諸々の消費アイテムが尽きたので、補給の為ために一人この村まで帰ってきていた。

　迷宮から村までのフィールドはソロでも俺のレベルなら安全に通ってこられる。彼女らに手間はかけさせまいとそうしたのだが、村に着いてアイテムを粗あら方かた揃えたら急に面めん倒どうになってきてしまって……昨晩はそのままログアウトしてしまったのだ。

　だからイン早々にメンバーからどやされた。

《ちょっと、なんで村に帰ったまま戻もどってこないわけ》

　耳に装備したギルドピアスから姫ひめの苛いら立だった声が聞こえてきた。

「ごめん、ごめん」

《楽勝のモンスターしかいないっていっても回復役がいないと安心して戦えないわ》

《それにリエルがいないと暇にゃりよー》

　この甘ったるい感じの猫ねこ言葉はリコッタだ。

　そこへましゅーも割り込んできて不満を漏らす。

《この迷宮にもだいぶ慣れてきちゃいましたしー、レア食材もなかなか出なくて戦せん闘とうも作業的になっちゃってますからねー。リエルちゃんがいないと刺し激げきが足りないですー》

「刺激って……人を唐辛子やワサビみたいに言わないでよ」

《だとしらアレだね。しゃりとネタがまり緒おで、リエルを挟み込むーみたいな》

「なんで上も下も!?　って、そうじゃなくて！」

　人の言葉に乗っかって、しょうもない事を言い出したまり緒。

《馬ば鹿かなこと言ってないで、そろそろ戻ってきなさいよ》

　そう姫が急かす。

　馬鹿なこと言ってるのはまり緒なんだけどね。

《正直ちょっと火力が足りなくて心配なところもあるし》

　姫が不安がる理由。

　それはギルドメンバーのリストを見れば分かる。

　メンバーのアバター名が並ぶ中で、雫しずくの名前がオフラインを表すグレーの文字で表示されている。彼女がいないということは前衛の攻こう撃げき力が大幅に下がってしまっているという事なのだ。

　雫はここ数日、ゼクスにログインした気配がまったく無かった。

　正確に言うと、先日ロープレで美み咲さきさんとのキス現場を目撃されてしまってから一度も。

　いつも欠かさずゼクスをプレイしていた彼女にとって、これはとても珍しい事だった。

《それにしても雫ちゃん、どうしたんですかねー？　ピザ食べ過ぎてお腹壊しちゃったんですかねー？》

《どうせあたし達が苦労してレア食材を手に入れた頃にひょっこりやってくるでしょ》

　ましゅーと姫はそんなふうにお気楽な感じだった。

　リコッタとまり緒も同じで、雫が数日インしてこない事についてはそれほど気にしていないようだった。

《とにかく準備が整い次第早く戻ってきて。普通のモンスターはどうってことないけど、さすがにボス戦は不安だから》

「了解。もう準備できてるから今から出るよ」

　俺は姫にそう告げて、すぐに村を出た。




×　×　×




　村から旅立ち、高原地帯へと続く緩やかな丘おかを登って行く。

　ここで俺が転移魔ま法ほうを覚えていたら一瞬で戻れるのになあ、とちょっと歯は痒がゆい感じになる。

　せめて転移門ゲートが近くにあったら良かったのにそれも無い。

　仕方がないので地道にメンバーのいる迷宮目指して歩く。

　歩き初めて数分。

　開けたフィールドからまばらに木々が繁った林に差し掛かった時だった。

　前方の低木がゴソゴソと揺れて、そこから影かげが二つ飛び出した。

　最初はモンスターかと思ったのだが、良く見ればプレイヤーだった。

　一人はパープルピンクの装備で身を包つつんだ、緑髪の少女。

　そう【メルルーナ】ちゃんだった。

　もう一人は全身をフルプレートの鎧で固め、表情までもが鉄の仮面でうかがえない。背中には仰ぎよう々ぎようしいマントまである。これはＧＭゲームマスターだけが身に付けることを許された、いわゆるＧＭ専用装備というやつだ。

　そのＧＭの頭上には【ノイエヴェルト】というアバター名が浮ういていた。

　このノイエという名前には覚えがある。

　以前、王都中央広場で【Ψ喰羅雨怒クラウドΨ】とか【☆ＭＡＳＡＣＨＩ★】とかいう痛い奴らに俺と姫がからまれた事があって、その時に駆け付けてきてくれたＧＭの名前がそんなんだったはずだ。

　なぜメルルーナちゃんが彼かれと？　しかもこんな所で何をやってるんだろう？

　そんな疑問をそのまま彼女らに向けてみた。

「あれ？　メルルーナちゃん、こんな所でどうしたの？　ＧＭさんまで連れて」

　普通に尋たずねたはずだけど、なぜかメルルーナちゃんは企たくらみに満ちた静かな笑みを返してくるだけで、何も言葉を発しなかった。

　彼女の隣で黙しているノイエに至っては、どんな表情をしているのかさえ分からない。

「あ、あのー……」

　俺が困り果てていると、ようやくメルルーナちゃんがポツリとしゃべり始める。

「くくくく……いよいよこの時がやってきましたね、リエルさんっ☆」

「えーと……話が全然見えてこないんだけど？」

「ヴァチャ充じゆうですよ。ついにヴァチャ充になる時がやってきたのです☆」

「え？　ヴァチャ充って、メルルーナちゃんがずっと言ってた〝ヴァーチャルが充実〟っていうあれの事？」

「そうです、そのヴァチャ充です。さあリエルさんの持っている【暁天の鍵デイブレイク・キー】をここに出して下さい。私が持っているこの【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】と合わせるのです」

　メルルーナちゃんの手にはハート形の錠じよう前まえがあった。

　その錠前はこの前、竜騎士ドラグーンの【ナルミ】と戦った時に彼女が持っていたのを見た。

　メルルーナちゃんはその時、錠前の力で俺のアバターを騎き士し様に強制アカウントチェンジさせたのだ。

　あの出来事もそうだけど、最近では他ほかにもメルルーナちゃんの事を信用できなくなるような言動や行動が多々あって、今では彼女が何を考えているのかさっぱり分からなくなっていた。

　また会うことがあったら聞こうと思っていた事が山とあったんだけど、いざ目の前にしてみるとどこから尋ねたらいいものやら分からなくなる。

　とにかく言えることは、彼女の言葉の裏には必ず何かがあるということだ。

　今、メルルーナちゃんが手にしている逢魔時の錠前ピリオド・ロツクにしてもそう。

　以前はそれを一いつ緒しよに探しに行こうとか俺を誘っておきながら、すでにこうして手にしている。最初から持っていたんじゃないのかと疑うのも無理はない。

「なんの意図があってこんな事するの？」

「ん？　なんの話ですか？　私はリエルさんの持っている鍵を出していただきたいと、そう言っているだけですよ」

「だからってハイそうですか、なんて出来ないよ。メルルーナちゃんの言ってる事には嘘が多すぎる。ヴァチャ充だのなんだのって、どうせそれも嘘なんでしょ？」

「あらあらあらー、そういう事言うリエルさんはあまり好きではないですよ？　でもヴァチャ充になれるってのは本当の事です。まあとにかく詳くわしいお話は鍵を開けてからにしましょう」

　冗じよう談だんじゃない。これ以上、意味の分からない事に荷担させられてたまるか。

　俺はアイテム管理画面を開き、暁天の鍵デイブレイク・キーをタップする。

　すぐに手の中に現出するキー。

「これが必要なら返すよ。何かするのならそっちで勝手にやって」

　俺は手に持った鍵をメルルーナちゃんに差し出した。

「そうですか。ならば勝手にやらせてもらいますねっ☆」

　そう言った彼女は逢魔時の錠前ピリオド・ロツクのアイテム使用画面を開いて、何かの効果を発動させたようだった。すると途端に――

「っ!?」

　俺の持っていた鍵が勝手に彼女の錠前に引き寄せられる。手を離せば済むことだが、なぜか指が鍵から離れない。

　そのままメルルーナちゃんが待ち構えている場所まで進まされて、あろうことか鍵穴にキーが刺さってしまった。

　鍵が回り、カチャリと解錠の音を立てる。




《ノイエヴェルト新世界プログラム起動。全プレイヤーの神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスを〝リエル〟へリンク。フィードバックエンハンサー始動》




　意味不明なシステム音声が流れると同時に、手元の錠前と鍵が光の粒子となって霧散する。

　メルルーナちゃんはというと、それで役目を終えたとばかりに後ろへ退いていた。

　残された俺の目の前には、空中を四角く切り取ったような扉とびらが現れる。

　それは騎士様へアカウントチェンジする時の例の扉に似ていたが、それとはまったく別物だということがすぐに理解できた。

　だって明らかにいつもと大きさが違ちがったし、おどろおどろしい装飾が施ほどこされた柱や格子があって扉というよりも門に近かったから。

　そしてそこにある門扉が開かれると、中から物凄い力の引力を感じた。

　じわじわと地面を滑り始める俺の足。

　これは……門の中に引きずり込まれようとしてる!?

「っく、ぐぬぬ、な、なにこれっ!?」

　見れば門の向こう側にはブラックホールのような闇が口をあけて待っている。

　あの中に入ったらまずい！　ヤバイ！

　本能的にそう感じた。

　でも抵抗する術すべなんて持っていないし、ただ必死に踏ふん張って抗うだけだ。

　それだってそう長くは続かない。

　もうこれ以上は無理……。

　そう思った時だった。

　堪えていた体が急にフッと軽くなったのだ。

　なんでだ？

　それは俺の体を支える者がいたからだ。

　それは――

「しっ、雫!?」

　いつの間にか現れた彼女は、俺の腹を抱きかかえるように支えてくれていた。

　なんだ、いつものようにちゃんとインしてきたんだ。

　と安心したいところだったが、今は状じよう況きようが状況だけにそうもいかない。

「どうしてここに!?」

「そんな事は今はどうでもいい。それより、すあまを頼たのむ」

「え、すあま？　なんですあまぶぉおわはぁあああっ!?」

　こんな時になんで使し役えきモンスターの事なんか言い出したんだろうと思った矢先だった。

　俺の頭にそのすあまが体当たりをかましてきたのだ。

　あまりの衝撃に俺は吹っ飛ばされて転倒。

　何すんだ!?　ってな感じで文句の一つでも言おうとすぐさま立ち上がったのだが、そこにはもう雫の姿は無かった。

　視界の中にあったのは閉じゆく門があるのみ。

「まさか雫……身替わりに!?」

　なんてこった！

　手を伸のばすがもう遅おそい。門扉が完全に閉まるとまるで煙のように消えてしまったのだから。残されたのは元からあった林の中の風景だけだった。

「予定外のものを取り込んでしまったようだが、安定しているので良しとしようか」

　茫ぼう然ぜんとしていた俺の耳に男の声が入ってくる。

　それはここにきて初めて口を利いたノイエの声だった。

「どういう事？　雫は？　雫はどうなったの??」

「彼女は私が求める新世界の礎いしずえとなったのだよ」

「いや意味が分かんないんだけど。あんたＧＭなんだからゼクス内の事については把握してるはずでしょ？　もっと分かりやすく教えてよ」

　ノイエは鉄仮面の下で微かすかに笑ったように思えた。

「確かにこの姿はＧＭだが、これの方が色々と都合がいいのでな。ただそれだけのことだよ」

　つまり、どういう事だってばよ。

「まあいい、詳しく説明してやろう」

「そうしてくれると助かる」

「一番分かりやすい言葉を使って一言でまとめると今起きた一連の現象によって〝この世界は本当のゼクスヴェルトになった〟という事だ」

「もっと意味分かんなくなったんだけど？　それと詳しく説明するとか言っておきながら、一言でまとめるってどういう事!?」

　この人はまともな人かと思っていたけど、そうでもないようだ。

　というかメルルーナちゃんとこうして一緒にいて、しかも目の前で起きた出来事を傍ぼう観かんしてるっていう時点で二人はぐるなのだ。

「面めん倒どう臭くさい奴だな」

「すみませんね」

「ではもっと噛かみ砕いて説明するとだな、雫の尊い犠牲によってこの世界は元の世界に戻る事ができたのだ。実はこのゼクスヴェルトの世界がリアルで、今までリアルだと思っていた実世界の方がヴァーチャルだったのだよ」

「な……んだって!?　って、いくらなんでもそんな訳ないでしょ！　それだとこの頭上のＨＰバーとかゲームっぽいシステムとか説明付かないし」

「チッ」

「ああ、今舌打ちした！　面倒だからって適当な嘘うそ吐ついて丸め込もうとしたでしょ？　だからって無理がありすぎるよねそれは」

「確かに言い過ぎた感は否めないな」

「認めちゃった!?」

「しかし、まったく嘘という訳でもない」

「??」

「今、このゼクスにログインしている全プレイヤーが〝本気でこの世界が現実リアルであると信じ込んでいる〟のだからな」

「はい？」

　物分かりの悪い俺にノイエは少し苛立ったようだった。

「現在このゼクスでは、リエルの……というか結果、雫になってしまったのだが……リアルを嫌きらう拒絶的な精神波をＥＳＧを介して全すべてのプレイヤーにフィードバックしている状態にある。そして錠前と鍵はこのフィードバックプログラムの発動装置でもあったわけだ。その影響でプレイヤーはこの世界が現実であると信じ、振る舞っている」

「そんな事が本当に出来るの……？」

「ああ出来る。プログラムによってリアルを拒絶する思いを増幅しているからな」

　そこでノイエはふと考え込むように顎あごに手を当てる。

「しかしこんなハプニングが起きようとは……。女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを持つリエルがこの計画に打って付けの存在だったのだよ。本来ならばリアル嫌いになったリエルにこの世界を安定させる為の核コアになってもらうはずだったのだが……邪じや魔まが入ったことによって別の者を核コアとして取り込んでしまった」

「それって……」

「そう、あの門の向こうが核コアが格納される場所だった。だが、済んでみれば意外にも安定器としての役割を果たしているようだ。彼女もリエルに退けず劣らずリアルを嫌っていたらしいな。今までコツコツと準備してきた私達たちがアホみたいだが、これはこれで嬉うれしい誤算という事で良しとしよう」

　ここまでの話、にわかに信じがたい感じだったが、虚言にしてはもっともらしいような気もする。それにあの門の向こうは直感的にヤバそうな雰ふん囲い気きがしたし、あそこに吸い込まれてしまった雫のことも心配だ。

　なのでもう少し突っ込んで探ってみることにした。

「そうは言うけど、さっきから周りを見み渡わたしてみても以前となんも変わってないように見えるんだけど？　本当にあんたが言ってるような事が起きてるの？」

「ふん、まだ信じて貰えないようだな。ならギルドのメンバーに連れん絡らくを取ってみるといい。それですぐに理解できるはずだ」

　彼が自信たっぷりに言うので俺はギルドピアスに手を当て、メンバーを呼び出してみる。

《どうしたの？》

　最初に聞こえてきたのは姫の声だった。

　さっきまでこのピアスでしゃべっていた時とさほど変わった様子はない。

　ちょっと安心する。

　やはりノイエが言ってた事ははったりだったんだ。そう結論付けようとした時だった。

《リエル、何してるの？　早く戻って来なさいよ！　迷宮に巣くっているモンスターを殲せん滅めつするのが今のあたし達に課せられた任務でしょ》

「え？」

　彼女のちょっと強めの口調に戸惑う。

　するとそこへリコッタが、

《そうにゃん、これ以上奴らの王都への侵攻を許すわけにはいかないにゃん》

「侵攻って……ストーリー上はそうかもしれないけど、うちのギルドは今、レア食材を狙ってる途と中ちゆうだったよね？」

《何を言ってるにゃりか？　リエル、今はそんな時じゃないにゃん》

　とかおかしな事を言い出した。そしてましゅーもいつもの間延びしたようなしゃべりから、若干はきはきとした感じになっていた。

《そうですよ、世界の危機に何をのん気ことを言ってるんですか。今は〝６ゼクス〟の大陸と種族が力を結集させ、魔物を退けようと必死になっている時ですよ？　高級食材なんて世界が平和になってからゆっくり食べればいいんです》

　ここまでみんながそういう感じだと、当然まり緒にも変化があって然しかり。

《きっとリエルはいつ終わるとも知れない長い長い魔物との戦いに疲れちゃったんだよ。ちょっと逃避したかっただけなんだよね？　まり緒、その気持ち分かる》

「べつにそういった訳じゃないんだけどね……」

《いいんだよ、まり緒もそういう時あるから。まだ魔物と戦う戦士として未熟なまり緒が、歴戦の勇者であるリエルに言うことじゃないけど》

「いつ歴戦の勇者に!?」

　最後に姫が切羽詰つまったような口調で言ってくる。

《とにかくこれ以上、近きん隣りんの村々に被害を増やしたくないわ。今回の任務でこの迷宮のモンスターはすべてあたし達たちの手で駆く逐ちくする。いいわね？》

「え……あ、うん」

　彼かの女じよの勢いある言葉に押され思わず返事をしてしまった。

《じゃあ待ってるわ》

　それでピアスの光は消えた。

　俺おれは一拍間を空けて落ち着く。

　彼女達のあのしゃべり、冗談でも演技でもないんだろうなー。

　何にせよ、プログラムの影響ですっかりゼクスヴェルトの住人になっていることは確かっぽい。

「これで信用してくれただろうか？」

　ノイエは自信たっぷりな口調だった。

　俺はその言葉にはあえて応えず、こちらから尋ねる。

「そもそもこんな事して何が目的なの？」

　彼は少し溜めて、

「目的？　それは前にも話した通りヴァチャ充になることだ。くだらないリアルにはおさらば。そして私が望む本物のファンタジー世界で勇者王となるのだ。そして、王の横には必ず美しい姫君が。そう、それは〝本物のリエル〟」

「え……それってもしかして……」

「愛しているよ、リエル！」

「ちょいまてい！」

「君はこの世界にいてこそ輝く」

　俺は両手を広げて飛び付いてくるノイエを足あし蹴げにする。

　当たった鎧が硬質な音を響かせた。

「ああっ、いいっ！」

「変な声出すなっ!!」

「ふぅ……本当ならば大事に閉じ込めたところで、じっくりと愛してあげる手筈だったが、これもまた有りだ」

　ノイエと共に狭せまい空間に閉じ込められた事を想像すると悪お寒かんが止まらなくなった。

　そこで俺は〝閉じ込める〟という言葉に引っかかった。

　そうだ、所詮この世界はゲームなのだ。彼が言うようなプログラムがあったところで、みんなログアウトすれば意味を成さない。誰だれも他人の意志でヴァーチャル世界に閉じ込めることなど出来ないのだから。

　俺は鼻で笑った。

「ふっ残念だったね、ノイエ」

「ログアウトすれば――と言いたいのだろ？」

「……え」

　俺が言おうとしていた事はすでにノイエに悟られていた。ということは……

「残念だが、それはなかなか難しいかもしれない。プレイヤー達はみんなここを現実リアルだと思っているのだから、そもそも皆みなの中にログアウトという概念が無いのだよ」

「……なっ!?」

「まあリエルが他人のログアウト処理を手伝ったり、無理にＥＳＧを取り払ったりすればログアウト自体は出来るだろう。でもそんな事をすればリアルに戻った途と端たん、現実世界が二重に存在すると錯覚して精神が混乱、異常をきたすのは必然だろうな。下手すれば精神崩壊を招くかもしれない」

「そ、そんな……」

「ちなみに暁天の鍵デイブレイク・キーと逢魔時の錠前ピリオド・ロツクに触ふれた事のある私とそこにいるメルルーナ、そしてリエルはフィードバックプログラムの影響を受けないから自らの意志でログアウト出来るがな。しかし雫という核コアが存在する為、世界はそのまま継けい続ぞくする。自分だけリアルに戻るという事は可能だが、そんな薄情な事をするようなリエルではあるまい？」

　じんわりと手の平に汗あせが噴き出たような気がした。

　なんだこれ……結構ヤバイ状況なのか？

　それって、みんなずっとこの世界で生きて行かなければならないって事だろ？

　そりゃあ、そんな日が来るのを願った事もあった。

　けど、俺の居たいゼクスはこんな世界じゃない。

　一体、これからどうすりゃいいんだ？　なんとかしなくちゃ。

　そんなふうに思考を巡らせ始めた時だった。

「こんなの聞いてない」

　今まで黙していたメルルーナちゃんが突とつ然ぜん口を開いたのだ。

「フィードバックは私達だけに起こるはずじゃなかったの？」

　ノイエに向かって問うた彼女の表情はいつになく真しん剣けんで、口調も少し大人びたように思えた。

　対して彼は蔑さげすみを含んだような口調で答える。

「お前が勝手にそう思い込んでいただけだろう」

「そ、そんな……」

　ノイエの一言で、メルルーナちゃんが愕がく然ぜんとしているのが見て取れた。

　彼らの間でどういうやり取りが為されていたのかは分からないが、今ここでいざこざが起きていることは確かだ。

「さて、私は次の準備をしなければならないので、これで失礼するよ」

　俺達の前で唐とう突とつにそう言い放ったノイエは、転移魔法のエフェクト光を周囲に撒き散らしながら早々と消えて行ってしまった。

　残されたのは、ぼんやりとしたまま立ち尽くすメルルーナちゃんと――俺。

　そして足下には、雫が置いていったすあまが不思議そうにこちらを見上げていた。




×　×　×




　ゼクス内メールを確かく認にんすると、フィードバックプログラムが発動する前に送られたと思われるメールが届いていた。




［件　名］約束だから

［差出人］まり緒

［宛　先］リエル

《一応、一緒に旅行に行ってくれたから……もう一つの方の約束は守るよ。

　……なんかフェアじゃないしね。

　まり緒がユーグの事を知ったのは雫の携けい帯たいとＰＣだよ。

　まり緒が言えるのはそれだけ。

　じゃあね》




《Wait till next login!!》







あとがき







　こんにちは、藤谷です。『ネトラれ』も早いもので、もう６巻。これも皆様の応援あっての事だと感謝しております。

　さて、この『ネトラれ』という略称。これがもし他の略し方だったら？

　というのをちょっと考えてみました。それは次の通り。

【俺のコメ】

　これは俺のコメだ！　誰にも食わせねえ！　もう炊飯器ごと独占、みたいな？

【俺のリアルがコメ】

　コメに埋め尽くされた現実。白い炭水化物の世界。いやもう俺そのものがコメ！？

【俺のコメがヤバイ】

　米びつの中がピンチですか？　というか、いい加減コメから離れようか……。

【俺のトゲがヤバイ】

　何があった!?　てか、そんなん生えてたら危ないし！　もうヤバイ系からも離れよう。

【リアルラブ】

　すっごく生々しいんですけど!!

【アネがラブ】

　おっ……これはいいかも……（期待大）

【アネに侵され】

　いっ……いやーそれはまずいって……で、でも……わ、悪くはない、うん、むしろ……。

【アネがコメ】

　またコメか！　コメ好きだな！

【俺のアネがコメにされてヤバイ】

　最早、カオス!!

　やはり『ネトラれ』が一番ですね。（不穏な感じの響きですが、あくまで略称です（笑））

　では謝辞です。三嶋さん、お忙しい中いつもありがとうございます。今回のお気に入りはゴロチュウです。担当さんも頭が下がったまま戻ってこないくらい感謝です。

　そしてこの本が出版されるまでにご尽力頂いた全ての方にお礼申し上げます。

　次巻は恐らく、オンラインがメインになるかもしれません。ではまたー。

平成二十五年一月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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